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ら
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と
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求
ど
し
た
場
へ
、

A
の
拍
主
、
日
の
日
出
土
と

L
F
、
モ
れ
亡
れ
レ
3

つ一ず

勺
試
刊
で

trめ
ら
れ
る
と
考
穴
ら
れ
る
D
士
陥
J

討
せ
ニ
「

八三山、

A
L
W
i
は
B
に
対
一
？
る
関
係
U
L
ヘ
円
不
出
拝
i

九
州
斗
円
で
あ
る
と

k
定
ず
る
慰
謝
料
は
A
U
H
そ
れ
で
わ
ず
か
各
一
一
コ
ペ
J
C
U
A
円
rM
め
J

一れ

た
ど
仮
定
す

ο
ま
た
、
遅
佐
招
安
門
金
、
弁
護
二
賀
川
に
つ
い
て
は
ぺ
材
、

引間以にいノ＼
F

h
ト
l

山h
一に

i桔 ι
じっ村J橋
十；主
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V
民
法
4

松
川
一
t
u京
教
授

トーロロ心一
1
l

）、

V
J
｝
心
問
如
上
ヘ
て
に
刈
弘
ハ
什
よ
c

（

q
）心中川
H
Uに
院
L
亡
は
、
正
て
引
か
述
べ
、
七
む
E
出
ιγ

一一一
L
t
p
o
f

－l

え
比
七
九
r
斗
宋
は
、
認
知
J

〆
し
に
吃
又
は
り
は
、
そ
の
訟
知

守
山
肌
い
ふ
併
寸
と
と
が
て
る
〈
与
し
」
L

一
規
ペ
ピ
ず
昨
今
日
こ
の
条
文
に
も
同

F
f
pノ
｛
ノ
、
根
路
己
小
υ
な
が
ら
、
記
川
小
ナ
日
机
ど
前
f
」よ

ぶ
芳
川
一
主
が
す
へ
社

E
か
ら
、
ミ
心
J

亡
を
要
任
L
に
f

；
げ
ら
れ
、

九九日山二点、
F
A

一
七
十
三

h
ん
い
陀
v
h
l

可
品
川
を
ー
に

D
L
m
v
づ

ν
ば
り

く

j
t
、
じ
は
日
心
友
人
で
あ
命
日

η
Fで
あ
る
ご
も
が
八
か
か
J

入
は
ミ
と
の
関
係
当
人
刊
｛
止
す
る
こ
に
は
川
捻
刀

一
山
仁
川
山
口
と
日

η
rア
と
あ
る
y
と
を
、

A
は
免
勺
て
い
～
〕
小

L

D

に
認
知
さ
れ
ず
、
父
技
な
き

f
に

店

、

1J
三、
7
c
r
y－

h

刊
に
主
し
、
長
千
心
つ
も
り
で
が
U

却
を
1

r

」
後
に
、

A
に
日

心
問
係
ペ
J

志

仕

六

人

は

別

h
た
ミ
は
じ
と
れ
聞
係
を
f

山口｛止

で
き
る
よ
υ

ムもと
H
心
底
係
が
ぶ
摂
心
得
八
コ
y
k

、
日
ぽ
し
こ
し
る

場
合
／
五
、
資
な
る
カ

へ小

B
女
の
J

人類
P

一、「了、
E
M
U
M
－
な
げ
れ
ば
、
お
訪
の
将
来
～
γ

ヘ
ぶ
1

て
ん
の
る
と
「
こ
士
れ
て
、

A
は
川
ム
慌
の
ψ

ぬ
ま
い
ノ
、
ピ
ヤ

バ
一
泊
し
七
f
μ

伎
に
、
仁
〆
」
の
間
一
係
ι
十点

I
E
古
る
こ
と
は
て
み
i

る
ふ
J

C
ば
A
の
i
で
あ
る
と
r

〕
は
生
物
学
「
山
は
り

t
は
ζ
m
M
3

に
千
一

J

A

か
天
凶
件
／
h
U
J

よ
れ
～
ム
人
時
ム
ハ
川
川
、
ど
う
か
ゆ
る
か

被
相
続
人
A
に
は
、
了
日
と
了
仁
引
い
一
戸
ム
ベ
は
平
成
一
八
人
斗

フ

月
刊
II 

死
亡

子ャ

A
は
唯
一
心
日
N
j
v

で
の
J

～
市
小
町
r
T

士
有
一
ー
ノ
匂
J

人
々
、
、
成

!1 

た

A
の
死
亡
倍
、

jt
は
ト
旦
】
り
に
い
震
皆
川
μ

減
殺
ィ
史
子
乞
打
っ
た
“

こ
の
】
l

そ
つ
な
仁
の
一
請
求
ば
円
能
川
J

二
部
円
相
レ
ー
の
川
世

月

日
,,, 
！～一

時
ι 
プ

ー〆、
、
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ハ円、、

ち
に
噛
t
j
J
L

A
乃
比
十
付
川
｝
に
、
日
以
J

す
で
に
閉
T
ハ引の刈庄
L
L
P
に
川
引

ν
、
口

は
私
一
三
u
J民
三
t
f
仁
一
、
ど
」
助
人
口
い
ず
ろ
か

ミ

A
U唯
一
の
引
py
て
主
ノ
ず
｝
叩
γ
ハ
勤
注
一
一
f

ー
か
円
相
v
i
一
り
川
也

～i
一
有
ず
る
）
1

化
、
、
版
元
／
h

v

一月

主ヘ
J

死
r
L

徒、

！
と
、

fzな
（
心
一
訂
求
己
一
川
町
、
同
か

A
A

－

J

一、

川
町
ふ
m
r
y
C
F
r

、A14
い
片
山

仁
ば
山
？
り
日
遺
留
J
J
流
川
村
請
求
心
〈
汗
っ
h

c

こ
心

B
t一川
T
F
h

動
産

メ
一
時
一
対
に
よ
り
取
得
v

ぷ
よ
）
土
民
て
き
る
か

時
託
一
J
安
打
に
ら

；
1
こ
こ
全
占
人

！

T
才
ニ
ロ
ポ
士
一

ふ

A
は
壮
一
の
別
r川
で
あ
3

｝
同
人
J

致
仕
二
伝
円
相
巾
の
州
也

立
方
一
7
0
一

～

仁

戎

ハ

ヰ

一

万

戸

μ

、
日
目
即
時
ペ
J

J

て
い

た

A
の
死
亡
段
、
〈
は
且
ち
に
ゆ
民
同
日
分
γ
杭
設
品
求
人
グ
れ
勺
た

り
は
、
こ
の
よ
う
な
清
子
三
万
札
L
て
、
川
叩
不
時
売
を
白
に
完
唱

し、

ωはザ区九日付コ山マ〆～了した

いCザ一一ーカ

こ
の
J
wつ
Z
山場介、

川一山内「
f
J
、
以
殺
芳
子
4ι
仕
の

U
M心恒一札山吉
γ

ど
r
u
h
n

仁
の
請
求
ば
口

判
例
が
、

に
考
え
t

d
る
だ
？
討
れ
た
か
，
一
併
誠
一
院

／
 

～i乙ι伺
川
ト

1

、J〕
1γ
一
、
卜
一y
 

7

J

～

J

、

｝

L 
L 

A
は
恒
一
心
日
こ
し
あ
勺
V

）
市
小
川
町
長
二
f

叩
円
引
リ
ペ
の
川
位

日
に
間
川
円
J
1

" 

H
に、

～
～
。
そ
の
昨
日
仁
は
入
山
中
山
ま
れ
て
、

m
U
却
問
ヘ
刀
流
請
比
枠
｝
f
L
d
r



何百
v
h
a
い
え
υ
利
均
＼
レ
す

〔
ぷ

iuら
三
黒
川
田
、
リ
凶
M

I
l
l
－
；

1
1
7
J

－
一

J

A
心
配
亡
ん
仏
山
、

殺
ム
川
求
V
」L
ヮ
た

k

心
上
7
な
L
匂
請
求
は
一
円
山
花
引

A'1：：支半期訪殺；的出

戸三
J
）ベ
J
m
は
妻
7
一
日
の
協
議
J

訓
話
局
γ

♂
偽
弓
子
て
同
け
同
た
役
、
一
ノ
一

心
川
町
制
い
内
f

士山川
L
h
v
手
／
〕
閃
ご
は

f
同
い
が
出
川
、
い
J

丁
同
い
は

ぷ
町
1

与
一
戊
が
い
る
「
ム
は
帯
対
併
効
の
一
訴
え
を
託
i
t
H
L
、
田

ア
同
日
治
前
離
稲
叫
対
の
判
決
が
停
定
？
に
一
c

川γ
了
間
日
川
町
担
rJ

点
わ
ノ
消
さ
れ
た
リ
布
介
、
甲
山
仏

rと
の
給
制
ァ

γ三
亡
得
こ
財
草
川
3
一

ん
～
返
還
し
な
ゲ
れ
ば
な
り
手
仏
ρ
d

川ω
胎
山
内
一
は
事
町
人
ニ
ハ
UV
父
訂
川
1

J

て
認
知
を
請
求
す
る
戸
一
ー
は
で
き

ない
r

一
店
主
が
ド
在
住
者
臼
の
後
L
tへ
に
選
日
さ
れ
た
場
へ
品
に
、

A
が
B

の
せ
組
対
八
ム
を
使
っ
ス
状
ベ
ハ
君
主
九
す
る
こ
〉
に
づ
い
て
は
、
や
へ
’

庭
衣
川
一

ρ
の
許
可
P
Nい
ん
一
一
で
あ
勺
）

へ
レ
ド
本
占
川
公
山
子
い
し
～
r
抑
え
て
ぺ
併
に
同
諸
J

て
い
た
寒
川
叩
A
は、

壮
一
心
説
扶
（
d

出る円一

E
に
扶
十
一
恰
一
ル
ボ
リ
グ
る
出
立
ー
と
と
寺
駅
山
内
円

一
サ
に
｝
た
リ
引
川
県
、
け
λ

佐
川
判
ノ
一
し
て
ム
フ
竹
刀
一

l
d

円
か
一
支
払
う
ノ
｝
刀

剣
一
行
が
成
立

t
た
勺
J

、
ご
の
校
長
刊
の
支
払
い
が
さ
れ
な
い
ま
士
、

ム
リ
彼
に
、
主
門
パ
日
死
し
ご
っ

A
r
子
て
的
／
U

（
は
れ
に
U
J
L
T
る

よ
払
の

4
間
分
の
日
立
た
凡
料
倍
町
時
計
ι
相
川
山
ご
き
ハ
一
ち

、ω
相
続
の
松
J
K
E
L
七
青
山
立
問
に
達
し
て
h

た
場
ん
？
～
は
、

F
Y
放
で
が
い
定
代
黒
人
心
司
ロ
な
芹
ァ
旬
、
一
こ
な
J

さ
れ
r

／｝
L

て
も
、
判
悼
の
放
棄
ht
取
り
消
す
こ
と
は
で
さ
な
い
い

ヰ成

出

よ

変

A
、
州
出
了
お
じ
の
あ
λ
u
D
男
川
2

死
r」
1

三
一
点
、

川
副
市
門
に
、
白
は
、

ιと
り
引
で
、
判
祉
予
一
ぽ
主
一
日
午
構
成
ム
ベ
る
不
動
互

に
つ
い
亡
の
持
り
か
議
り
区
一
三
口
む
が
ん

J4γ
一
締
析
し
、

L

礼
に
基

づ
ミ
L

共
布
持
分
刊
p
k九
二
九
三
記
を
終
え
た

J

一
ら
が
、

uo
は

R

＼
の
議
↓
ほ
引
に
村
涜
の
投
棄
を
し
て
h

た
ハ
こ
の
場
合
、
ー
は
て

む
共
有
持
分
布
一
取
得
で
さ
仕
し

子
J
A
Y
M
l
L
臼
に
相
続
人
り
ら
J
d
v
τ
r
i
p
m
m
ム
ー
か
己
出
な
い
子
／
て

相
続
財
産
心
持
「
何
人
に
遅
汗
さ
れ
て
訪
d

汁
に
、

A
が
E
Wそ
ん
の
賃

貸
円
円
建
物
ー
ゴ
剥
H
U
J
な
日
搭
で
淳
一
斉
に
口
ヰ
す
る
ご
こ
に
つ
い

と
は
、
宗
2F裁
判
同
心
許
げ
い
が
必
宮

f
Jめる）

ヨ
E
r引
出
品
川
叫
心
者
の
也

mu放
棄
は
、
家
出
裁
判
一
一
削
一
之
、
m
y
J
h
A庄
中

7
1
γ
又
珂
ζ

れ
な
け
れ
P

山
旧
対
力
と
生

v
な
い

治一

A
が
日
在
ず
ハ
J

一
退
者
一
し
て
け
小
動
r
う
え
川
山
」
ア
匂
渇
台
、
八
け
い
、

三
伊
の
没
、
田
ぷ
訪
山
ヂ
セ
草
者
仁
に
討
し
に
し
川
市
L
J

ペ
シ
ハ
ド
捻

死
亡
、
ー
一
と
き
t

は
、
日

L
川
町
に
お
け
る
ド
不
尚
さ
の
山
m
L
梓
刀

hr巾
凶
心
、
日
乙

c
c
vず
札
が
た
に
所
有
修
一
掃
お
品
川
J

況
が
佐
川
ド
ヌ
ー

か
に
一
竺
J

L

決
士
ブ
f
J
J

山
山
一
『
川
川
川
ヘ
り
の
汰
伎
の
請
求
ネ
千
三
H
f
J
1
I
川以話津、

J
V
還
ム
一
べ
圭
一
院

川
の
ほ
か
、
恐
h
f
J
A

告
げ

F
H以
徒
の
門
下
～
一
八
1

糸
川
辺
遣
し
な
げ
札
一
ば

1
7
山下、コチムー

マ
｝
民
事
訴
訟
法
1

半しザい也へ刀

出
日
辰
ー
よ
奈
良

F
刈
其
，
l

育
教
校

品
本
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教
授
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ー
か
っ
E
の
タ
必
山
い
に
什
え
な
さ
い
一

T

適
切
k
u
h
u
勺
一
を
記
入
、
J

九百

ZiJ

－

久

い
h
R
にけ叫
L
、
円
金
銭
山
崎
悼
V
J
L

行
じ
て
い
る
れ
は
に
二
対

ー
て
、
乙
ヘ
ム
浪
ょ
培

JrF臼
し
て
い
る
。

E
に
は
こ
わ
以
内
は
み
る

で
詮
資
7
v
は
な
い
れ

A
は
仁
：
対
［
て
、
に
伍
惟
の
支
払
い
か
～
求

め
て
訴
え
丸
ゼ
」
同
党
忠
L
P
J「
｝
の
判
A
4わ
し
二
山
）

L

い
た
ノ
等
F

リ
結
菜
、
中
憧
F

品
川
が
一
『
〈
偽
不
明
と
判
陀
ち
る
乙
き
は
、
こ
川
l

：

心
針
決
L
L
U
は
る

ν

れ
に
L
V
d

し
て
、
乙
笥
桂
が
山
地
訓
示
明
り
ケ
ご

は
～

S
F
の
判
決
と
ふ
す
FV〕

ヲ
一
文
書
の
成
立
の
喜
一
ト
γ
↓N
争
わ
れ
令
場
合
、
挙
証
有
は
、
一
れ
よ
と
記

同一
n
J

る
必
官
か
あ
る
ハ
弘
文
書
心
為
合
、
印
ノ
ー
が
本
人
f

J

U

山市中

に
L
っ
た
ぜ
て
心
よ
め
る
と
き
は
、
経
段
則
、
へ
l
ヘ
等
の
何
回
l
h
f

基
つ
い
て
押
印
さ
れ
に

i
c
」へ

h
d
｝
げ
が
で
札
る

γ
一して、

ム
引
法
一
八
条
山
一
項
心
よ
り
、
押
印
ど
一
7Gi
｝
き
は
、
（
弘
正

辛
口
ど
さ
ハ
止
に
h

民
了
J

一
？
？
の
と
推
定
」
さ
れ
る
と
や
～

1
5

一一つ
J

）｝

j

J

i

、

l

E

つ
ろ
の
向
い
に
丸
円
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三
C

い
d

A
止、

Eγ
」M
N
手
＋
々
と
じ
て
、
同
ロ
ヘ
品
市
山
首
還
請
求
訴
訟
を
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起
L
、
A

5
1
4
1
決
が
碓
d
F
し
た
で
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役
、

A
口
、
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ど
利
一
一
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方

fJ〕
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同

や
存
り
州
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主
r
A
E
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子
叶
一
円
山
中
国
民
担
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に
一
わ
こ
り
依
午
た
い
u
v＼
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川
し

川正叶て

A
段
訴
判
印
h
A
時
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し
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喜
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に
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A
f
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の
訴
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花いに
L
P
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F

う
か

E
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J
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r叫
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A
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か
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つ
小
選
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潔
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C
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」
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町
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., 

峨
侠
布
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エ
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説
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コ
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の
J

ロ
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い
ず
わ
か
一
っ
か
一
平
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で
省
プ
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川
以
「
は
、
け
か
二
川
沖
い
↑
十
成
一
九
司
こ

H
門
ヘ
ル
増
大
主
主
一
一

守
川
一
一
百
♂
判
ポ

J
～
文
士
捻
出
命
令
に
悶

fJ匂
土
手
抜

粋
）
一
古
川
川
）
で
の
る

J
川
小
守
、
決
ー
に
ウ
〈

ι刊
J
h条
文
に
某
つ

て
な
さ
れ
よ
も
刀
乙
す
る

｛
問
い
］
こ
の
比
丸
山
h
、
以
二
小
山
成

七
八
じ
百
円
J

ト一一
J
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一
の
ま
刊
に
つ
い
に
瓦
作
化
し
た
も

年

口
門
人
程
五

戸、一八せ

の
〆
ハ
h
u
h
つ
け
る
こ
二
が
で
き
る
と
う
い
弓
こ
と
か
、

げ臼何日司子一、つ比

山
一
し
な
さ
い

｛参＃
rd］

」
敢
け
判
決
判
別
清
一
点
J

点
、
三
決

1

4
一. 
ム士一

月

i

F

J父
1
J

l
f
t
m吋

｛
設
例
｝

～v一
品
ケ
ヘ
｛
山
山
い
｝
に
河
刊
を
刊
し
て
答

以

rm

え
よ
ー

｛
設
例
一
主
は
、

R
Y
M恨｝口－
L
一
、
、
ド
成
一
八
九
汁
ド
J

口、
A
q
H
h
J
五

〕一
τ
J
円
の
辺
決
J
勺
求
め
る
長
p
を抗一川口
L
たハ

A
は
、
友
人
目
か
り
一
、

八f
な
ら
ulv叫了
f
w
M
科
I

J

f

久
く
な
る
の
で
、
本
市
を
町
↓
人
証
玉
、
4
0

っ
し
ァ
は
、
一
同
八
七
什
ハ
L
リ
刊
や
公
二
三
日
1

）t
v

）
三
（
以
賞
与
み
に
必
ず
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A'1：：支半期訪殺；的出

也
す
か
え
一
一
一
也
占
さ
れ
た
O
P
、
R
に
け
刈
し
、
司

h

H

弁
済
山
刑
、
古
川
刊
と
七
月
一
一
一
ピ
｝
山
東
J

て
、
川
一
人
ム
ハ
4
0
万
刊
合
「
え

し
に
の
に
、
思
弁
ζ

再
士
p
r
h
r
し
て
催
促
に
ru
じ
な
い
、
乙
之
官

7

ィー、いマ
FJυ

日
は
、

A
J
引
い
ら
お
古
を
円
け
り
入
れ
？
一
、
こ
と
は
よ
い
口
仮
に
、
州
自

に
入
札
三
一
戸

L
L
ら、

A
ι

円、

υ
じ
で
党
h

り
い
技
し
た
有
判
一
円
ぶ
マ

プ
J

刀
l
小
川
以
豆
州
心
代
市
川
L

相
川
松
戸
つ
る
し
ー
と
述
、
ム
ベ
蕊
判
所

は
、
＝
山
梨
品
へ
の
結
味
、
三
市
此
ヘ

pq一
月
こ
ろ
、
れ
日
山
店

外
有
い
を
臆
人
3

ど
～
こ
、
｝
い
J

B
は、
J

叶
凡
紙
片
こ
ろ
、

A
刀
、
つ
勺

刊
札
凶
C
M
f
r
立

F
刊
札
〈
ハ
校
十
受
け
取
っ
二
こ
L

、ふ一
n
D
は、

一
同
年
八
月
こ
ろ
に
な
工
、
え
ご
土
L
、
返
済
r
M
J
川
勺
〈
か
ん
父
、
心
武
守

主
一
一
、
代
コ
ザ
は
ー
と
↑

w
uで
v
h
ハムペ

A
は
ゆ
一
三
ん
し
ι
約
点
V

F

A

り
安
心
賞
与
で
は
可
1J
て
は
し
い
」
門
フ
一
二
い
た
こ
〈
、
h
山
守
口
口
は
、
同

年

J

月
ハ
一

U
に
史
心
賞
与
J
↓
れ
一
川
行
中
〆
支
給
さ
れ
一
J
J

工
、

A
U
E

は
、
ミ
に
一
吋
J

、
汁
ノ
ム
九
ロ
h
d
初
め
、
マ
、
ト
ノ
カ

1
7
q
の
瓜
素
直
吉
一
ハ

万
一
円
で
允
九
世
し
と
が
、
代
去
は
J
1
f
J
I

支
払
わ
れ
L
い
な
v

こ
と
が

認
め
つ
れ
ミ
乙
の
u
f
d
に
三
し
L

｛
問
い
｝
衣
判
所
は
こ
の
一
で
η

h

叶Jv
t
山ムヤ

t
れ
w
h
o

い
刀
へ
）
ま
た
、
そ
F
J
1
4

J
円
子
こ
の
ま
ま
倍
右

γ
ハ
川
崎
ん
に
に
は
、
ど
U
卜
1

1

一
市
此
判

ηが
ぺ
じ

る
お
ピ
以
下
の
｛
社
同
｝
台
Y

一
叫
ん
だ

U7Jfで
、
円
｛
小
閉
山
｝
に
吋
ど
れ
ぞ

れ
か
×
～
～
川
市
さ
ト

日

ヰ成

｛
設
例
｝
A
ば、

ι人
～
1

｝
京
坤
κ

ム
に
て
か
げ
、
川
郡
川
川
べ

f
l
ズ
と
不

全
パ
ン
ヤ
ラ
ズ
が
対
戦
Jn

る
町
取
を
関
川
崎
し
た
一
同
ヰ
ラ
は
、
双

方
午
、
1
甘
い
机
の
宇J
る
i

j

i

ム
で
、
ヒ
く
さ
J
U
m
川
町
容
が
一
吊
れ
る
こ
乙

て
有
ア
C
あ
コ
↑

τ
ベ
ア
て
の
勝
利
に
終
わ
り
、
民
需
状
態
に
あ

る
政
仇
1
r
J
J
F
o

じ
、
主
わ
一
口
、
竹
中
川
刊
4

日
ん
に
－
U
に
ム
町
ん
J
U
J
庄
内
山

父
チ
1
1

一J
L

h

＃
J

特
b
U
J

を
し
て
J

た
と
折
、
ヘ
ア

1
ズ
り
同
長
ベ
ソ

タ

p

d

ぬ
る
己
の
通
払
す
る
T

？
プ
ノ
カ
ホ
刀
、
、
り
す
え
芸
古
、
の
手
削

ど
常
引

d

～
周
辺
の
人
九
、
は
？
乙
の
一
。
れ

c
に
鮮
が
わ
＼
か
守
川
口
町
J

携

帯
夜
話
と
利
同
町

1

T

J
ム」（守掠

n
折
い
わ
た
〈

A
h
、
K
1｝
か
日
の
に
ソ

古
γピ日以
7

？
っ
と
、
い
ム
jEに
は
み
h
い
し
て
C
H
d
H
ハ猿川

γさ
一
行
戸
｛
J

での

し
〈
手
、
淫
山
主
ノ
＼
ミ
は
、
主
」
’
h
v
て
夫
、
だ
C
注

K
幻
｝
円
一
一
恥
半
に
は
引
い

、
／
ば
さ
れ
、

t
p－
抗
心
っ
た
ρ

入
は
、
じ
古
和
了
に
、

h

一－Fhvv
に
本
つ
：
泊
中
書
店
償
心
部
品

求
と
）
ヘ
一
ハ
ハ
＼
ハ
ハ
じ
り
刊
心
支
払
い
を
い
水
め
る
一
耐
え
中
国
吋
起
〕
ん

こ
の
E
き
、
放
出
は
、
一
帯
巴
の
結
果
、
つ
い
汚
比
て

J
3
b
zゃ

－Jっ
た

－
〕
拘
害
銅
山
〈
丁
捕
は
、

J
U
U
ん
円
で
あ
る

釜
入
に
ら
4
f
t
r
へや下丸山ァ匂こ〆一

－
L
付
夫
前
ん
円
山
h

t
人
J

問
、
じ
が
じ
討
て
ふ
匂
と
し

｛
小
間
｝C
は
、
亙
ι
需
に
は
み
ル
則
前
7

て
ヘ
ブ
古
r
M
蛍い
w
h
y
－
r司
令
ニ

V
J
ι
L
の

1
4

ト
山
減
な
汗
i
J
斗
日
中
市
山
つ
は
一
が
っ
て
も
張
、
－
つ
つ
け
た
が
、
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過
失
相
殺
ワ
ー
ー
－
院
は
三
、
い
な
カ
｝
一
。
こ
川
ソ
リ
ム
ペ
込
判
所
は
、

l

」心
I
う
な
刊
に
ヲ
ヶ
る
へ
一
ぎ
か
い

フ
以
神
ド

i
泣
く
に
肘
住
し
て
る
C
口
、
こ
の
内
州
場
己
野
球

人つ
i

／一が
u
p
G
少
」
び
に
、

5
三
女
に
？
一
一
〆
プ
パ
川
J
U
t
k

今一一ノ一

士吉
L
U一
／
＼
山
ひ
の
ポ
誌
も
、
京
判
べ

7
1
2へ
の
そ
い
一
よ
あ
ゐ

」

3
こ
こ
を
は
叩
h
r刊
J

土
f
u
寸
〈
J

小
J

み
で
あ
っ
た
こ
心
と
き
、

友
判
所
以
、

ν
の
よ
つ
ま
刊
山
山
下
一
？
る
と
」
v
b
t

v刑
法
1

日
久
川
同
協
校
内

U

阿
川
吋
斗
一
心
な
教
授

安
川
恒
人
助
教
改

同
町
向
I
A

－

戸

1
5x
f
に、

f
古
に
、
川
口
ぶ
一
り
Z
T
A
J
I
h
J
司
人
が
笥
Jγ

ノ一により｝円一
γ門

主
育
す
る
こ
／
山
に
ぎ
な
く
は
っ
た
＃
川
w
f
A主
主
託
さ
れ
？
へ
B
川力

ζ

協
力
L
て
三
引
に
お
い
て
歪
了
日
禄
に
壬
hU1
て
い
と
が
、

Z
了
U

ミ
究
心
立
川
止
を
也
、
f
、
制
人
主
制
中
／
4

3

て
い
る
武
洋
ア
へ
の
老
人
仁

郎
y
一
が
剣
L
、
白
川
ん
一

t
u
M張
h

の
よ
れ
一

b
L
Lゲ
エ
リ
る
一
で
つ
戸
、
な
っ

人
ん
で
、
L

一J一
J

は
ハ
ふ
れ
に
対
し
て
コ
コ

UH
円
円
市
た
を
負
う
よ

づ
ご
な
J
に
こ
と
土
J
W
Iし
く
田
い
、

χ
f
j
の
A
主
に
刈
γ

る
一
噴
出
川
乞
利

用
v

て
、
仁
川
士
投
一
五
位
一
判
、
債
背
か
主
主
l
f
A
U
札
一
さ
山
司
令
乙
共
に
、

I
，l
リ
d
J
出
芸
能
古
城
桜
工
、
正
L

…
？
っ
と
企
可
作
、
こ
の
計
画
に
日
f

へ

の
Y
芳
を
五
行
日
了
し
て
一
前
い
込
む
ぷ

、
労
は
、

V
A

了
一
行
二
コ
同
（
～
主
づ
き
、
ぇ
莞
立
幼
唯
志
ー
か
う
の
帰
路

M

U

イ
い
て
内
山
り
伏
山
作
、
主
羊
ぐ
ら
や
し
か
辺
、
お
J

ム
エ
ん
は
、
お
昨

さ

υ
に
担
ま
れ
て
、
お
川
え
に
き
に
ん
だ

υ

一
こ
部
き
又
心
L
P
d

長
主
主
山
両
市
に
来
ぜ
て
、

H
ち
ま
で
直
れ
ァ
ム
イ
戸
、
金
革
な
食
事
を

サ
ヲ
ペ
一
、
日
川
一
、
ざ
た
エ
レ
ノ
」
デ
一
見
斗
て
止
一
に
た
〕
町
、
ミ
ヰ
ホ
パ
は
、
1
A
F

ち
よ

り
民
し
い
ず
っ
こ
い
て
も
い
い
〉
〈
二
神
間
開
て
、
主
叫
に
婦
さ
れ

て
い
る
こ
乙
P

～
は
主
く
充
つ
い
て
お
円
一
す
、
…
長
峰
ご
外
出
l
J
l払
う
〆

ピマ】
J

て
す
ち
て
き
h

ト
4
r
立
花
託
さ
れ
た
状
態
に
凶
か
れ
て
し
～
ー
に
も
か

か
わ
た
「
、
来
υ
く
過
ご
し
一
、
い
p

〕
が
、
夕
方
門
会
〕
た
巳
医
ん
は
A
需

が
帰
定
し
な
v
v

乙人
V
4一叶
L
、

x
f
と
と
も
に
抗
一
一
川
な
こ
J
T
4却
し
ず

夜
、
町
抗
日
こ
室
長
一
間
ヤ

H
V
P

｛

J
t
i
l
t
J
J
1
3
i円
l

い知一して、

Y
川
ん
は
ケ
れ

l
u
x
f〉
心
」
訂
ー
占
い
不
づ
き
、

Z
マJ
に日付

し
電
一
わ
し
、

A
t
c
t
m
h
p
岡山山
v

冷
一
三
ふ
え
で
、
一
A

－t一
日
か
ぺ
て

る
c
A
t
n
A
1
デ
倍

ν
け
れ
ば
、
工
一
円
り
の
言
、
）
通
じ
り
に

ν
ろ
c
一と

命
じ
た
－
k

ろ

A41t
の
命
中
心
叫
し
た
Z
ナ
J

川川
v
k
i
戸
示
烹
し
た
1

め
ー
仁
川
」
ヌ
チ
の
ゼ
ナ
J

4

月
間
州
に
社
主
一
、
一
円
の
一
人
J

に
午
銃
J
J
χ
p
e
に

T
交
J

、
F

れ
で
仁
川
と
や
れ
牛
ヮ
一
：
J
L
ム
ず
は
併
以
二
、
や

る
一
と
同
一
任
v

は
苅
て
命
じ
た
こ
こ
ろ
、
ー
エ
は
、
仁
郊
が
百
ガ
二
、

ヘホ今川よ刀、
IJ27ょ
っ
注
い
｝
〈
士
制
て
い
た
こ
f

一
も
あ
っ
一
三
一

A
美
小

々
が
助
か
る
な
り
長
〈
は
川
1
き
ら
れ
が
い
じ
郎
が
牧
ut
～
な
っ
て
J
U

引

方
市
ん
な

w

J

A
一
仙
沼
を
法
的
、
二
れ
を
主
諸
1
d

て
じ
部
心
主
一
が
に
壮
さ
、

あ
な
た
ご
め
ん
ね
一
ヒ
点
く
ム
な
が
J

、
与
一
況
を

t
h
u
c
ー
も
械
め
が

け
て
た
ん
削
し
そ
の

E
的
ゃ
逸
げ
ず
）
ば
一
六
じ
即
は
、

X
7
1
ひ
ら
は

情
凶
迂

vurJは
γハ
d

人
？
に
さ
ぜ
て
お
コ
が
、

χ
〆
丁
ち
仁
川
れ
点
↓
一
J

…
に
ど

れ
だ
け
A
f
y
手
、
ぃ
。
か
w

つ
い
て
は
わ
川
内
つ
で
れ
夕
、
い
な
か
っ
h

c
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x
j
y以～、

χ
f了
の
け
先

zM1vt
前
ヒ
な
、
？
っ

A'1：：支半期訪殺；的出

マ
公
法
4

仙
刊
日
仏
快
戸
教
授

中
ロ
1
次
心
的
も
印
性
の
を
れ
N

て
れ
ピ
っ
き
、

a

c

刀
ら
最
J
h
n
J
d
切
な

も
の
4

ゲ
｝
つ
け
込
父
谷
案
同
紙
に
次
の
寸
ー
な
併
詩
情
ん
ヤ
一
れ
は
し
て

ア「
λ
γ
る
こ
ζ

ト
」
乱
山
一
つ
ぬ

ο

山
＼
乱

（ハよ

a
司
J

エ
店
時
一
受
給
は
山
J

止
に
一
44
正
規
ペ
ピ
バ
川
、
d

い
と
れ
使
L
L凡
な
レ
）

れ
盤

h
F
4
j
備
隊
法
；
民
一
市
判
決
は
「
乳
〆
J
C
制
ベ
ス
ノ
乙
一
川
田
両
よ
る

り
で
牛
い
弓
委
包
到
元
前
提
に
し
て
い
る
こ
も
諒
hu
る

c
客
観
訴

訟
に
お
い
工
法
判
寸
は
司
法
叶
時
三
べ
に

υ一ち、

4
1山♂
A
Y
A
4
社
J

わJ

汁

J
信
以
J
J
J
Y
一v
こし
F
Y
乙
凶
い
え
二
き
て
よ

ゲu

a
迫
害
L

U

店
法
九
足
元
制
定
し
三
υ
仏
行
為
ば
ν」
却
炉
之
内
山
町
民
1
3

述
ム
十
い
と
注
λ
一：一ナム
ω
の
が
判
院
の
J

場
て
あ
る
仁
七
在
外
選
半
権

時
♂

1
－
凡
は
凶
詰
～
つ
い
て
も
ヰ
主
投
票
制
判
決
を
変
児
」
ア
三
四

千
明
一
小
し
」

L

在
宅
設
宗
川
町
判
伏
ば
代
十
h
L
引
に
一
J

に
の
古
川

去
作
一
、
一
川
に
依
拠
、
て
い
た
「

s

a

J
投
凶
体
の
片
山
桁
C
事
例
で
た
ら
蓮
芯
守
引

υ口
、
阪
ま
ん

だ
っ
川
流
、
同
様
に
人
r
案
刈
決
γ
♂い
i

す
こ
！
〕
ピ
説
JU
だ

l
恵
庭

山
下
川
い
需
は
、
八
円
見
限
定
解
釈
の
一
十
法
亡
州
開
刊
に
を

L
た〔

〈
品
九
j
d

い
江
公
拾
を
採
用
ご
代
衣
お
判
阿
は
、
ず
れ
も
桁
仕
の

l
而
を
－
上
、
一
仙
川
拠
と
工
い
る
J

必
乱
烹
川
小
出
川
刊
以
の
閃
1
的
な
規
制
一
分
論
に
に
て
凡
沖
地
事
f
L
判

弟、んは
J
L
－γ出
早
y

人
誌
な
ど
1

日
目
怜
混
ぜ
て
い
た
。

J
M山
ニ

ιー
寸
白
物

ん
は
佐
川
円
、
芳
川
h
h
に
刈
｝
二
は
、
中
引
い
に
品
開
係
な
抽
象
的
事
心
V
1
｝

ヰ成

。
批
判
ド
あ
る

処
分
性
に
日
い
社
人

r」
さ
れ
る
～

中
山
川
ラ
リ
孔
の
A

じ
か
L
一一
v
bー
さ
ん
く
酢
答
4

L

U

A

日
以
下
川
法
判
叫
が
規
却
制
定
権
「
七
七
久
人
羽
、
に
生
つ
い
て
、

山
入
の
せ
つ
ゆ
一
＋
！
？
A

J

叶
訟
手
淀
川
呪
則
戸
本
間
規
則
一
を
制
定
ナ

ノU

」1
」～叫ん口同…

rldへ
1

1

4

一
九
百
に
訟
市
む
有
す
る
孜
苛
の
代
王
者
な

た
び
に
h
h
t
d
公
共
団
体
り
に
h

、
反
体
計
十
日
市
内
務
刀
打
為
が
主

法
に
法
－
三
じ
る
こ
こ
日
時
ぷ
を
求
吟
る
訴
止
を
は
設
両
投
刊
日
に
提

起
す
る
こ
」
が
で
き
る
d

日
し
わ
ゆ
Q
1
r一羽岡ヘヘパム丸い

μ訴
訟
k

両川同一日仏川川（
1
5
ム
ヨ
は
、

渋
吾
士
山
U

し
つ
つ
政
教
八
三
市
防
到
達
礼
か
一
指
摘
L
h
J
同
判
決

メ
一
志
氏
判
断
司
涯
の
主
則
一
日
夜
f

川
か
ら
衿
汁
f

よ

f

一
達
也
半
民
心
川
初
心
円
悶
ー
一
1
0
3花
見
解
hpJA古
今
、
／
し
な
が
ら
e

、
人
心
見
解
ル
一
ヘ
叫
ゎ
一
川
汁
で
よ
｝
一
及
山
一
は
は
ば
J

件
へ
心
必
用
が
一
民
地
／
一

な
る
i
山
叶
ぶ
問
叫
ん
注
で
あ
ゐ
と
孝
弘
」
ら
れ
る
場
九
r
Fょの
J

て
一
も
、
法

律
退
官
w
u
一
氏
へ
ん
代
1

わ
り
に
忍
庁
行
為
L
J
P
T
l併
効
な
い

L
t
J官
迫

田
リ
ヰ
る
し
旭
町
違
憲
判
汰
を
ト
オ
ニ
リ
三
、
必
民
に

ν
て
i

l

へ刀で

仁
ム

l
元
ス

J
比
坑
注
）
は
取
消
訴
訟
小

V
立川法
2

日
竹
ー
は
教
む

末
択
肢
相
教
授

1 

p
z
t
uリ
宍

lタ

lhHL

｛
岱
一
色
｝

失
心
う
ふ
一
川
町
三
つ
一
一
じ
h

ノ

J
F叫
ん
ロ
ハ
伊
主
、
生
己
へ
山
ノ
ー
の
の
フ
仁
一
ど

1

1

7

｝

J

r
し

c

t

I

7

ノ

1

1

1

4

1

戸
l
＼
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れ
よ，，一
／
株
式
公
社
が
そ
の
苅
汗
土
一
令
状
～
一
匂
↓
訟
の
ご
ピ
訴
時
制
限
状

え
と
じ
て
い
な
い
場
ん
で
也
、
子
日
へ
い
ら
七
日
ヘ
ム
町
会
下
山
あ
る
c

イ
ム
ロ
辻
況
に
は
、
九
百
吐
出
日
利
下
オ
泊
二
↓
る
は
人
と
色
。
己
口
の

明
文
の
説
京
ば
主
い
r

ワ
八
五
、
と
は
、
ハ
］
氏
t
F
＼
仁
注
し
、
ハ
汗
肝
1f」
11つ
も
の
は
な
い

V
A

祖
割
以
上
の
林
よ
ν
光
七
で
き
る
旨
口
定
款
M
M
r
ど
が
」
置
い
て

い
る
え
仕
に
お
い
亡
、
初
出
準
乙
な
る
林
へ
へ
L
C
d
門
盈
株
式
と
い
う
が
、

二
フ
背
JA株
式
も
種
禁
株
式
心
温
で
あ
る
。

L
T

覗ん一
T

1

心
取
特
伐
守
山
相
同
店
引
人
は
、

f
J
人戸
T
H

山
心
孔
外
収
締
役
に
ん
v

ぺ
t

主
1

l

l

 

一応ア
J

ゴ
中
）
ア
ユ
一
円
）
ペ
ウ
／
し
っ
ォ

J

戸川昭一一寸

｛仙引っ一同｝

次
心
↑
っ
ち
間
足
コ
に
も
心
心
組
人
人
出
い
せ
は
、
後
一
記
念
一
刀
ら
や
い
一
ま
で
の

l

J

↑し〉

；ふ一と
j
，γ

ア
刺
会
主
心
一
紀
山
プ
λ

甘
え
汀
る
栓
nhvJ
株
三
に
与
え
な
い
持
比
｛
手
抗

の
J

だ
め
は
必
ず
し
も
引
効
で
は
白
い
。

ペ
ヘ
民
社
の
支
店
の
財
布
地
九
日
汁
G
立
記
品
市
は
、
本
－

mu－叶什

地
に
お
k
h
－4
1
4
4耳
立
に
同
じ
で
あ
る
…

廿
件
」
人
会
吐
日
発
汗
戸
内
能
株
式
沿
品
川
は
、
ば
刊
叫
に
定
款
が
」
μい
花
ず

る
と
き
に
京
め
E
m
E
i
p
ぱノ、て

E
A
いぐ

八
北
巨
人
は
株
民
主
一
ほ
お
一
ジ
ウ
に
陀
7

、地点
i
同
発
行
株
式
JPV

枚
以
け
う
と
え
げ
に
泣
け
れ
ば
な
り
な
い
が
、
出
去
の
鴨
芦
J
J
f
Y
4
v

い
f
h
p
γ

、
。
古
川
ず
の
効
力
に
は
影
押
な
い
リ

み
ず
＼
て
の
株
式
J
引
に
お
い
て
、
訟
す
時
托
戸
株
五
の
総
数
ば
、
一

交
わ
川
印
私
式
総
数
の
い
に
分
心

L
f
て
る
三
）
ど
は
て
き
な

J

川2
 

rw
マ
ソ
一
ぷ
f
工

伝

イ

オ

芯

ァ

γ

会

内

オ

ベ

－V
 

｛
前
つ
問
｝

次心、戸ノ
b
E
L
トイ
J

も
の
は
＼
＼

7
0る
力

引

一

ア
事
ノ
ー
↓
ス
プ
ザ
ロ
へ
も
訂
…
？
2

び
公
開
ム
ム
吐
は
、
当
法
油
類
。
株
A
U

ロ

村
料
、
株
ト
を
併
せ

Ri
」一円
J
Q
担
恒
溺
紘
一
総
会
」
お
い
て
取
｝
市
役
立
訂

た
は
監
査
伶
1
V
一走行
μ
す
る
こ
〈
に
一
J

い
と
止
め
を
め
ゐ
柿
加
え
株
学

べ人少」れん炉
r

A

V

ご
し
｝
ベ
υ
で～
d2μ
一

い

れ

ト

叶

f

ムE
ド
法
、
凶
い
て
、
株
式
会
仕
r
M
M

抗
議
F
J

長
’
行
し
な
L
一
り
が
原
町
札

則
L

一な
J

」

f
G
ι

h

収
寺
発
行
会
社
？
お
い
て
、
休
刊
誌
札
担
け
い
哲
は
株
土
ず
況
の
一
一
日

設
ま
に
ほ
一
記
録
の
書
説
、
え
が
品
求

C
Fる
が
、
そ
の
際
、
半
泊
ハ
で

株
奔
し
乞
徒
主
フ
る
ケ
と
に
」
コ
て
て
き
る
c

ヤ
一
紙
？
総
会
」
吋
い
て
議
決
桂
C
I円
附
万
一
九
ν
電
磁
的
行
法
「
一
よ

？も
h
M
U明
性
ム
バ
仲
間
リ
7

な
い
株
｛
ハ
人
ム
対
中
小
以
硝
校
主
投
信
会
什
で

な
い
品
交
、
社
－
十
総
会
心
桁
集
二
慌
し
、

μ
い
い
的
事
頃
は
扶
下
v

泊

却
し
J

ば
J
、v
I
、目。しつ

J
4

株
1
総
へ
有
一
リ
ヨ
山
町
宇
近
が
決

L
fで
司
で
け
で
な
く
山
土
T

宇
項
も

あ
る
な
は
、
現
実
ご
株
下
校
へ
戸
を
閃
紅
L
hに
け
れ
ば
な
、
リ
匂
い

川
浩
一
位
一
辺
）
け
伊
川
一
1
官

ゆ

4
V
下
山
〕
恒

｛沼
ι
一間］



A'1：：支半期訪殺；的出

次
の
う
ち

ιし
い
も
の
は
い
〈
J

あ
る
か
c

一y

判
例
に
よ
わ
ば
、
定
款
t

記
載
一
記
録
刀
ば
い
ド
h

f

生
日
一
ぇ
け
は

糾
効
で
め
る
が
ん
立
T
引
こ
れ
か
泣
ぷ
で
き
る
刀
1
3

に
よ
か
戸
、
つ
い

て
、
こ
れ
を
認
め
る
、
ぷ
山
川
町
引
一
安
門
に
向
山
V

山
一
胤
日
な
要
件
J
r

－
定
め

＋
法
、
り
h

刑
判
ヒ
巨
主
没
却
さ
叱
る
f

ニP
；T
O
〆
し
し
て
、
こ
れ
を
認
め

J

L

h
似し

／
判
例
に
よ
れ
ば
、
出
向
問
似
合
刊
に
つ
い
て
、
共
益
権
h
l
ι
有
権

と
同
級
、
社
員
rw法
注
ー
の
肱
ハ
刊
と
し
て
の
川
町
？
に
包
一
円
さ
れ
る

こ
：
て
、

v
－
者
を
出
花
質
お
も
心
で
は
な
い
乙
↓
る
烹
持
丸
小
一
心
こ
人

J

判
例
に
よ
れ
ば
、
放
対
的
な
枚
一
一
に
二
社
決
権
合
久
川
町
さ
れ
L
L

い

仏
町
三
同
抹
－
rwい
持
祢
古
川
民
、
取
る
人
只
へ
与
を
ふ
川
一
肌
刊
に
峠
、
川
J
F
J
る

い
お
に
、
株
、
に
ム
円
議
決
権
一
リ
イ
一
一
事
一
キ
め
さ
ど
る
千
一
戸
川
l

一
二
t
f
F

f
れ
己
主
い
の
に
あ
る
か
ら
、
持
、
下
の
梓
利
汀
怯
に
主
た
る
と
し
て
、

1
4
4間
以
利
＃
叫
f
J
に
な
る
こ
こ
I

－

J

判
例
に
よ
わ
ば
、
代
思
へ
の
長
括
ー
一
ゲ
株
、
半
に
限

F2牛款：山川｛には、

松
ヱ
以
外
心
者
た
一
三
こ
総
会
が
撹
乱
さ
れ
る
い
り
を
功
灯
、
二
必
の

ノ
門
旦
的
な
目
以
で
あ
令
ζ

し
、
川
仁
川
公
共
出
牝
h

v
一
人
味
ー
が
株

十
亡
d

い
恥
目
昨
日
弁
口
前
日
枠

4pr慣
さ
せ
る
こ
L

は
、
定

款
迫
反
p

h

h

ゆ
る
ー
い
っ
「
山

オ
判
例
に
よ
れ
ば
、
林
－
十
総
八
も
決
議
り
ハ
ポ
J
M

川
花
訟
の
一
が
え
が
佐
起

「
一
れ
に
沿
人
己
に
お
い
て
、
氏
口
預
毘
川
却
の
u
f同

ζ
L
一
、
摂
さ
れ
る

も

Jm？
？
点
誌
取
消
昭
司
（
～
I
4
m
v

ゴ
す
る
て
つ
な
こ
ぎ
に
、
決
議
叩
殻

停
♂
心
不
ち
か
収
消
J

の
訴
え
の
怯
高
期
間
内
に
県
起
さ
れ
一
〕
ij

ヰ成

。
ア
ム
っ
r

こ
し
て
も
決
議
院
泣
し
の
一
叫
ん
へ
の
転
挽
は
認
り

ー
ノ
れ
な
し
と

f
る
c

九
（
も

1
恒
ヘ
ド
す
／
刑
公
v
e
u
V
J
J
i
m
m
u

恒

｛伊万一
J

m円
｝

長
一
｛
会
一
M
m
臣
会
社
い
い
か
外
の
収
持
没
取
結
役
会
？
代
去
取
前
内
ハ
ソ
に
附

す
る
次
小
山
ア
か
に
J

T

士
で
の
一
出
町
一
～
ご
っ
ち
、

d
L
い
も
心
Uγ

判
み
人
口
わ

いプ
r
f
u
の
は
、
ぺ
h
J山川
J
3
ρ
u
，
uw
ま
一
三
口

b
y
れ
か

↑
？
ノ
取
祁
役
会
y

三
一
蛤
阿
l
バ
ベ
一
い
へ
百
仕
に
一
人
以
上
り
取
締
売
が
ハ
る

域
介
、
九
十
日
一
け
が
代
長
取
締
f

ほ
と
三
ア
争
力
が
原
刑
r
よ
れ
る
一

ノ
内
お
絞
制
、
と
う
rjjih
は
必
ず
収
桁
佼
J
Z
て
は
取
締
伐
会
で
小
、
定

ず
る
こ
ど
日
一
品
川
市
叫
づ
け
h
一引いて屯一台

ヲ
刊
悦
に
よ
た
ね
、
取
締
役
会
の
構
成
員
し
；
）
に
の
巴
宮
司
表
務
が

認
め
つ
れ
F

匂
一
千
取
川
仁
丹
付
は
取
許
役
〈
れ
に
ニ
計
j

さ
れ
た
山
ヤ
析
に
つ
い

ても一

1
4
r

E
j
i

リ
ォ
ー

コ

取

AW役
会
LY
招
呆
ι一
Jt白、
レ
取
桁
役
会
～
と
招
集
与
一
ノ
ム
匂
陪
己
一
品
川
週

士
ウ
周
知
一
L

ソ
匂
ヴ
ム
更
が
主
る

オ
判
例
に
一
五
一
足
、
代
表
以
掃
は
っ
削
減
礼
誌
は
お
て
吋
断
続
U

刈
弘
、
な
コ
て
い
る
代
表
山
県
締
役
は

T
W利
害
関
係
人
ご
あ
た
円
、

以
前
没
計
む
決
一
寸
前
に
加
わ
る
こ
し
し
げ
怖
で
き
な
い

rJア
ぷ
一
川
J
U
F

ヱ
や
む
／
什
仇
ア
1

会
ニ
オ

｛
抗
日
間
｝

は
円
い
↑
十
円
治
害
賠
償
責
向
い
お
、
び
は
？
一
代
衣
訴
訟
に
号
す
る
火
力
ア

か句つ
J

ま
と
の
記
刊
の
ラ
ド
ハ
一
、
巨
L
い
J
U
心
を
い
か
ヴ
ベ
μ
わ
r
h
i
u
の
は
、
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何段日小川、人目一－
f
川
町
三
ど
の
ド
コ
り
ど
れ
刀
〕

一y

判
例
に
よ
わ
が
仏
、
付
H
（
等
日
ム
ペ
引
げ
招
士
山
浩
責
任
日
ど
員
三
一

め
の
安
門
で
忘
る
法
官
、
は
会

f
仏
以
外
の
法
甘
い
川
一
日
ま
れ
な
い
ι

イ
刑
い
話
相
互
取
引
に
一
二
て
た
刊
に
損
害
が
生
じ
た
戸
は
取

結
党
三
の
J

叫
誌
に
廿
育
成
し
に
取
前
夜
ば
乞
の
狂
J

訴
を
な
〉
に
も
の

に
折
中
｝
き
れ
る

役口一牛士
J

り
任
務
作
志
汗
お
－
第
一
品
川
間
乍
「
冗
ー
の
叫
に
相
呉

川
主
関
係
が
せ
早
む

vth叩～店主
J

が
品
川
一
戸
に
訂
し
て
沼
市
昨

rh貴
行
t

右
一
お
う
た
め
の
支
件
で
は
な
U

コ
時
一
防
相
ヱ
も
1
7
＼
は
沼
者
心
不
同

μ
一
利
設
か
」

M
Mり
、
ま
二
は

〆1
7
A＼
A

仕同」
μJ
、ι

v
↓

γ
長
h
此

JLγ

）場へ
A

、
不
ι
坦：
L

L

怯
〆
一
引
、
守
八
》
）
て
却
さ
札
人
甲
l

ホ
松
土
代
表
訴

ι
一
お
い
て
引
院
が
「
、
れ
る
場
合
、
会
比
れ
い
よ
却
炉

心
当
主
れ
で
な
い
ζ
ふ

yc
門
町
、
人
山
引
の
示
リ
山
J
V
L
の
っ
て
も
、
ず
恥
貯
に

呼
」
定
判
決
と
汁
の
効
い
り
は
守
刀
、
り
れ
な
い

、
シ
ア
↑

ι2）
イ
『
一
一
ゲ
川
辺
ワ
エ

Ul）ワアー

λ
ノヤノ叫

｛前
7
山
口
一

株
1

八
人
民
社
の
計
件
に
問
L
U

る
次
の

7
か
ら
1
／
ま
て
の
記
述
の
う
九

J

u

v

ト
も
り
を
組
み
ム
H
h円
引
た
も
の
は
、
ρ
丸一一七日心力マ
h
J
F

山
）
ま
て
心
λ

～

V
｝れ、か
ア
判
例
に
よ
れ
ば
e

い
い
土
か
え
計
一
払
海
山
阿
佐
権
主
汁
便
ず
る
際
の

A
～
一
六
九
一
川
刊
に
兵
μ
山
拾
に
寸
山
我
｝
J
h
o
い
ノ
れ
ば
な
ら
「
、
七
の
寸
中
川
？

六
れ
一
～
請
い
れ
を
い
不
必
ゴ
日
一

2
ヤ
だ
が
客
観
的
に
与
市
山

r
？
、
と
げ

つ
い
一
一
の
J

訓
J
ょ
っ
必
要
一
己
主
ヤ
υ

J

ム百一川
h
h
い
治
山
一
＝
山
ト
ヲ
ベ
長
一
浴
日
立
は
企
業
の
緋
絞
仁
川
崎
と
ぷ
～

取
得
原
制
に
よ
る
ケ
レ
f

一JJrmk
と
す
る
が
、
十
川
場
伺
惜
の
え
る
へ
ふ

献
／
ぱ
庄
は
昨
日
で
一
司
郎
す
マ
三
一
」
〕
mv
て
き
る
リ

ラ
証
券
取
引
法
主
心
判
明
記
品
取
引
法
）
の
む
山
L
い
ご
ム
り
有
明
副
議
J

郭
t
ハサ

J
。一九七日
v

日
け
れ
ば
な
、
ノ
は
’
一
子
f
て
も
、
貸
出
討
出
玄

お
」
び
附
ノ
J
W
一
日
算
室
内
心
ノ
ペ
ヨ
z
た
は
ィ
ニ
ケ

1
1
ヴ
｝
口
川
、
閣

は
公
〕
F
r
Uザ
Q
c

一A
4

V

備
今
い
り
減
ハ
ザ
J

に
お
、
4

て凶ハハ／」
4
4
Q
A
中
備
会
心
慌
の
会
部
を
A
P

ド
全
L

F

Q

川
崎
ノ
ロ
ば
、
ム
立
川
伎
惟
布
は
1
F

備
ム
ポ
の
減
少
に
コ
い
て

川焚引叫仁
1

一ιト
ヘ
ザ
Q

こ
に
は
工
主
」
な
屯

f

ム
古
川
什
の
純
資
保
J

凱
ヂ
一
ぺ
一
ぺ
J
H月
八
乙
司
る
場
人
口
は
、
一
町
会
会

の
附
ぃ
一
の
は
か
、
一
け
己
状
ゎ
人
心
F
I
H

悼収担けい
J

三
フ
る
こ
1

」
は
で
き
む

し

山一
7
ノ

カ川山己中口｝

味
に
J

吉
什
の
組
織
力
杭
に
閉
す
F
F
d

次
川
ソ
ア
ナ
パ
オ
ま
で
の
日
刊
に
己
？
ー

ち
、
止
L

d

J

も
む
し
乞
記
み
ム
わ
せ
一
も
の
は
、
後
寸
L

ぉ
ι
り一

ω主
で
の

ん

j

ち
r
こ
す
れ
か

ア
事
立
京
日
主
変
な
町
立
v

渡
に
｛
ノ
い
く
は
、

tr一
読
で
成
格
化
v

／な

い
か
νィ一
h
a
一
誌
リ
九
十
る
資
産
の
帳
簿
沼
紛
が
半
「
次
会
祉
の
ふ
叫
交
互

凱
カ
〔
一
分
心
胃
必
J

〆
な
い
場
合
同
仏
株
総
支
の
決
議
子
小
山
久

一位一ノウ

、lノんは
r

コ
／＼ 

c~ ＇ 
' ' ,, 

"'''' ノ

！
？
ヲ
コ

1
2
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A'1：：支半期訪殺；的出

合
併
に
際
、
二
九
円
件
前
前
心
広
口
的
被
お
R

ワ
ロ
山
域
会
辻
の
〈
口

出
会
計
力
説
本
金
額
一
千
引
き
継

f
立
つ
川
処
四
三
十
」
い
村
汗
一
／
｜
川

J

M

心
℃
と
い
う

ワ
合
併
に
際
、
二
九
円
併
契
約
心
一
一
告
な
ど
に
つ
い
♂
亨
刷
の
阿
川
一
っ

け
い
主
求
子
一
h
と
い
る
の
は
、
え
什
依
梓
IImuAパ
己
ぽ
ャ
円
以
誌
を
述
内
、

る
へ
き
か
を
判
断
「
る
奇
料
い
が
一
点
町
一
J

叫
す
る
よ
内
で
九
J
Q

V
A

合
併
に
つ
ふ
み
で
が
慌
h

r
片
慌
て
き
主
い
株
i
に
は
株
ぷ
貝
取
前

求
権

ι」
市
計
ら
れ
た

v
c

オ
株
式
父
抗
契
約
に
お
と
よ
古
八
L
j仙
人
口
辻
川
l
h土
子
ム
＝
仕
の
流
行

ず
る
剖
株
予
約
一
件
主
よ
へ
J

粁
株
F
U刈
椿
什
辻
債
か
」
欣
快
「
邑
ゴ
を

J
K
比
一
や
こ
と
か
r

台、ヅ匂
C

一応ア
J

ゴ
ラ
ユ
一
円
）
ペ
オ
／
し
U

J

T

J

川口問、ノ寸

｛山市ハシ同｝

次
心
、
よ
）
力
ら
エ
き
て
心
一
弘
訟
の
ス

i
t
ぷ
〉
一
、
レ
↓
令
も
幻
は
ど
れ
か
い

へ
か
判
例
に
よ
れ
ば
、
林
土
百
人
公
の
え
謀
、
一
玉
川
町
ず
に
取
料
役
に
川
四
国

が
支
払
わ
れ
一
一
場
介
一
」
む
、
事
接
的
ピ
給
公
む
1

比
一
五
人
ぺ
一
料
、
札
口
近

酬
の
七
払
は
有
効
｝

3
0

へJ
V

判
例
に
よ
れ
ば
、
弁
設
！
の
資
格
ネ
古
す
る
牧
査
役
が
特
定
の

訴
訟
川
4
4

門
に
｛

J
2当
i

以ん

Atん4
ん
を
YH
主
主
～
L
L
市
計
六
品
化
主
人
と

な
る
こ
し
は
、
北
H
r
f止
に
州
出
れ
な
い
わ

が

ω
司
八
人
間
八
品
社
に
お
い
て
株
玉
川
町
会
の
特
別
段
誌
に
】
d

り
凶
作
集
半

巾
7f
決
定
一
三
一
取
前
伶
斗
一
に
は
取
前
役
人
口
に
長
江
十
る
時
九
円
、
抹
↓

捻
J
Z
心
決
戒
は
氏
系
心
〕
か
三
一
ι

i

以
内
心
ル
門
早
川
市
沢
に
つ

L
F
－
の
凡

イ

ヰ成

II 

切
れ
J
3
〆一牛
u
F
G

叶
一
戸
引
偵
の
苛
汗
時
却
の
い
か
ん
に
か
か
お
三
一
ヘ
社
債
の
枠
刊
内

ノ
れ
が
川
一

t
ム
あ
れ
ば
う
1
川
市
川
の
僅
説
、
ル
同
」
な
り
、
F

て
の
位
迂
」

え
に
什
信
同
時
守
集
会
カ
相
仇
さ
れ
る

一
む
一
ム
官
会
怜
の
r
付
限
主
任
汁
「
1

只
ば
昨
日

L
て
会
社
の
常
務
4
f
劫

わ
し
、
主
任
乞
代
一

d
tる
止
砕
い
F

Y

／｝f
山門
J

うる

前
述
式
問
u
ーやか一の
1

抹
h
A
J
r
w
議
一
向
に
院
す
る
》
ノ
の
山
川
唱
に
祥
之
な
さ
い
c

会
什
ナ
一
二
七
条
は
、
判
l
fハ
一
品
沌
旬
以
山
小
一
原
市
川
T

に
一
必
め
て

し
る
が
、
？
一
一
の
一
括
U
1
は
何
？
）

、

A
主
任
は
公
開
会
打
工
林
寺
礼
子
h
ム以下ザ
1
4
勾
ソ

G

－3
か
か
わ
ら

ヂ
、
ム
古
代
印
F

除
山
内
ヤ
胡
を
林
寺
、
色
叫
ん
わ
J

U

、、ドなん
hL
た
ィ
叶

合
引
の
杯
い

E
出
仁
P

立
に
の
保

fZFる
ん
モ
件
4
Fノ
十
ハ
社
？
主
議
決

ω
祉
の
二
割
仏
相
当
す
る
）
中
〆
率
一
段
し
た
が
、
そ
の
一
訴
法
は
白
川
】
玄

小
の

4
に
よ
っ
て
な
マ
け
れ
行
て
の
品
仏
け
い
つ
J

な
さ
れ
た
後
d
j
h
J

ムA
？
以
誌
を
い
作
土
と
し
℃
扱
い
、
松
工
話
会
把
手
、
日
出
知
J

〆
仏
「
一
発

足
、
ご
っ
株
ム
詑
会
に
は
、

B
カ
中
山
岩
山
し
一
に
HJr
－取
M

町
役
に
淫
に

γ
F
Q
山川誌

υバA
J

1

し
ι
じ

ロ
公
開
九
百
位
で
株
寺
発
行
〈
お
い
江
叩
円
山
、
で
も
そ
当
時
丈
♂
立
浪

は、

γ

り
よ
干
つ
に
L
V

はもい品、れザム
V

A

、今、九への

匂
一
仁
法
山
ハ
リ
t
m
A乙
h
H
お
J
V
J
B
主
杭
と
し
て
同
付
の
株
下

三
あ
る
こ
〆
｝
心
待
一
均
一
心
ハ
v

訴
え
乞
一
弘
起
す
ご
」
け
一
の
詳
、
パ
ロ
認
め

コ一し
P

J

J

P

ピオ
：；ん
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人中

E
が
A
J一
討
対
げ
の
伐
さ
総
止
法
V

－
－
附
山
川
消
の
訴
ベ
ur
－－T
担
1

〕人一助

ん
口
、
そ
の
ニ
川
え
は
可
似
め
ら
仁
れ
る
か

ー

従

業
h
w
L紙
剖
防
止
を
応
用
し
て
る
非
h
v、
出
去
？
ζ

一
手
沼
c

同

川
崎
度
の
下
で
は
、
従
来
日
万
株
宇
一
三
品
川
河
ご
た
は
刊
株
会
な
ど
〆
｝
の

山同亡、

ω弘
幸
口
は
唯
一
ほ
4
4心
型
ず
J
G
時
計
し
J

び
円
旧
日
叫
帆
品
山
、
取
科

L
P
」
件
メ
を
収
品
川
恨
ん
式
。
ど
の
升
（
に
す
る
省
み
の
る
し
は
向
持
に
持

株
会

tLY
に
、
訣
柑
一
時
に
計
筋
合
れ
る
何
時
計
に
関
係
店
、
取
得
価

格
で
謀
長

γ
る
〈
V

円
む
ア
か
引
が
な
さ
れ
ァ
Y
E
Lパ引止める

r
J

契
約
の
方
当
中
J
H

す
が
八
九
汁
で
あ
る
ん
ん
斤
株
会
て
あ
る
か
に

」
勺
て
、
ふ
の
ょ
っ
長
人
約
の
台
効
性
に
影
料
は
あ
匂
町
二
～

J
h

謀
長
心
情
千
1
J
日
、
市
小
結
役
会
の
信
宏
一
リ
る
恥
刊
に
持
～
さ
れ

る
こ
し
〈
、
古
川
口
η
】
徒
主
H
P返
杭
町
に
株
式
〈
川
〆
1

川
佐
古
出
世
さ

れ
る
こ
／
は
そ
の
併
効
け
に
影
響
ば

J7

抗
議
一
校
佃
柄
小
一
恥
得
何
品
川
こ
ず
勺
い
さ
h
は
ム
刊
効
」

w

ん
る
か
3

2

前
述
式
問
題
ぞ
れ
一
イ

γ
ハ
京
行
で
の
ハ
ャ
一
X
ピ
一
、
品
州
ハ
F

J

パ
J

ヴ

C
A
Z

一
二
九
じ
他
円

余
の
わ
ポ
ヰ
文
一
会
一
山
I
J
）
一
｝
阿
川
七

C
怯
円
余

u
融
資
融
資
一
J
V
｝
を

／イ4
つ
し
か
し
、

A
1例
記
山
し
た
よ

F

こ
」
亡
、

X
は
、
掛
川
支
授
と

引…

rHι

行
〉
に
j
J
U
寸
の
恥
締
役
、
A
V
L

つ
に
討
L
吉
H
h
H
注

v義
務
法
反
な
ど

主
辿
市
川
に
閉
山
市
卜
〔
川
町
債
市
求
一
前
一
一
凶
作
戸
、
旧
民
起

J
1
こ
れ
に
川
刈
し
、

V
よ
ら
は
、

拘
盃
士
山
誌
に
つ
い
一
L

は
取
締
し
ー
の
判
叫
川
P

日
山
特
片
判
断
の
E
r
闘
が
迎
用

F
C
？に
yv
、
融
資
に
つ
い
て
は
取
前
役
会
の
決
定
は
な
い
？
と
吏
吐
い
巡
J

ぞ
だ

員
持
幻
組
織
決
京
人
乞
町
内
7

、
午
ナ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
と
主
張
以
内
一
い

設
刊
J
ーは、

UYへ
の
よ
ろ
に
判
ア
ヒ
υ

判
決
J
ん
を
み
去
、
、
以
卜
U

問
い
に
也
、
え
な
さ
い
亡

一
小
一
に
つ
一
L
て
ι

ふ
れ
円
台
判
f
U
D
開
明
一
－
Jq
一ドカ
υ

判
決
九
J

い
う
経
H
刊
町
の
原

3
3ど
μ
h
i
J
u
m
い
土
可
込
J

C

l

i

l

i
－

－

－

J

1

 

mw一
利
内
心
苔
管
注
H

山
号
仏
政
川
辺
氏
J
F
μ

め
吋
た
か
7

〈
］
か
の
存
在
ロ

L
湾

は
F
か
銀
「
片
（
υ
取
締
役
川
事
介
為
市
に
つ
一
ニ
」
の
判
決
り

υ

事
－
い
在
当
川
町
c

に一
J

いイー、

2

判
小

mu－
－
主
山
久
な
日
記
肝
心
仰
に
一
汁

MmJす
ん
よ
小
《
門
か
は
ど
の
上
フ
に
判

断
γ
る
か
c

山
山
日
立
川
町
出
也
り
か
か
い
融
資
に
つ
い
て
は
判
断
基
浮

凶山間いーハム円ホザ
h
v
y

川J

f
J
一
川
市
締
役
会
長
引
で
山
市
鰐
役
人
口
に
付
議
す
る
恥
年
J
1

定
め
て
い

る
や
勿
八
日
は
、
生
μhz
一九ケ一
J

て
処
川
す
れ
ば
当
%
に
屯
よ
と
い
一
一
G

h
y
I

判
決
が
事
徒
一
一
的
に
も
収
締
役
会
わ
牝
ィ
れ
が
作
つ

h
て
い
な

い
」
j
に
一
口
及
し
て
る
の
に
止
げ
」
か
J

い川
f
h
；
出
向
状
討
に
あ
る
ふ
I

長
を
文
詫
ず
る
に
当
～
。
て
心
却
行
川
、

締
役
の
汁
怠
ム
玩
品
川

ー
川
よ
川
、
川
口
》
宗
務
F
J
h色

鋭
ノ
ら
も
営
利
か
γ
汀
的
－
一
一
J

る
一
午
、
人
ご
め
き
一
℃
か
う
、
銀
打
。
取
締

役
は
れ
伐
を
行
ょ
に
当
？
っ
て
ば
収
w
h
J
U
引
ヘ
戸
山
内
J
F

め
る
義
務
ゃ
あ
る

が
、
出
方
て
、
銀
行
が
不
特
d

号
今
／
払
カ
コ
借
り
九
れ
z

資
公
子
川
口
、
コ
ー

ス
ケ
を
け
（
判
V
1
L

て
似
に
貸
↑
J
Fる
l

〈
い
う
金
融
仙
ハ
ザ
K
M
能
を
珂
ふ
た
「
な
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ど
、
芦
門
用
秩
出
ワ
Jr（怜
ψ
一
沼
う
弐
uハヰ
Vγ
訂
す
る
こ
ぐ
ナ
コ
、
銀
行
法

か
L

約
め
と
す
る
ん
作
穂
波
制
に
成
μ

て
い
令
治
旨
に
訟
4

、
そ
の
詳
j
M

の

控
公
一
位
及
ひ
正
合
併
？
に
鴨
川
ほ
C
配
慮
J

〆
弘
、
つ
こ
と
が
ぶ
ゲ
ず
ら
れ

t
し
る
ι

ぶ
什
訴
訟
に
お
い
一
は
い
ず
z九
も
注
吉
危
校
状
川
に
あ
る
融
資
先

P

討
す
る
支
託
、
し
守
り
ん
が
問
L
u
hて
い
る
ぷ
、
こ
の
】
l

払
一
つ
な
当
否
、

お
い
て
は
も
ま
さ
に
県
矢
む
ぷ
九
三
ぷ
見
込
ヒ
れ
る
状
況
て
れ
る

γこ
か

、
ぺ
銀
行
日
取
締
役
ー
と
ご
、
目
慣
央
子
パ
引
肘
h

に
7

て
最
小
化
九
円
品
川
い
い
げ

の
で
一
三
芯
rv｝
碓
涼
一
i

る
か
と
い
う
間
口
干
り
け
主
苦
心
持
力
士
行
一
寸
こ
こ

が
訂
J

円
）
じ
れ
て
い
る
い

7
べ
き
で
あ
る

「
な
わ
ム
円
、
こ
の
よ
ろ
な
状

M
M
お
い
て
、
銀
d
J
n
U

取
桁
伎
は
〈

棋
を
刊
情
勢
、
融
資
先
日
則
務
－
経
叶
状
況
、
融
当
U

ど
銀
行
三
し

間
刀
刈
係
。
浪
決
、
他
心
取
川
一
汁
債
栓
奇
心
状
況
斗
？
を
陪
ま
え
た
ト
で

支
援
ヰ

L
U叫
し
場
合
に
は
仏
ま
れ
る
拘
夫
、
す
J

ぱ
む
己
、
川
町
ナ
人
員
先
日
J

政

弘一
L
r
o
h
F
阿
以
一
向
が
男
仏
〕
ま
れ
る
此
庁
の
行
吋
A
4
向、同
F
Q
A
W
、
さ
ら
に

は
恒
心
取
引
債
惟
持
、
の
司
で
忽
／
イ
4
5
1
1（
炉
、
一
吉
求
め
つ
れ
る
ロ
淀
川
は
の

点
る
r
M
m

丈
な
ど
心
は
持
問
淀
川
六
一

M
K
込
厄
コ
ス
ト
J

の
叫
な
b
ず、

融
泊
先
を
ー
止
す
〉
ず
に
小
川
淀
さ
せ
L

二
一
－
に
一
亡
υ銀
行
h
J

叫
ん
る
お
そ
れ

の
あ
る
社
会
的
批
判
や
炉
開
山
先
墜
、
山
山
干
の
一
qm川
公
社
の
収
引
や
コ
～
u
d
F
4

の
r
H
A
Q
調
達
コ
y
、
1
に
f
J

」
る
も
一
影
響
、
さ
ら
に
は
北
作
の
以
引
先
の

離
は
や
将
来
日
取
引
機
会
心
波
丸
な
ど
の
一
次
的
問
世
的
た
出
土
合

も
的
時
に
犯
出
し
、
こ
れ
ア
勺
削
小
化
「
る
h
ぷ
以
ん
と
枚
討
す
る
必
要
が

あ
る
“
他
方
て
、
主
詩
人
伝
一
行
う
ほ
ノ
口
の
想
定

f
〆
て
、
融
ノ
戸
士
の
一
山
4

建

計
州
り
＋
人
J
日
川
市
件
、
再
建
の
に
め
に
必
止
と

ω一
る
ん
記
長
人
情
君
、
支
援
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先
位
ひ
引
の
ん
安
時
芳
守
一
ノ
一
心
出
の
へ
刀
担
川
ソ
寸
7
F

ム
投
び
負
担
の
七
N
U
4
を仏刑、

討
刀
よ
、
支
援
に
」
っ
て
打
、
引
ず
る
こ
と
が
出
亡
考
え
つ

h
令
必
史

以
小
限
民
の
牧
泣
7

ヌ
ト
及
び
支
持
一
元
に
け
叫
し
で
残
古
L
Q

る
貸
H
f々が
d

に
つ
い
て
の
凶
収
不
詑
川
ノ
ス
ク
を
把
い
へ
？
な
け
れ
ば
な
コ
な
い
一

z
f

て
、
以
上
め
よ
よ
ぱ
観
竹
か
J

一、ムえよ子ど
L
主
い
場
九
μ
乙

4
7山
守
行
、
ノ

川
叫
ん
口
に
見
出
ま
れ
る
け
呪
央
三
昨
山
、
活
川
報
収
佐
山
ノ
析
、
検
守
〆
～

1

1
段
者
y
h

，
↓
ら
引
よ
り
も
よ
下
な
い
場
へ
戸
、
す
な
わ
ら
支
援

r
1
3
三
川

一
三
る
渋
川
い
へ
仁
一
上
川
る
え
い
l
v
ー
が
珂
d

ら
れ
る
場
介
」
り
み
、
主
V

そ
か
／
れ

ん
ニ
ニ
が
汗
さ
れ
一
会
、
も
の
こ
、
1
1
、ュゴ」む再々
。

き
己
に
、
一
一
記
の
と
定
的
、
談
打
宗
ん
す
べ
J

公
共
性
d
f
h
L
、
イ
の
経

t

円
之
健
全
社
ど
主
人
す
い
円
が
ぶ
許
り
一
れ
C
い
る
こ
〆
ぐ
か
ら
よ
る
と
、

rへ廷

に

tF飢
れ
も
り
l

負
担
L
j

る
相
史
が
余
り
に
も
た
主
ノ
＼
f

ぇ
援
七
’

L
つ
こ

と
臼
休
刊
石
川
「
7
m
杯、
νけ
の
安
全
性
を
括
る
が
す
キ
～
ー
～
法
、

4
ヂ
γ
行

う
こ
ν

か
す
？
れ
ず
、
ま
九
主
読
む
方
氏
ー
も
銀
行
土
務
？
公
共
生
に
出
、

～
一
｝
社
会
的
相
当
刊
一
一
仙
m
f
た
ー
も
刀
で
は
け
れ
ば
な
ム
ば
い

引
】
経
ょ
M
E
一
副
へ
ん
ば
れ
ハ

v

炉、
ζ
？
よ
て
こ
の
、
で
？
な
判
的
は
、
間
以
刊
の
コ
介
対
J

作一ノ尋ふ仇
U

べ
日
開
、
ヱ
体
問
山
泊
以
詳
ν
古
川
島
北
川
立
関
係
の
中
に
一
ね
い
え
「

h
を
収
円

程
、
誌
は
持
心
γ

一
踏
ま
だ
害
門
市
）
丸
山
つ
総
合
児
科
邸
で
占
的
る
こ
一
ん
d
h
一、

情
勢
分
叫
ー
と
前
吊
刊
ぽ

c
q
Fは、主一
E
思
決
定
日
時
点
に
一
」
い
一
、
主

的
三
沢
ま
る
よ
心
一
川
町
戸
は
な
く
、
収
締
役
J
U
紅
rJUM
判
断
～
晶
一
る
事
項
、
一

ー
て
そ
カ
裁
誌
が
認
吟
つ
れ
る
へ
き
3

よ
め
っ
、
い
わ

Afo経
常
判
訴
の

U

河中川川ずかヰ仏い一
F

Q〔
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7
7
1

二
＼
本
件
年
～
一
丸
波
行
為
に
つ
い
て
山
J

締
役
の
百
年
人
ぺ
問
F

つ

た
め
に
は
、
附
引
r仙
λ

円
h

川
判
断
円
可
パ
，
什
マ
主
《
れ
八
H

以J
単
吋
1r

娃
山
汗
思
斗
い
抗
沖
リ
直
り
山
J

上小
ι

♀り
J

叩
μ
F、打之川、寸
L

必
わ
A

ザつ、

U
門
守
山
之
バ
行
わ

わ
h
t

～
寸
時
の
状
凶
い
に
お
い
一
、

X
一
－
一
円
山
杭
度
の
問
団
役
h
f

一
有
す
る
ん
銀

行
の
取
締
役
三
続
的
」
矧
待
さ
h
J
る
水
沼
に
山
っ
し
一
、
半
「
次
判
い
附

会

h
q
る
F

」
仇
に
な
さ
れ
に
品
川
域
以
長
「

fJh－
向
一
一
が
ム
N
L戸川
W

司令一
P

人
く

も
の
一
一
？
の
コ
た
1
U
E
h
か
、
れ
ら
を
三
段
と
す
る
刊
町
の
訓
詩
過
羽
及

び
内
容
が
竹
明
ら
か
に
ボ
ハ
一
月
な
ひ
の
て
え
J

ず
｝
カ
ボ
円
か
が
門
川
わ
れ
ロ
汁

れ
ば
己
り
な
い

一
ぷ
判
断
に
お
ト
て
は
金
融
の
卑
門
家
～
ッ

yr子
つ
の
収

vw役
と

L

て
心
幅
広
い
間
口
か
ら
の
元
日
付
が
よ
的
、
わ
れ
て
い
る
t
い
弓
ヘ
き
で
あ

る
デ
、

y
f

れ
は
め
：
ま
で
も
ま
思
決
定
心
’
h
じ
れ
た
同
山
に
お
け
る
情

努
打
点
百
一
世

ζ
L
た
y
淵
的
半
断
P
J
F
G
ベ
ラ
ご
と
め

n
、
江
に
ヰ
停
の
一

ス
ー
に
山
台
市
】
決
’
一
止
の
持
点
か
ら
人
口
ま
で
の
出
に
立
歌
誌
培
等
乃
詩
叶
吋
ず

に
升
J

J

い
A
X
化
の
U

に
つ
れ
る
山
？
で

r
お
い
て
は
、
t

f

H

的
快
k
r
v
J
の

一
佐
川
則
的
半
叫
に
怯
ま
な
け
れ
以
な
、
h

日

一
以
ー
に
よ
れ
ば
、
／
卜
件
品
益
支
一
号
vγ
行
一
つ
に
当
た
ご
に
の
J

ヰ
ザ
ー
川

附
江
、
亡
の
沼
報
収
長
分
析
、
怜
討
p

～
欠
け
る
lλ

は
ヱ
く
、
か
っ

三
れ
に
μ
コ
ノ
、
街
量
判
v
b
に
つ
し
て
も
相
U
心
心
［
川
士
伴
、
つ
も
心
て
£

る
こ
と
引
一
J

、
Y
ら
に
は
苔
管
戸
J
E
表
務
不
可
反
を
認
め
る
一
と
小
で

き
な
い
c
L

二
融
資
山
の
責
任

「
木
件
融
奇
山
一
ば
、
対
象
｝
三
主
ペ
ピ

J
K
L
m
一
向
ノ
件
の
昨
伍

m
約
三
（
l

一
任
川
ζ
7
y
想
外
に
机
稿
作
、
次
り
、
｜
山
J

こ
し
て
い
た
有
心

。
憧
円
の
融
資
の
ふ
uumrは
羽
か
な
い
一
－
hv
、
川
伊
保
物
件
の
出
世
主
化
！
同

j

位
一
ん
と
仮
去
L
亡
、
こ
れ
ピ
と
り
久
心
日
夕
川
市
ヴ
に

ULQ
る
？
保
H
M
佑

控
を
そ
巳
ム
マ
↑
什
ー
に
お
い
慌
で
説
り
げ
へ
げ
さ
ゆ
き
て
f

I

〕
、
そ
心
た
め
U

丹、主

ζ
l
J
＼
柏
戸
凶
仁
川
窓
円
J
Y
2川
川
会
社
に
出
資
L
h
「
も
の
で
あ
り
、

川
弘
資
の
当
初
ト
ら
、
少
な
く
と
も
物
刊
の

ι保
可
何
絞
で
あ
る
約

五
む
ほ
川
小
」
却
耐
え
る
約
一
、
ノ
倍
叫
に
つ
い
て
は
、
伝
活
問
能
性
U

G
い
こ
と
刀
明

h
r
z融
資
三
久

J
こ
と
い
う
べ
を
こ
あ
る
J

正
件
融
入
戸
一
」
山
印
、
引
深
J

計
五
際
立
枝
子
Q
J
W
判
ニ
じ
慌
オ
に
つ
い

ー
は
、
融
’
U
汁
ソ
泉
刀
っ
償
還
レ
i

能
性
の
な
し
ご
も
を
口
如
何
川
辺
行
え
れ

戸｝
J
Dパ
U

p

d

ぬ
る
日
、
ー
の
中
ベ
一
…
丸
山
し
、

X
U
N泊代ルド、円、
ιト
～
J
り
ミ
の
わ
り
グ

川
l
ブ刈門戸
V

惜
採
を
一
一
代
h
u
h

－Jる
も
の
で
あ
り
、
日
出
υ

耐
え
般
に
巾
i
Lん

る
も
の
与
、
え
F

匂
＼
き
で
あ
る
ρ

し
か
る
く
こ
ろ
e

多
討
の
抱
一
益
た
援

に
〔
し
亡
は
、
章
一
一
子
炉
問
川
住
り
姑
分
に
尚
り
」
L
、
民
市
川
叫
ん
山
心
山
誌
ぷ

必
定
と
さ
れ
て
お
り
、

X
に
お
い
て
も
、
当
時
的
刊
必
上
の
掛
益
支

守
ど
実
地
計
る
場
合
、
取
怜
役
会
心
付
品
事
ト
ハ
し
ど
さ
れ
て
心
h
、日直山市

の
以
資
）
臥
り
慌
註
な
五
百
古
川
仇
v
F川J
求
比
ー
に
？
灯
、
♂
い
r

－
こ
こ
J

つ
、
ネ
刊
H
M

存
、
山
一
は
、
ま
さ
に
～
…
法
乙
い
う
形
杭
一
一
志
一
抹
勺

f
ワ
信
山
J

決
雄
山
肌
J
T
Rず

る
へ
の
山
一
叩
ぽ
心
決
及
の
み
に
す
ノ
一
九
少
訟
の
山
市
、
ハ
川
又
授
わ
五
日
す

ス
ご
も
り
あ
り
、
ト
ヘ
i

事小（
υ
2
N
u
i
に
疋
口
ル
ー
ル
y
J

乙
品
川
以
よ
る
も
の
と
い

う
べ
ち
で
あ
る
し
か
も
、
本
川
い
認
安
心
一
は
、
そ
の
品
交
～
司
－
州
き
れ
ず
一

A
に
社
ず
る
治
川
文
り
よ
ピ
お
J

て
刀
、
協
司
日
持
貝
取
法
情
前
日
に

る
口
叩
有
文
抵
の
刈
設
と
1
J
J
L
m
h
汁
心
対
」
一
に
ニ
が
リ
な
が
九
二
結
γ
吋ば
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取
締
役
会
の
流
山
花
主
将
て
一
、
の
対
象
一
－

F
？
ハ
る
こ
d
k

は
な
か
っ
に
の
で

あ
内
、
損
詩
文
接

Lrつ
観
片
ル
つ
は
事
後
的
に
も
取
桁
役
会
心
承
認

口l
円
」
ツ
り
れ
て
い
な
い
ζ

の
主
ム
み
ザ
Q
J

日
委
け
ヘ
ム
は
ク
ピ
シ
ゥ

1i
：
ノ
ー
を
介
む
介
外
r
J
正
案
件
に

係
る
主
主
宰
戚
を
協
議
制
世
て
み
Q
A
W
間
て
あ
り
、
出
席
h
fい
も
融
資
問
注

市川者
ι
包
V
」寸
7
G
収
品
川
況
に
浪
ら
れ
、
収
掃
技
会
こ
円
山
ム
で
く
構
成
宮
丙
に

に
す
る
こ
と
か
た
、
こ
れ
在
、
A
J

；
て
J

E

思
決
定
ロ
ル
ー
で
ど
府
践
よ
ー

二
二
一
に
公
ら
な
い

V
民

事

訴

訟

京

中

川

主

υ
教
授

半
1
4
同
一
月
ヰ
月
八
「
－
－
一
叶
法
警
戸
J

口引
f
b
J

校
事
H
に
汁
ν

、
述
拍

中
心
被
椛
主
主
及
び
浸
捕
中
心
被
段
者
υ
口
に
つ
、
さ
沼
」
l
F
r
w
共
犯
乙
し
て

若
故
が
な
さ
、
れ
L

ての

い
山
車
行

hvzJぇ
思

L
た
検
討
J
V
P
は
、
絞
疑
者
惜
の
ふ
d
M

同
一
三
一
町
求
し

芯
在
さ
し
れ
ん
三
、
い
ん
況

ν分
、
捜
誌
記
抑
ー
後
廷
お
ら
し
《
び
参

ι

e
へ
り
心
再
収
調
べ
を
l八
υ立
一
る
な
ど
、
f

J

べ
て
刀
痕
置
を
逐
一
川
、
押
果
、

与
の
う
な
一
ニ
L

拠
を
収
集
し
た
c

川
公
旬
報
告
佐
に
一
ム
ハ
ω
技
公
心
J
h
新
、
投
合
町
村
ム
品
川
斗

υ
聞
は
丘
の
出
約

ド
成
九
守
一
刀

r
口
ノ
詰
八
t
バ
ハ
公
こ
ろ
、
段
2
4
4
の

以
護
隊
司
か
ら
壮
必
山
手
川
周
信
司
令
主
に
、
「
十
八
阪
市
内
の
ス

」
ノ
グ
－
、
j

p

i
川
ぐ
の
5
公
開
j
川
c
f
ι
f
7い
し
一
、
倒
れ
7

、
い
た

人
J

三
時
vyド
ザ
へ
搬
送
口
で
あ
る
点
、
布
川
主
鈎
引
な
可
物
と
れ
突

さ
れ
ど
日
リ
平
慢
な
あ
る
」
旨
の
一
、
ハ
λ
2
J
H械
が
あ
旬
、

ヰ成

刊

4
0江
主
か
ら
折
小
宮
支
げ
た
T
芭
摂
官
の
山
正
当
日
’
ド
ム
刀
、
ハ
ろ
ふ

悶
A
h
J枝
ぺ
「
者
メ
殺
入
さ
れ
た
明
院
＼
急
円
F

－
て
オ
日
発
パ
ー
が

明
ら
か
乙
な
っ
た
ι

り

い世
A
H
U
H
均一

小
山
一
辛
一
－
一
明
宮
山
ス
ナ
サ
ク
『
寸
」

川
店
マ
ス
タ
ム
か
ム
一
、

で
問
マ

riu
？
？
に
工
－
こ
っ
、

ム
1

H

一

容
C
T中
が

口
半
品
川
七
時
二
／
J

末

rし
た
常
定一

人
一
↑
え
欣
七
ご
い
る
ζ

ニ／
J

へ、

llr
同
校
一
ヘ
時
二

E
刀
t

ハ
H
）

。
、
現
見
f
7
の
忌
力
以
X
組
幹
村
山
山
市
判
A
げ
か
府
八
扶
ゃ
っ

ァ
、
中
）
、
げ
ヤ
テ
友
ヘ
連
れ
出
ご
一
一
J

、
何
ト
険
悪
な
け
同

2
A

ヘ
円
、
っ
た
戸
と
か
り
一
心
配
に
な
一
て
山
口
，
T
z
Y
一
見
ご
1

＋
、
山

ry一
山
内
、
泣
く

U
S
公
掴
河
に
川
γ
バ
拘
の
訓
り
ychJ巾

を一
M
L
ι

山
中
仏
法
で
倒
れ
て
に
わ
i

り
、
九
引
先
行
る
よ
r

ノ
に
［

ム
タ
ク
シ
？
に
F

米
h
J
h
Tハ
〕
こ
r

三
コ
心
の
で
、
凶
日
ア
ミ

「山日「ハ」千人

ち
に
、
甲
が
司
持
し
て
い
た
よ
お
の
短
刀
を
γハL
押
さ
、
J
4
4

十以

に
刃
物
ル
何
が
で
刺
さ
れ
ご
の
で
は
な
い
ひ
と
思
い
宍
ν

h
ハ
存
注
報
Jγ

一
し
こ
救
急
単

vtryu

ら
、
見
M
F常
［
門
〕
三

1
1
一

も
の
供
品

hJ拝

J一
れ
い
こ
土
か
ふ
、
世
］
察
庁
叫
れ
J
X
ね
者
以
術

引

A
C
＋
門
ハ
宅
へ
岩
r
h
L
て
い
同
一
一
叫
し
と
こ
ろ
、
主
計
一

5
小

川
州
内
庁
、
、
同
y
b
γ
U
V
U
ご
刈

J
L
L
o
一
旨
認
め
た
り
で
、
F
F

ふ

止詩的

V
L
A
d
平
戸
、
対
「
る
～
zmu
雲
、
h
h疑
〔
緊
急
述
制
す
G
v
一〆

"' 
J
川
崎
さ
れ

J
A
ば
、
「
X
世
く
三
刀
日
か

J
R
l
h
b」
乏
げ



て
、
本
件
犯
行
に
疋
J

に
〕
凶
H
H
i
ト
刊
し
ム
心
一
三
、
翌
七
日
、

T
杭
奈
宮
山
砦
長
r
口一は、

A
ω
ド
に
一
吋
↑
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叫
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叫
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司
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［
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＼
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；
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ユ
つ
の
判
か
前
内
ご
し
h
j

川士山
J

、
祉
の
侃
張
で
い
い
ぺ
心
仲
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収
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入
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＼
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＼
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叫
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叩
が
、
若
て
し
に
ジ
ペ
ケ
ソ

1
心

対
ド
ム
フ
ソ
に
六
L
十
字
一
又
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感
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γ
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mれ
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名
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辺
り
に
深
〈
】
人
ム
イ
刈

コ
ノ
て

1
ま
j

た
」
〆
し
い
う
お
守
は
完
治
亡
、

A
ペー、

1
T
J川

痛
め
吋
げ
て
ゃ
ん
υ
つ
も
h

で
U
の
JJ品
川
に
ー
は
き
身
の
同
刀
J
P
J
人

、とつパ刊行、世
7
ち
の
記
心
ン
マ
己
主
川
つ
ャ
と
プ
？
っ
｝
い
な
〈

L

－

」jvt
入
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叩
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れ
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出
な
く
、
被
続
v
G
t
A
川
ソ
氾
／
付
瓦
一
刻
行
為
ιじ

掠
中
心
〆
に
J
J
2
ぺずか〆川
μ
い
い
さ
れ
て
i
J

るい

V
刑

事

訴

訟

法

松

行

同

町

教

役

次
の
つ
の
門
パ
い
に
u
A
V

ん
な
占
？

間
ー
し
へ
の
｛
試
制
｝
み
一
J
f
、
読
む
で
、
｛
質
問
｝
、
等
ス
伝
言
い
J

｛枝川叫］

X
は、

V
Pナ
一
、
山
『
流
行
歳
｝
に
川
h
L
、
日
女
か
一
へ
段
に

主何
L
J

た
い
に
烹
あ
る
ム
ル
切
れ
な
が
レ
J

、
で
hu
七
引
二
月

H
U汽－jvth
同
月
一
（

H
頃
？
汁
て
、
則
一
役
回
乙
1U
こ
わ
、
主

ワ一日

1
刀
路
ー
な
ど
よ
U
所
に
お
い
て
山
υ九
二
品
一
九
お
R

び

日｝

4
E
7
5
A口
わ
布
」
勺
ザ
ペ
同
市
内
一
ゎ
内
に
お
い
7

、
羽
へ
仁
の

J

や一憤
4
洪
与
し
て
V
↓十J
f

一
峠
す
た
マ
せ
一
公
詳
事
実
己
、
ま
た
、

K

l

J
」
同
六
次
）
に
刈
コ
ト
ベ
ペ
久
八
歳
に
荷
た
な
、
4
F
主

で
主
る
こ
〉
主
切
れ
な
り
J
q
r
u叫
1
介

lt

月

ヘ
J

口
、
古
川
田
一

片
心
日
頃
に
か
け
し
、
前
m
二
川
に
わ
に
七
豊
巾
引
け
j

一
引
げ
の
路
じ

な
と
か
附
に
ム
が
し
て
、
出
刊
二
町
ヘ
J
L
お
上
び
打
）
を
引
き
合
わ

せず
J

う
え
、
同
市
｝
一
一
か
所
に
日
v

て
、
主
主
む
け
川
償
を
供
h

J

し
て

V
一
了
こ
注
父
さ
辻
｛
公
訴
十
一
片
山
品
一
六
、
久
一
コ
て
、
店
主
司
寺
の
刷
版

か
す
る
〉
土
佐
に
、
一
八
帆
～
清
一
な
い
M
L辛
に
九
「
ー
を
己
封
る
行

為
J
J
1

↑
）
、
こ
う
旧
ハ
岳
山
口
脊
、
山
哨
一
ミ
イ
ル
ノ
に
係
る
行
f

刊
寸
心
札
一

司
及
び
児
主
り
保
護
州
市
寸
に
間
よ
る
ぷ
作
違
反
、
に
J

十
一
福
州
川
町
正
反
日

キ
え
「

罪
に
よ
り
、

γ
へ
阪
ず
れ
隠
岐
引
い
一
町
：
起
訴
さ
れ
た
J

J

叶
及
川
b

は
、
斗
i

攻
一
ヘ
L
十
七
月
一
ハ
ノ
日
〉

n
N
M公
判
既
日
vl

沢
い
て
、
校
高
リ
ー
の
－
J
拠
調
ヘ
詰
正
に
’
P
L
V
y
q
吉
証
主
、
中
、
J

ぷ
人
の

ヰ成

時

U
7
T
d
Mり
、
す
べ
て
R
h
v
封
へ
、
引

u結
祖

v
に
裁
判
イ
山
川
川
崎
河

川h
J

、
収
り
制
、
た
一
刊
抑
uuh
ノムり、

V
子
山
l

成
一
八
L
引
月
一

日
付
一
γ
検
祭
J

に
対
一
7ω
札、

J
1
2円心
J
一
な
竺
H
は
、
「
総
t
v
人し

知
り
ム
l

J

たい帆

MM守
一
で
あ
っ
p

〕
？
刀
、
そ
の
い
什
立
山
内
容
は
、
ー
で
こ
し

て

Xμ
身
で
よ
る
V
了
ニ
の
γtLV
の
半
以
ん
に
問
F
る！
U

の
で
あ
J

ず一

ま一
1

X
の
川
河
川
刊
の
寸
土
足
号
慣
れ
段
位
に
ト
JLT
る
什
川
町
忠
誠
辛
口

口
ド
一
副
桜
旨
は
、
「
被
市
石
川
V

女
し
に
山
れ
人
ロ
コ
と
状
記
、
刊
行
に
至
る

純
一
科
汗
よ
び
祁
介
し
｛
ん
幸
容
此
ひ
い
冗
存
rw
凶
一
一
、
寸
て
ー
ら
つ
に
が
、

J

し
の
巧
容
は
、
ヂ
／
｝
ぜ
て
、

v
p
j
に
対
」
：
Q
A
お
一
山
口
日
の
ベ
rdrm

汁
肢
の
ほ
力
、

rv
了
釘
よ
ジ
1
v
f
の
…
…
童
円
本
人
ド
寸
の
事
実
、
あ
る
い

は
X
Pし
可
～
よ
る
V
一
了
刀
ぶ
び
l
u
f
と一
u
y
d行
の
事
実
て
ら
つ
に

司
法
判
所
は
、
引
け
ι、
一
炉
事
実
に
つ
き
有
罪
の
必
定
ピ
v

ぺ

被

告
へ
に
懲
役
一
午
二
月
の
で
刑
引
決
ι
ど
凶
い
波
し
に
げ
が
、

γ
の川町山仕

川
市
仏
お
ハ
て
、
Y

よ
ほ
卜
記
公
訴
事
長
ル
お
り
の
一
（
山
」
と
な
－
d
u

ベ
さ

や
主
）
L

日
ど
認
定
J

ケ
の
J
拠
L

f

J

て
、
エ
コ
μ
供
述
調
言
↓
泊
J
0

1

（
一
円
相
川
む
旭
町
口
二
に
掲
げ
る
と
こ
も
に
、
一
一
最
仲
の
一
K
ー一｝一し

v
v
c
止
に
り
一
寸
7
仏
対
d

か
7

た

よ
千
位
辻
、
吋
ヘ
夜
戸
ム
山
川
一
ド
ホ
い
ふ
一
章
に
数
同
～
ゎ
ιη

て
淫

行
を
さ
崎
、
同
一
口
山
県
存
及
び
i

一
f

？
／
日
刊
誌
L
一
ん
と
レ
λ

も
の
で
ぬ
句
、

P

こ
り
動
機
、
祥
刊
に
汲
む
ヘ
さ
事
情
は
子
、
、
被
！
人
位
、
＋
吟
い
ん

E
E民
事
J

斗
の

U
V川
レ
ム
っ
て
、
円
存
主
し
た
れ
？
っ
金
一
円
…
ミ
ル
4

受
領

し
て
い
る
し
｝
、
品
川
告
人
出
身
も
、

V
子
お
－
o

び
V
↓j
り
こ
正
行
ー

て
し
た
？
一
L

b

i
門
認
1
J

て
い
る
こ
〉
、
故
佐
川
人
ば
、
同
月
へ
の
凶
三
日
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お
い
て
山
川
一
八
山
伐
に
活
に
な
い
じ
凡
山
主
ハ
L
u
f

マ
ド
ハ
ハ
リ
し
に
工
、
す
吋

少
比
佐
九
土

η広
奈
川
内
在
口
、
心
非

r
I
り
γ4M
阿
保
六
月

h
F
t

【
言

H

〈
？
ポ
ザ
一
一
肌
一
日
ら
れ
に
身
で
お

h
fが
、
旬
、
山
什
び
同
へ
の
じ
宅
こ
山

八
な
に
九
州
た
な
い
い
児
中
正
出
入
り
さ

7
Y
4
－
ー
に
な
旬
、

λ
件
犯

行
に
子
二
一
本
の
と
あ
る
こ
と
な
」
U
Y
4
0
え
合
わ
せ
る
被
川
口
へ

の
二
の
U
U
斗
犯
に
い
が

vrる
呪
気
色
説
♂
欠
た
は
↑
均
一
山
署
て
品
、
て
、
そ

の
刑
事
責
任
は
位
制
午
、
な

zホ
い
も
の
か
あ
る
し
い
い
わ
三
け
れ
ば
z
fり

な
い

E
こ
で
、
主
政
引
再
は
、
以
ー
の
一
は
力
、
私
～
忠
人
は
劫
務
先

で
わ
川
川
は
以
＼
計
一
務
態
思
に
も
山
性
別
山
内
町
州
国
は
売
の
↓
に
ら
な
い

こ
と
、
校
パ
口
人
は
＋
件

um汗
i

に
勺
い
て
広
告
白
の
F

ら
か
」
ボ
午
、
い
る
い
L

」
な
ど
、
初
ギ
ロ
へ
の
り
吟
に
雨
む
べ
き
記
事
情
一
も
考
思
し
こ
ト
、
ア
一

～入

U
と
い
り
の
量
刑
と
よ
ー

L

訴
引
川
出
の
ん
枯
渇
一
一
よ
る

R
1
バ
の
i

帯
一
定
技
、

X
は
、
、
十
、

v

f
J
お
よ
び
V
了
に
だ
ず
る
一
戸
行
に

ρ

ヱ
ヘ
仮
出
百
少
年
位
争
ヘ
け
成
条

＊」川
2

迫
反
刀
J

ず
に
よ
り
、
ド
ャ
一
w
z
h
I？J
ぃ

士
山
1

名
公
訴
事
石
川
岸
1
C
X
の
川
旦
い
民
在
、
見
山
同
ι
J

ル
J

こ
係

る
行
為
昨
今
の
込
町
什
疋
口
児
主
の
パ
不
一
ヰ
戸
一
閃
す
る
い
凶
作

uz－以〆一、

h
J
草
悩
祉
l
、
法
疋
二
つ
い
て
は
、

ρ

れ
ぞ
れ
到
な
的
町
べ
μ

一刑

法ア
f
T

長
、
の
同
一
昨

ι£
る
も
♂
ニ

L
て、

j
ー
に
、
斗
人
公
訴
ハ
司
d

元
山
市
幻
視
μ
訳
出
資
誌
U
パ
刊
に
刈
す
る
に
革
実
容
の
羽
段
目
見

、
附
福
祉
法
退
け
ん
引
い
非
に
ワ
い
て
は
、
手
れ
ぞ
れ
包
μ
L
C
い孔

を
提
成
」
4
4
Q
b
J

の
｝
ニ
よ
川
市
つ
一
乙
な
し
川
、
各
州
久
ん
の
サ
行

ば、

N
h
？
の
周
り
℃
あ
る
よ

．Iん
川
工
「
円
寺
山
主
ポ
ル
ノ
に
似
る
行
為
斗
の
込
山
及
川
υ
I～旦

の
ほ
品
川
寺
t
閲
FJ
る
法
待
出
吾
、
一
山
一
一

C
E
R寄
り
司
社

を
し
に
者
は
、

J
L

以

の

悦

没
p
人
口
ニ
ヘ
ノ
ロ
リ
向
い
い
刊
仙
の

罰
A
T
に
叫
こ
j
y
d
〕

－
川
ん
也
知
制
L
U
江
市
六
い
ん
衣
笠
一
同

1
一目
f

弔
ー
つ
う
の
規
定

ハ旧
λ

凶
心
一
戸
わ
か
々
せ
る
ι行
為
心
持
h
k）
に
在
一
反
V

T

A苔
は
、

コL
十
日
卜
（
υ懲
役
川
／
H
L
ノ
ム
山
一
一
一
）
仁
力
円
幻

F
C
閉
じ
J

に

£
～
し
、
甘
ん
リ
l
w
f
れあげ作仲
rpJ
寸一
A
V

キ

J
っ

i
八十以刊宅
h
V
J
斗
佐
λ

三
行
成
条
例
品
川
ニ

ιhm九
円
J

一人

名
心
主
定
一
青
少
勺
？
に

rf山
？
と
の
胞
の
川
川
hp
一
心
利
保
役

務
片
し
く
は
恥
持
？
叫
ワ
し
、
ワ
人
じ
こ
れ
ら

i
洪
守
す
る
れ
点

て
、
当
喜
一
日
少
年
に
刈
ν
性
心
つ
弘
正
川
い
わ
い
U

小
つ
な
γ

九八川尭一一行

、3
k
l
」
の
話
止
］
に
造
反
し
た
者
い
は
、
、

H
U
の
懲
役
y札

口五一
J

一υロ
い
凡
で
ー
の
罰
金
に
処
す
る
〈

｛
日
間
｝
必
判
中
心
事
尖
h
r
b
、
手
抗
生
、
エ
閃
也
L

な
り
う
る
と
は

川
川
円
乙
一
心
い

t
山
手
、
怒
ハ
ピ
荻
去
一
所
ま
た
は
げ
」
事
者
に
よ
わ
田
川
忠
y

一代、れ

て
い
る
f

心
、
｝

J－問
z
J
K
ど
を
公
刊

7
続
行
4J行
状
UM
に
川
け
っ
て

令、ふ川
J

i

v

、
ι町
v

－
L

三一

札一二
l

［
一
百
！
と

2
1

同日

d
f

次

η
一
交
的
問
｝
か
よ
く
叫
ん
さ
、
円
一
昨
Jmh
｝
に
件
え
な
さ
い

｛－一以例］

A
は
、
干
喧
七
い
店
一
ん
は
、

L
人
麻
取
締
法
当
以
不

法
川
心
川
容
H
2｛
逮
捕
告
し
ハ
ユ
閉
さ
い
が
、
日
午
二
月
九
日
ご
は
川
罪

に
よ
い
J

起
訴
さ
れ
た
が
、
逮
捕
白
の
取
調
べ
に
お
い
て
イ
弘
主
主

？
は
、
え
に
、
似
に
同
一
種
事
犯
に
附
す
る
情
報
を
も
っ
て
い
な
い
L
V
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尋
ね
に
こ
こ
J
F
J
A
は
、
あ
る
L

久
人
か

1
吹
田
H
に
じ
ひ
X

〆一

い
ム
古
川
出
引
、
～
引
っ
？
の
林
一
小
f
k
Jポ
物
を
川
札
付

J
て
い
る
し
の
う
十
わ
さ

か
陪
也
九
一
」
亡
が
出
る
一
口
口
什
J
託
し
た
に
件
、
こ
さ
乞
メ
手
一
戸
、
録
取

す
る
と
乙
ろ
に
、
ー
ロ
一
献
の
砕
I
A
調
主
川
紙
約
一
枚
に
A
の
い
骨
名
指
内

三
止
め
て
こ
れ
主
さ
町
、
げ
ゆ
？
戸
間
制
昔

UY
作
成
し
た
場
A
J
二
辻
、
読
み

官
げ
を
す
る
に
は
次
に

A
む
も
と
に
社
ノ
ム
ロ
［
一
山
九
）

F
山川、

γuU
七
年
f

パ
町
中
旬
頃
、

A
炉
つ
れ
名
指
印
日
み
ど
得

て
い
～
汁
料
心
川
バ
－

2
同
常
用
紙
か
一
引
川
し
て
、
古
一
u
t
H
－
L
百川
F
持

デ被引け
M
4
4
ぷアもこし、

X

ん
マ
〆
J
J
1

ンJ
士
三
の
閉
山
九
日
刊
Jfr
持
ー
ぶ
り
状
i
t

冶
求
ず
る
奇
利
人
乞
作
成
J

こ
れ
十
使
町
L
て
同
許
可
状
の
允
い
い
ん
J

A
Y
汀
一
で
つ
乙
ぢ
点
、

f
引
用
紙
こ

A
が
、
一

v
成

r

ニ
可
A
H♂

l
F
引
っ
防
凶
則
、
豊
中
市
土
h
v杖
h
川町一
J
番
泡
X
4
J
カ
A
J
C
に
一
一
）
ど

1

X
J
一A
ド
リ
袋
入
打
J立
山
で
い
刻
会
古
川
持
1
J
て
い
る
小
生
ロ
竿
し

？
と
の
内
包
主
計
山
「
J

に
行
の
一
記
載
を

L
r
d
v、
そ
の
後
、

P

は
、
）
」
刀
判
間
宮
の
前
み
凶
日
乞

rJる
た
め
に
A
の
も
し
に
沿
い
た
J

ζ

は
か
ふ
か
ノ
に

μ
川
盛
一
信
！
色
町
仙
托
設
長
Q
は
、
ヮ
成

L

」
1
九
月
一
、

川、

l
阪
簡
易
裁
判
J

に
は
し
、

xは
JJ
成
七
作
一
日
ん
日

の
午
uu

コ
一
山
崎
、
豊
中
市
待
兼
山
此
ご
帯
地
ノ
に
す
に
一
ね
い
亡
、
ボ

J

代目～人
h

りす出品一
W
4
1
d

一日平山ハゲ一一点
υ
川口一

V
7
一
こ
と
ど
ん
位
協
町
市
ん
で
ノ
乙
〕
、

ミ
ソ
一
μ
品
供
述
調
り
い
叫
ん
♂
一
り
被
活
字
J1を
諌
則
す
る
唯
円
資
料
と

し
て
、
ボ
リ
乏
人
り
註
引
い
刻
宍
宏
一
売
し
押
さ
え
る
ヘ
ぎ
初
」

こ
し
、

X
方
7

J

J

3

ン
＋
川
主
主
一
技
七
す
J

、
き
域
r
h

一
す
る
強

会
長
押
井
川
吠
ρ
前
ポ
ル
〈
汗
J
K
3
h
f
（
」
こ
れ
を

E
Hて
、
川
己
同

A'1：：支半期訪殺；的出ヰ成

設
刊
J
7
裁
判
れ
に
よ
ー
、
清
求
ど
お
り
の
刊
令
状
が
発
付
Jr
れ
～
。

叶lhhh

七
r
一
九
月

t
ぃハ
l

M

↓
瓜
丘
庁
防
、
？
つ
は
、
叶
ソ
ア

誌
に
怯
づ
い
工
山
恨
み
訟
が
わ
言
、

7
〈
九
ァ
h
y
A

方
才
ン
シ
J

J

M

Y

仕

ー

が、

χ
が
い
叫
山
山
で
あ
2

た
べ
た
」
三
」
」
｝
ら
引
坊
に
－
F
ι
u
n
J？？

へμ

へμ
L
て
旧
小
川
京
か
ら
な
わ
れ
ず
）
午
合
作
凶
つ
ヘ
J
同
丘
、
害
病

の
机
小
山
位
、
k
さ
れ
～
引
き
“
い
J
Jノ
山
内
川
ら
紙
パ
λ
？
川
色
結
一
品
一
包

が
、
ま
に
、

M
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仏
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が
、
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さ
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、
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の
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司
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が
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会
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亡
い

r
E
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は
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権

限
が
ぼ
く
、
川
パ
人
か

JJ打
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山
抜
山
山
、
古
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色
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も
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な
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、
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一
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刊
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、
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円
以
み
れ
色
料
品
一
h

川
山
中
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日
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伐
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A
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台
宗
れ
叫
J

凶
ロ
査
研
究
～
川

長
に
M
L
亡
、
紙
パ
包
λ
仕
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P
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史
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仁
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／
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司
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司
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司
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司
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収
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又
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℃
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心
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什
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述
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述
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什
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－
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叶
で
ト
討
の
ナ
川
一
υ所
持
お
よ

び
什
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］
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古
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h
d
持
一
お
ぶ
び
日
一
u
d山
川
可
心
ハ
ヴ
牛
ヘ
ル
」
誌
に
る
内
容
の

供
述
調
書
店
主
？
り
比
白
に
る
す
べ
て
同
え
J

、
押
収
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叫
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述
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湾
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］
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仁
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；
て
い
一
一
ょ

i
は
、
仁
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仁
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司
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仁
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仁
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司
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÷
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L
L
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仔
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－
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「
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、
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陪
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受
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二
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＼
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J
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は
ん
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山
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H
b
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て
、
唯
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」
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げ
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＃
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な
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｛
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下
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、
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岬
い
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山
士
X
川
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、
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出
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法
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口
の
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什
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し
て
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竹
K
T
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日
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1
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と
〕
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♂
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ノ
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、
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J
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F
h
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司
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、
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遺
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な
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U
1
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右
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ご
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時
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て
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遺
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I
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／
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半
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岳
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i
弁
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コ
弘
一
前
の
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川
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／
＼
＃
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ルa
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A
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反
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会
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＃
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U
4
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日夜十
υー
に
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パ
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ボ
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山
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。
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、
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℃
は
以
い

が
こ
号
え
た
三
た
、
以
降
に
引
し
て
い
る
弁
霞
一

xぃ
叩
＼
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什
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リ
る
と
、
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介
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え
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実
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い
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＼
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嵐
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梓
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＼
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介
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反
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械
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摘
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］
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｛
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｛
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寸
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仮
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迷
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反
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仲
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↓
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が
、
同
り
に

υ
）

て
し
る
人
に
ハ
一
こ
一
社
什
作
山
一
押
［
付
汁
九
一
h
ム一
Y
つ
山
抗
措
円
だ
っ
た
JJ

a
駅ん
ν
長
引
、
川
同
う
も
な
く
、
私
は
む
博
河
辺
り

prJぽ
y
r
J
J
強
く
押

L
付
け
ら
れ

L
A
V
の
を
感
ノ
～
）
判
明
ど
動
か

r
、
一
と
は
で
き
る
状
笠
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A'1：：支半期訪殺；的出

～
っ
ー
の
で
、
そ
ら
戸
一
Jψ
一
止
。
〆
一
、
私
の
し
／
杭
比
役
人
ヤ
に
司
一
日
比
乙
の
あ

ム
勺
リ
友
代
刀
型
心
不
は
に
中
川
万
と
川
町
｝
が
f

J

一
っ
て
い
る
と
L

h
九
百

い
「
〈
心
川
？
＼
い

ν

れ
ま
て
ピ
伺
い
り
か
定
平
で
近
ぐ
に
主
り
へ
口
わ

ゼ
h
t

こ
と
川
あ
り
、
五
時
国
H
に
枯
ら
zぺ
d
p
h
v
L
P
〕
削
げ
て
は
な
い
が
じ

ア
勺
じ
つ
は
つ
札
九
一
り
、
わ
F

1

〕
か
〕
山
ノ
ひ
し
つ
よ
い
か
、
日
ば
ん
を
』

体
に
肘
1

付
v
hり
ら
れ
た
わ
五
一
｝
と
J
U
何
度
丸
山
L
d
J

三

今

H
も
そ
の

民んか

J
一ω
は
午
吉
川
パ
？
〕
村
山
j

j

J

れ
て
い
た
私
は

l
山
川
、
ほ
ン
い
と

で
ゐ
つ
が
、
仙
民
毛
沢
一
し
刊
行
ゆ
か
〆
一
忍
い
M
f沿
い
一
J
1
K
4
1
U吋

一、

ρ
に
つ
、
モ
カ
ph、
利
払
お
山
む
張
の
ス
カ
i

ー
の
ノ
仇
ろ
の
叩
叫
ん
ん
が
ま

J
内

L

Z

一
け
つ
れ
る
法
的

υ
あ
り
更
に

I
右
心
か
っ
、
私
の
：
腰
の

辺
り
や
石
見
合
子
P

な
で
阿
さ
れ
h

υ

私
江
口
比
一
一
で
の
よ
ユ
ー
な
ν

乙人少一

宝
れ
」
び
3

：
り
〆
f

υ

f

い
、
州
J

正
大
や
ー
と
つ
J

」
っ
し
こ

η
ま

♂

J

二
1

1

J

h

コ
1
3
rン
J
Z
Z
、
一
二
己
一
ノ
、
当
i
ト
L

J

2
7
ー

と

i

一
／
自

3
4
4
J人
；

1
j
I
L
－
－

4
L
1
｝

〈

庁

l

e

ド
5
7
d
v
f
始
yJ
た
な
は
、
日
め
て
一
三
一
お
う
」
し
こ
が
、
布

〉
レ
心
J
U
J

戸
J

、
〕
二
亡
L
H
J
ン
h
h
A
4
λ
f
3

一
’
F
J
L

、
y
ごパノ
γ

J

1

i
v
ク
l
y
去
一

V

L

F
－と

l

一J
U
γ

ム
7

J

↑

〆

ぐ

l
r

私
の
、
治
心
山
に
人
っ
て
き
こ
、
日
尻
ジ
且
挟
執
り
、
元
同
」
U
L
C
r
U
J
d

の
は
り
を
辿
っ
と
前
の
ん
に
行
び
て
き
た

松
江
、
古
川
バ
J
払

Jυ
引
2
1
心
持
引
J

あ
η

て
い
る
こ
と
に
気
付
い

t
則

」
げ
て
く
れ
な
い
一
刀
」
折
る
よ
ト
つ
ど
ん
詰
り
で
凶
h

り
ど
見
る
、
間
然
、

担（
U

J」へい
q

め
吉
方
の
そ
f

パ
人
く
ら
い
は
こ
ろ
に
、
河
川
崎
！
日
明
了
う

却
っ
て
い
る
こ
三
円
メ
付
い
た
〕
川
河
hJmnNftけ
ん
と
い
る
と
、
じ
い
が

合
っ
p

f

れ
で
、
紅
は
必
死
と
円
で
一
昨
げ
て
」

y

し
い
う

A
V戸
を
送
4

人人

FJAω
と、

vwfは
、
私
心
的
了
日
伝
か

ν
い
こ
L

に
気
付
い
て
く
れ
て

ヰ成

よ
ー
で
、
私
の
町
わ
に
い
る
人
を
立
て
い
た

そ
の
時
、
電
車
が
1
u
以
に
行
市
J

一
～
口
デ
る
し
、
ザ
ザ
ど
触
っ
て
い
ん

］
は
引
自
主
今
一

ιリいっし
ν、かいり一粧
m
l
f
c
扉
日
山
市
川
き
、
一
主
芹
が
次
？
と

ト
1
1

ム
fuTり
L
し
〈
〆
一
、

U
J
出M
J
3

沌
に

1
食
わ
ぬ
頑
で
降
り
て
い

こ
よ
ー
と
lJ
に
ο

私
は
、

f
の
主
亡
は
判
定
め
犯
人
生
逃
が
し
て
し
↓
口

レ
一
忠
、
－

γ
ム
に
注
？
4

1

f

」
こ
、
J
y

お
史
小
一
ヤ
ニ
ー
、
、

U
男
h
v
z域

ろ
か
ρ
仁
、
「
む
ど
い
？
わ
な
い
で
ム
コ
か
P

しム
F
r
を
か
け
た
し
す
る
と
、

甲
当
は
ー
や
り
返
ゎ
、
え
つ
ど
ヴ
コ
／
り
し
一
f

ょ
う
か
か
表
情
士

L
二

号
、
ん
に

wr丁
、
も
わ
ご
」
き
て
、
凶
i

川
に
一
あ
ん
人
抗
っ
た
ん
中
り
」

E
－口勺
7

く
れ
八
の
で
、
私
は
七
回
く
田
い
し
、
私
ば
円
山
下
γ
J
W

「
以
日
さ

ん
日
と
こ
ろ
に
行
川
三
ノ
ι
一
ζ

市
内
乙
、

M
T
男
は
、
一
何
－

3
し
て
よ

口
、
降
し
な
ど
と
宍
J
L
h
ー
が
、
弘
と

W
了
と
て
中
出
り
と
珂
側
か
リ
悼

む
よ
う
に

L
て
沢
長
主
の
刀
川
に
行
く
よ
う
に
す
乙
e

民
片
択
抗
は
し
「
一

f
に
つ
い
て
き
P

〔

J
7
ろ
が
、
駅
長
、
L
L
人
打
、
抗
日
〕
h

さ
ん
が
王
山

ど
聞
こ
ろ
も
」
一
る
と
、
中
事
力
ば
、
山
人
件
九
逃
ょ
一
川
山
川
V

一）仰い
t
も
や
5
h
／

＼
な
い
な
ら
択
い
J

ムムか
L
巡
げ
る
必
要
は
な
い
し
、
ひ
と
い
に
［
山
号
、
J

3

W

子の山内山甘い
J

市
交
己
口
九
月
九
日
）

以
は
、

vチ
と

U
K了
十
一
伐
の
川
級
生
で
あ
心
ノ
？
？
戸
出
、
一
、
天

王
同
ν
同
一
同
に

V
了
と
来
？
ム
い
わ
J

～日

V
子
が
一
宍
「
て
レ
Q

こ
1

」わん

ぼ
刊
日
は
ん
川
ム
な
J

叫
ん
コ
た
う
、

b
駅
に
｛
ノ
く
生
？
コ
π
に
J

とい
f
ム7
d
右
手
え

る
土
、
立
、
ハ
人
向
と
ノ
土
、

v
fぷ
来
ハ
ぐ
い
た
十
円
い
1η

」
、
一
芹

お
う
ニ
し
た
う
、

v↓j
が
け
で
～
い
い
か
ヰ
え
I
い
G
の
に
F
A
付
、
L～
f

一
V

J
の
区
死
な
彬
」
J

刀
っ
、
私
は
す
ぐ
に

1

州
議
バ
一
」
1

」
思
い
、
ザ
町
山
、
A
L
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て
い
る
の
カ
同
り
さ
兎
エ
ヲ

V
了
の
佼
”
の
に
は
、
三
人
の
会
辻
ハ
ペ
（

訊
の
芳
性
が
乗
っ
7

L

ト
～
そ
の
中
力

v
f刀
f
U
J陀
ろ
に
す
コ
と
い
令

男
一
緩
二
日
1

川
？
γ士
山
J
F

がん川
J

L

V

7

y

一
長
近
仁
川
向
日

F
ぺ
v

る
よ
「
に

立与
J

h

p

l

b

凱
に
志
村
が
つ
き

1
7や
川
J

男
る
刀
t

ム
に
浮
h
た
J

怠
ば
中
L
Jげ江口
L

降
り
て
V
↓j
の
剤
三
行
く
〆
一
、

v
p
j
は
μ
切
と
一
口
い

台
い
に
な
〉
て
ん
に
な
は
、

V
了
の
民
心
に
日
J

L

前
誕
の
犯
人
心
γ

諸
手
え
一
、
ゃ
，
？
っ
し
同
い
、
川
γ
山
に
、
「
あ
ん
ど
怯
ー
だ
ん
や
ろ
と

口
つ
て
や
J

九一
J

ノF
U
J＼氏、

vrや
U
M刀
｝
紺
に
駅
長
吉
に
行
コ
た
て
川
出
は
ι
コ士

一

、
j

i

、J
F

一
」
〉
；
k
u
r
－

－

J

こよ

い

片

才
5
5
4
1

也知
J

ふ
円
、
封
正
H

Y

J
、

4

中
男
、
り
ほ
ほ
込
J
W
山
寸
前
市
人
己
口
九
月
九
日
－

主肝人
h

つ
泣
い
の
何
ち
ゃ
－
て
V

な
い

一
刊
出
川
（
り
直
摘
ω恨
の
附
ハ
ー
か
支
己
口
九
月
一
一
ト
勺
J
J

私
は
、
現
イ
一
丘
歳
て
、
川
斗
、
“
民
的
コ
パ
ス
ご
丘
ノ
九
〈
ら
し

カ
と
乙
ろ
に
あ
る
住
宅
街
に
rZ聞
の
マ

r
i
l
ム
ヘ
肝
ア
ヘ
一
合
一
五

午
ワ
7

J

で
靖
人
し
書
乙
了
什
J

二
九
こ
引
に
パ
ペ
ら
し
ぺ
v

る

ぺ－出
J
J
口
、
加
一
J

食
品
の
却

Lrり
を
7

て
い
る
味
パ
ム
ム
村
内
合
同
じ
V

山
一
従

業
員
力
U
hヅ
コ
の
パ
い
業
日
開
R
V～
し
て
い
G

4

L冗
t

？
ι凶
っ
こ
副
容
の

つ
な
ぎ

ι山
F

引
畑
山
作
が
ア
な

U
2
一
で
、
ヒ
パ
引
丸
山
1

得
口
先
医
J

A
r
f
p、
一
一
、
あ
る
ん
ド
ぃ
外
川
引
も
日
に
、
一
震
お
り
、
今
月
十
れ
る
ん
げ

の
拝
き
た
で
あ
る
戊
ス
ハ
ー
と
の
中
間
u

訟
の
ず
広
、
丁
忠
之
山
弘
子
｛
止

が
人
っ
て
い
る
こ
の
州
議
店
、
我
人
つ
け
れ
J

町
出
？
一
心
斎
ー
を
売
h

込

む
行
め
心
主
支
な
も
の
で
は
業
係
長
で
ゐ
る
広
が
山
一
体

1
パ
ソ
ロ
ミ

て
説
明
す
る
こ
こ
が
絶
対
に
必
主
で
あ
り
、
恥
九
J

行
か
な
け
れ
ば
話
は

泊
れ
、
北
山
r
日
付
に
大
き
な
指
史
、
わ
山
る
こ
ど
は
剖
砕
い
ば
い

昨
日
剖
心
、
対
効
心
一
一
的
、
マ
つ
も
と
同
じ
宣
市
、
司
引
か
わ
一
荒
fF

｝
、
何
食
品
の
最
寄
り
肌
で
あ
久

h
収
と
降
り
た
戸
、
久
、
ネ
ム
で

急
三
女
子
門
牛
～
M
J
び
止
め
つ
れ
、
一
？
と
い
［
幻
へ
よ
い

t
づ
か
」
、
一

一
一
ち
れ
ー
だ
河
心
一
一
と
か
わ
か
ら
な
い
Y
1
4
1
一
が
て
き
な
レ
で
十
る
と
、

引
の
女
子
一
日
牛
る
や
J

て
き
一

1
1
ゅの

υ
た
伐
っ
と
し
や
ろ
ι
一
乙
一
寸
）

亡
き
で
の
r

、
出
法
に
間
立
ス
り
一
れ
と
と
芯
ア
一
」

y
久
↓
両
日
l

一f

り一守山、

抗
日
さ
ん
の
一
ご
一
／
J
に
ノ
什
三
1

一
乙
言
、
つ
心
で
こ

J
h
r
一
｝
ろ

て
↓
口
し
ム
い
土

f
A
V上
り
も
山
肌
「
口
心
計
で
さ
む
ん

1
d明
を
工
、

H
分

が
出
誌
の
犯
人
、
は
立
と
わ
か
ご
し
も
ら
一
？
っ
と
厄
い
、
将
に
一
以

長
短
に
ノ
J

フ

～

民
H
N
J私いい円いいん
J1m7
）
か
行

t
当
ρ

ーが、
v
A

｛川！／
7
三

に
お
一
計
、
ど
見
7

匂
一
〕
、
午
↓
戸
一
八
J
U
J

市
川
九
日
、
お

n
e
そ
の
1

－はハ
l

川
へ

叶
吋
一
ハ
一
介
カ
ら
ん
行
ωソ
7
f
r
ン
ク
が
さ
介
ど
で
を
主
い
ぷ
ぺ
こ
の

ま
ま
で
は
出
れ
る
と
回
沿
い
、

1
3
て
J

忌
勺
た
c

駅

vyムム
J
M
M
J

勝
手
山

戸
ん
心
は
H

芯
か
っ
日
小
、
卓
也
公
打
川
コ
リ
…
ー
コ
た
の
己
、
遅
れ
る
と
同
一

ア
ァ
忠
三
方
っ
け
叫
一
一
口
一
三
た
J

礼
刊
点
か
う
附
岐
に
行
動

ν
て
1

J

つ

に
も
の
で
、
や
ま
L
〈
て
池
げ
J
hつY
と
し
た
わ
汁
む
は
決
し
て
な
い
れ

ざ
三
日
刊
に
げ
川
県
行
為
ジ
ー
：
と
い
も
つ
い
て
で
戸
北
部

F
れ
～
＼
了
、
主

♂
山
併
に
日
目
、
リ
七
小
れ
九
、
P

日

事

仕

送

ヰ

八

出
男
は
、
九
八
一

U

P問
t
川
一
心

γ
、
ア
ヲ
地
ん
伯
、
祭
｛
J

に
身
柄

付
5
5
5致
さ
れ
、
同
1
2

刀
m
h
一
か
け
枚
ω子
山
か
う
台
J

W

叶
録
取
ム
ル
受
け
J
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与
の

r
v↓j
ζ

刊
じ
主
刊
に
京
っ
一
に
い
に
の
は
出
足
い
な
い
が
、

散
っ
て
は
い
な
い
c
」
胃
述
へ
て
半
ピ
を
肖
d
－
た
の
で
、
校
察
官
は
、

与
に
の
汗
の
弁
併
何
日
取
Aru
－λ

作
成
し
た
ι

7

持
授
与
の
判
一
也
市
民

市
寸
芳
ば
、
九
月
一
五
十
川
引
っ

μ
、
乙
地
方
裁
判
H
J

川
二
」
勾
昔
話
ポ

ミ

7
1
l

川
Jω
目
的
求
書
記
廿
妙
心
懐
疑
半
庁
小
へ
の
や
記
号
は
、
「
中
買
に
、
仏
月
化

H
h
刑
J

ぷ川一

i
八
ん
こ
ろ
か
ら
同
川
r
Mい
五
分
こ
つ
ま
刊
の
刷
、

A
Fじ

武
択
カ
つ
h
肌
三
げ
に
か
－

r
抗
力
削
に
？
日
古
い
I
此
行
附
の
け
い
元
電
車
河

川
お
い
て
、
唱
が
の

V
千
一
ム
じ
ゐ
J

J

一
に
汁
J

、
日
女
の
ス
カ
l
h

h
J
一
捻
り
f
rけ
て
そ
の
腎
ぷ
寸
古

hcー
か
ら
丁
で
な
司
出
L
、
更
、

河
立
川
｜
キ
何
日
中
に
千
い
え
υ
一人れ、
4
h
け叩仰や
U

腹
部
川
L
J
U
」
手
三
な
で

刷
る
な
〆
一
し
、
も
つ
一
二
、

UZ
い
て
わ
い
官
づ
な
汀
為
ヂ
し
と
μ

」
f

い

A'1：：支半期訪殺；的出

ろ
も
心
で
あ
る

ノ
，
引
中
川
一
裁
判
川
裁
判
官
は
、
勾
川
田
穴
山
川
ヅ
手
続
三
十
」
七
ヮ
ト
亡
、
一
ろ
ー

そ
の
母
、
早
川
力
以
、
被
疑
事
作
に
つ
き
、
仏
州
、
L
h
｛
弓
一
に
け
川
ず
る
守
前
円
以
取

の
際
〈
日
目
怖
心
待
宗
一
ピ

｛
政
問
1
｝

お
九
九
三
点
γ
勾
ぜ
詩
G
J竜也けが一

rCゴ
寸
〈
J
乙
地
方
川
市
刊
小
数
判
官
だ
と

し
て
、
中
山
ょ
ん
シ
一
判
戸
川
凶
可
べ
h
Y
A
T
h
3
に
つ
い
て
と
考
え
る
か
勾
留

の
主
体
的
、
］
続
的
要
件
T
4ふ
町
三
ス
つ
つ
、
木
行
半
切
！
の
事
実
七
d
れ

ハJ
J
て
前
刊
な
さ
い

つ
品
川
〉
｝

ヰ成

仇
に
設
山

1
1
1
吃
万
二
日
に
勾
川
百
九
ソ
刊
皆
九
J

山
～
三
17る一

H
A

士
で
あ
る
あ
な
、
は
、
河
い
、
ド
男
刀
一
評
議
人
に
河
川
仔
さ
れ
、
初
叶
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点
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仏
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す
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取
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↓
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光
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］
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梓
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司
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が

あ
っ
J

そ
こ
で
、
約
察
U
は
、
第

l
u公
判
別
一
に
お
い
rhlv
了
の

一
円
九
九
日
を
語
ぶ
一
つ
る
v

乙
乙

L
、
事
前
こ

v
fに
一
一
也
へ
戸
廷
の
依
慌

を
J
J

る
た
ち
に
こ
絡
を
取
っ
に
可
？
っ
、

V
子
ば
、
み
ん
な
の
前
で

一
訪
や
し
」
く
丈
い
1
、
川
思
い
出
し
た
〈
な
い
引
っ
、
法
廷
に
法
行
者
一
た

〈
な
ト
そ
わ
に
、
汀
一
二
口
主
一
で
は
年
円
十
後
三
J

サ
ま
で
校
攻
、

か
お
り
仏
人
士
山
る
の
は
ザ
し
い
と
言
1
1
川
仁
一
父
以
っ
て
い

る
υ

と
山
九
げ
か
戸
｝
が
公
判
川
相
A
W

「
MW
山尻市
μ
川けだと

L
て
、
ど
う
一
J

べ
設
か

｛

T
J
例
一
社
さ
ム

事
l
川
公
判
明
に
主
い
）
、
検
討
J
d
U
引f
b
J
N
U

下
心
u
f
A剛一
vd
旧
ポ
さ

1
U

一

J
J
J
 

－J
の
古
川
利
君
！
F

引出山一己叶

パ
ヨ
昨
日
存
す
い
）
別
手
I了
宵

司再
1

7

J

ド
ナ
バ
の
主
J
M
M
兇ハペん調書

別

d
m
一宵陪）

｛訊叫
υ日
｝
ムの
r
口
一
ヰ
誠
一
書
に
｛
い

L
、
守
詩
人
か
っ
小
同
烹
て
品
ヲ
ハ
ご
の
苦
け
品

川
、
一
地
ベ
レ
J

れ
ず

τ
裁
判
町
二
ど
い
て
メ
心
抱
r
百
ど
確
認
L
た
LY

こ
ろ
、

犯
人
心
特
だ
に
認
す
令
「
一
千
司
古
守
二
宮
川
叫
に
さ
れ
L

は
ム
／
ω

乙
心
J

／
）
げ
に
の
っ
七
c

ぷ
判
刈
と
工
は
i
配
升
2
J
υ

調
主
心
証
拠
凶
作
ナ
刊
に
h
J
I
J

て
r

」
心
よ
う
に
f
r
a
－
－
「
み
市
指
揮
ム
べ
き
一
日
c

｛社人
f
n｝

ヲ
一
心
＋
人
玩
見
分
間
古
に
〉
一
い
て
、
戸
投
入
L
V
L一
証
拠

1yr
？
、
と
げ

つ

x
V

一J
品山口口

攻
守
瓦
一
現
状
－

m

ワc... ：主／；，高「~I
公その乱意
法。立の 7

5 ・＇＂＇正具なも古：町、 L、
合な IH '11' 
b与さ内 C')
」才L ィま 忠
訪れをと立
じば店中
る京支出
二，，』穴
）とて；，，，

L 口付七
t：；な友
司さ刊
っし ;!, ,. , 
C ヘ！ふ

る当 ；f
乙事拠
主廿認：
ぇ l 用
る k で
場令き
？？何る
に lっ泊

攻！，i）、学1o7 :1キc7ilJ:m「2iil；、7.7 

い
刊
日
肘
パ
仏
む
教
日
夜

、
仇
乃
一
パ
も
川
）
FJPど
71vr
れ
に
つ
き
、
“

c
か
J
H収
y
沿
道
切
な

も
り
三
つ
唱
が
で
宇
奈
川
紙
に
次
口
、
よ
ろ
パ
ペ
…
併
存
情
合
作
成
J

て

色
人
一
i

る
二
と
c

川
か
九
勺
シ

1
b
m
y）
【
〕
一
、
J

a

G

れ
在
叫
咋
玉
人
の
地
点
E
4
h
J

濯
に
つ
き
成
七
L
十
段
高
戎
判
決

は
汗
一
百
必
一
ピ
ー
と
打
、
官
一
j
巾
H
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借
人
が
小
規
開
f
y千
九
て
、

w私
的
世
洋
に
一
民
h
h約
百

九
い
い
が
ま
っ
た
く
入
れ
民
わ
っ
て
、
エ
質
的
二
比
五
業
作
J

ス
ポ
’

H

引
と
宗
に
格
忙
LvI、
J

士

二
J

仇
訟
の
な
ぬ
ん
口
、
証
町
議
伐
と
し

て
μ人
約
制
町
出
。
事
出
に
た
G
n
d

ー
木
判
没
、
し
主
主
ー
は
担
附
一
三
日
e

－w公
二
当
た
コ
2

？
い
と
さ
れ

p
f
m
r
、
マ
が
弁
汚
町
内
に
Z
に
叫
す
る
貨
市
川
の
弁
ノ
川
ど
し
て
い
仏

か
っ
ぺ
場
ヘ
ロ
ば
、
相
断
一
副
は
ま
hf
は
訂
仔
七
さ
れ
る
子
守
町
二
～

4

本
判
決
の
4
J
末
日
一
ノ
一
は
異
な
り
、
む
し
説
沌
川
叶
保
ば
奇
心

χ
日
J
V

ι
一I
h
J

川
正
均
乙
心
I
会
桜
一
昨
ー
一
七
式
日
、
山
ら
日
物
乙
の
慣
用
収
羊

士
し
こ
い
り
J

c

λ

な
一
学
三
b

一
、
怖
刈
＃
伝
子
似
止
と
認
｛
午
、
》
」
る

マ
民
法
7

小
村
式
指
教
校

｛川市
4
4

そ
の
概
民
｝

γ式
年
町
一
日
ヘ
被
初
日
山
人
主
ー
や
死
亡

L
Y
一
と
に
工
り
、

妻
R
、
長
山
男
（
、
一
日
A
E
、
長
K
F、
ご
た
男
日
日
，
T
じ
、
口
一
指
続

出

7

即
日
、
ポ
攻
J

L

J

右
桁
続
人
、
代
設
相
続
人
目
な
れ
J

れ
な
お
、

1

4
ム
ヘ
ル
叫
」
以
外
に
は
、
引
続
人
、
代
市
民
相
続
人
は
し
な
し
〔

一一
J

人
男
日
の
実
ー
か
、
出
続
閉
め
か
一
成
年
P

あ
、
二
八
じ
の
ハ
リ

HF山間一

人
作
び
に
転
技
’
三
口
口
｛
J

判
権
苫
一
ヱ
パ
ハ
方
代
理
人
、
と
〕
て
、

1
u遣

す
円
分
割
協
議
ド

3
M
L、
泣
互
の
う
ち
、
ム
一
〕
引
と
一
泊
円
相
巾
の
杭
民

主
株
主
は
、
す
べ
て
支
日
が
以
汚
寸
る
こ
乙

fjd、
ー
両
日
相
J

の

刊
一
慣
が
あ
る

L
A
C
i円
江
不
動
亙
～
木
什
不
動
主
一
ば
、
長
男
ー
に
が
単

独
収
得
し
、
じ
及
び
日
は
、
へ
の
遺
烹
を
取
得
し
な
沼
、
と
主
乙
を
骨

！
f
G、
宮
古
舟
分
川
市
協
誌
三
行
い
、
そ
の
日
η
1
N
用
分
説
協
議
害
刀

日
投
さ
れ
た
れ

仁
は
、
上
「
一
孔
透
Z
K
九
ん
害
時
該
言
作
成
r
、
A
の
安
時
九
ん
割
以
協
一
誌
は
終

わ
っ
た
し
必
ご
え
1
l
v
る
う
、

E
H仇
び
下
は
、

A
心
主
川
岸
一
Y
川間協一一五は、

ぶ
バ
｝
と
き
＼
討
門
ず
、

L
T
「
む
亙
分
割
協
議
μ

担
い
が
作
成
さ
れ
ム
の
は
、

忙
続
税
一
什

flMヲロアか
L

」
士
一
一
、

ρ

～
の
口
、
税
引
阜
の
一

J

イ
え
で

と
n
丸
、
ノ
ル
「
、
〕
っ
山
心
門
社
で
協
誌
が
で
き
ん
一
U
L
う
ご
と
に
J

て、
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A'1：：支半期訪殺；的出

ヲ
グ
れ
に
民
づ
き
相
続
税
の
納
付
士
し
、
そ
の
役
、
同
出
い
川
ご
い
、
な
〆
F
k

i
J

プ
旬
、
遣
す
Y

ヘJ
訓
渇
一
子
／
再
何
μ

上
つ
と
い
う
こ
と
ぺ
に
あ
っ
一
円
；
も
伊

か
わ
ら
ず
、
仁
円
沼
産
分
割
協
議
は
、
す
で
に
分
割
協
議
牝
け
の
い
れ
符

で
終
恥
っ
て
い
岳
、

f

一一
1
1
μ
L
て
、
計
台
、
：
亡
4

日
し
な
い
、
〆
｝
憤

慨
し
て
い
る

ド

ι北日
ν
F
は
、
人
十
件
T

二死
Z
K
げh
～ι

仁
♂
阜
袖
川
～

rf山門
f
り
な
い
、
と
争

H
U
取
持
に
つ
、

j
D
川明合同九
2

つ
て
は
干
つ
つ
も
り
午
、

γAq

t

、
心
乃
ふ
う
H
U
、
uυ

の
取
得
に
主
勺
は
な
い
が
、
（
日
、
木
作

不
動
産
を
説
的
市
有
す
る
こ
〆
｝
は
認
め
人
つ
J

p

t

ぃ
、
こ
］
う
い
司
令

J
ζ

て
、
仁
は
、
脱
問
先
ル
〈
制
」
う
る
2
沫
て
、

R
、
i
、
th
泣トハ
J
Hん
J

対
牛
と
し
て
、
本
斗
ア
川
勃
浄
の
所
有
枠
時
ぷ
心
訴
え
士
提
山
下
一
ー
に
ヘ
c

間

i

E
、
一
心
相
統
一
仇
甲
山
口
？
の

U
M丘
上
〈
川
〆
辺
嵯
八
｝
皆
同
協
議

吾
口
仁
奈
の
る
／
の
桜
山
口
偽
ば
別
に
し
て
、
心
、
日
は

E
、
T

心
1
1
L
工
長
以
外
心
一
坪
：
川
一
二
、
－
一
パ
ル
透
奇
人
、
引
協
誌
小
w
m
t

山一
b
A

ア

京
で
き
る
か
芹
m
に
つ
い
て
、
仏
的
げ
℃
き
る
だ
け
誌
、

γ
＼一ふ一川ザ

ヨルご
L
V
一
む
ち
ろ
ん
、

C
の
バ
；
臼
梓
確
認
許
ょ
に
は
、
時
誌
の

利
、
花
川
認
げ
の
一
2

じ
れ
る
ひ
の
〆
一
し
、

J

J

t

、
I
r一
一
ム
引
に
は
、
ど
の
意

思
表
↓
不
等
に
、
い
υ
寸
リ
れ
イ
ヒ
今
、
素
円
出
羽
干
甲
山
な
か
っ
た
も
の
と
す

ヲ。
｛
詑
何
｝河
川
相
続
八
五
枇
但
収
入
の
成
午
の
じ
』
人
二
乙
）
未
成
年
日
了

人
～
内
）
ど
去
口
）
が
共
河
桁
続
人
」
山
人
ピ
ト
い
ム
ω
チ
一
丙
い
）

心
視
梓
f

口
、
位
相
続
人
の
み
女
平
）
日
家
氾
玖
判
内
に
相
続
政
出
水
戸
川
〈
Y

－、

ヰ成

ー
の
あ
f

」q
く
に
川
リ
の
日
ペ
川
刊
日
山
人
。
ひ
こ
り
て
あ
る
ド
ギ
比
h
m
e
t

ヘU
V
）
を
代
理
、
二
三
志
川
一
裁
判
川
に
判
権
以
来
、
d

亡
｝
い
つ
中
高
山

つ
い
て相
涜
の
故
去
は
に
ー
一
米
半
強
行
ぬ
で
は
抗
る
が
、
引
の
日
ハ
日
伯
作
M

v
i増
加
さ
ヤ
る
効
忠
一
γ
も
」
り
、
た
同
州
川
続
人
の
一
人
が
供
心
1

パい円

相
続
人

η
了
、
心
涜
法
者
〆
一

L
て
判
絞
り
位
烹
を
す
る
「
こ
は
、

J

し
え
そ
の
羽
慌
昔
♂
l
、
，
色
相
片
山
故
4
A
Y
？
）
、
？
と
の
あ
と
未
成
川
U

f
が
出
続
放
楽
人
七
ラ
る
i

」
、
き
で
あ
っ
て
も
、
ト
一
必
詔
一
品
行
為
γfr

一
太
成
主
む
了
刀
辺
一
J
T
J
な
い
ん
ん
害
い
J
I
A
J
一
と
あ
る
」
こ
の
十
店

が
な
で
れ
7

、
い
ム
ー

出
向
日
上
一
日
午
l

伝
の
立
て
い
に
つ
て
、
論
じ
な
さ
い
c

T暗
法

3

h

よ
百
六
弘
教
授

十

二

1ι
の
人
モ
て
の
問
い
？
対
し
て
、
情
潔
に
解
答
し
な
さ
い
）

i

A

U

Y
乃
本
苅
十
戸
寸
て
、
胃
Y
品
川
仏
三
約
束
手
形
作
数
回
に
わ
た
り

振
り
出
午
、
戸
一
、
亡
ケ
カ
約
市
手
吋
午
、
十
」
取
得
v

一
五
は

mvvi
に日刊

し
て
手
形
全
心
え
払
い
か
z

円
求
で
き
る
刀
一
ζ
A
戸
、
対
し
て
は
ど
、
つ

引
主
い
柏
市
山
約
点
「
院
は
受
山
県
人
目
か
っ
仁
に
山
ゲ
「
芦
一
訴
は
、
ふ
れ
、

A

か
1

4

出
η
一
世
一
は
が
一
せ
ず
に
す
1
持
人
仁
に
ゆ
ゲ
の
手
形
会
主
，
ノ

ιrLIU物

人口に、一
lJ支
払
三
、
も
手
ザ
お
り
リ
リ
叫
が
な
、
限
り
、
千
万
倍
請
は
泊

以
し
な
い
う
ー
二
ょ
っ
乙
の
一
せ
っ
ヨ
問
問
時
中
川
じ
る
か
じ
ま
ム
＼
r
L
J
V
Y
丁

昨
日
続
い
や
消
減
ア
る
乙
J

た
場
〈
口
に
は
、
れ
二
日
の
J
v

肢
は
ど
与
な

ツ
U
V
F
O
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c> 

以
卜
の
八
つ
の
名
パ
J
出
品
仏
つ
い
て
ー
一
日
｝
い
も
の
に
は
け
人
ぺ
什
山
町
、

誤
り
心
場
ん
に
は
、
を
付
け
た
7
ス
で
理
市
、
一
吉
い
↑
山
手
、
d
i
v
な
さ
い
P

、
シ
提
偽
浩
一
汗
川
氏
名
が
張
己
人
欄
に
一
一
1
4
W
山
手
引
L
い
る
場
合
こ
は
、

♂
下
旬
以
の
士
＝
津
に
一
ム
h

被
偽
芸
者
J

吋
え
れ
伝
上
の
百
円
ァ
ル
吾
川

Ft

必
判
例
に
よ
れ
ば
ミ
取
r
へ
の
み
J

～1
柳
川
坦
の
た
め
に
お
り
川
さ
れ

ー
も
り
汗
め
る
こ
と
そ
机
l
k
J
U
ら
X
が
こ
心
エ
）
形
か
一
以
得
三
九

場
合
に
は
、
人
古
川
9

へは
X
の
f
m
f品
求
人
乞
但
む
こ
L

か午、長一会

、
も
約
束
T
U貯
の
凶
持
人
乙
円
玉
三
一
八
と
の
何
で
文
1

仏
治
子
の
特
約
J
U

さ
れ
1

人
ぬ
ん
口
、
判
例
に
し
山
口
ば
、
川
れ
パ
人
八
J

－
一
書
人
に
け
刈
す
る
ザ
4

1p
↓
心
」
一
同
い
れ
い
惟
の
消
滅
防
効
の
起
ベ
雪
ば
、

T
J
U
記
載
の
泊
引
の

μ
一
で
あ
る
J

桜
子
形
い
い
川
証
人
も
保
一
J
人
で
あ
る
？
ht
同
注
上
円
俗
山
刀
抗
弁

梓
十
枚
衰
の
川
卯
一
一
ノ
M
m
t
下
し
、
立
た
」
促
教
の

T
形
気
品
人
が
存
の

す
る
明
人
口
に
ば
、
拝
手
形
保
証
人
は
「
汚
引
の
利
益
士
有
ず
る
〔

印
有
引
に
お
汁
F
Q
守えがいい
t

コ
い
一
＼
、
約
束
7
日
那
の
川
持
人
JFτ

梓
（
門
主
で
為
る
こ
と
を
張
己
人
が
パ
合
早
川
に
引
り
う
る
J
を
は
、
吋
メ

払
っ
て
る
忠
ん
H
m

－
｝
山
手
は
重
逸
失
カ
い
あ
る
〆

γ
て
免
責
さ
れ
な
い
J

品
、
手
取
引
法
へ
〕
条
の
池
町
山
範
山
ご
コ
い
て
、
国
説
判
切
は
、
ー
ポ

長
充
川
小
〉
白
地
一
一
ア
形
心
取
作
者
に
い
h
h
ν

て
だ

t
頁
月
が
れ
る
乙
〕
て

い
る
c

、
り
除
権
役
一
京
の
首
後
、
hv
か
わ
り
子
、
喪
失

T
形
一
一
古
況
下
過

－
人
で
取
得
3

ど
～
苦
は
苦
窓
取
得
お
E
F
メ
に
へ
J
t
町三段々
に
V
1
0

利
刊
い
一
償
還
ir
前
h

中小体作は

FJ
べ
て
の
手
P

肝
心
依
持
者
に
汁
」
0

4
匂

@ 

込
町
4

が
消
滅
L
ん
に
だ
け
で
発
T
J
i
Q
v

い
う
の
が
判
例
心
i

げ
鳴
で

あ
F
勺
I

V
民
事
回
収
法
2

以
「
円
寺
山
間
い
に

y
、
て
に
首
え
な
さ
い

門
別
刊
紙
衣
料
｝
一
何
時
一
心
一
以
判
之
江
読
み
、
以
内
問
い
ご
苔
？
ノ
ヘ
よ

川
店
主
計

日同教刊日

1 
ミ」I

波
F
持
活
財
人
X
は、

I
什
に
対
ν
て、

y
の
よ
う
な
義
帯
主
主

ふ
ノ
と
ハ
v

え／色川町
C

い
三
社
例
に
お

C
1
Xは
、
一
本
件
÷
充
当
h
忠
」
に
一
士
り
小
暗
，
J

む
布
蒋
に
E
H
A
Y
J

て
と

ν
て
、
－
辻
に
汁
L
て
、
山
畑
一
勺
以
出
f
d
h
H忙

を
引
い
わ
ゆ
バ
一
け
れ
」
い
な
ら
な
い
か
、
哨
じ
な
ざ
し

合
以
に
方
、
〉
、

I
仕
バ
h

、
1

卒
杵
Jt当
A

H

U

に
よ
り
、
世

門
貯
同
が
前
路

JT続
問
的
決
定
パ
ベ
ハ
川
吉
川
竹
支
払
い
斗
7
1
免
れ
、
ぞ

の
結
培
、
政
f
M
d

返
沼
市
内
ぷ
措
Y
M
f吋
M
1
ごに

L
て、

X
にみメ

L
、

不
汁
一
利
得
戸
市
盟
諸
点
一
昨
千
円
ー
一
ゲ
蛇
但
J

h

－
裁
判
一
昨
は
l
引

ω請
求

に
つ
み
J

j

む
よ
：
JHd－
鮒
を
な
一
u

べ
き
か
、

4
1
じ
な
さ
v
v

H

悦

生

務

r
ん
け
が
波
佳
モ
J

什川町、

r
一
一
ー
い
刊
財
産
の
山
か
う
、
作
J

止小

？仇

rL川
梓
v自
に
対
し
て
打
さ
の
宇
掃
を
す
る
こ
と
は
司
さ
h
G
か、

九
附

ν
な
さ
い

V
法

理

学

中

山

竜

教

授

次
の
三
川
の
な
hv
か
リ
二
山
ヰ
選
択
し
、
答
ん
な
さ
い
じ

一
法
円
山
明
釈
は
品
川
吋
J
U
山
十
説
の
反
岐
に
HhJ？
な
iv
の
か
ん
、
あ
る

し
は
、
客
観
的
L
d
も
の
で
ぬ
れ
刊
る
刀
か
、
J
U
続
的
な
併
釈
伐
点
、

"j !,i）、学！o7 :1 キ＇74J;i76 [2iil'7. 7、



や
河
川
に
お
け
る
誌
訟
の
苔
補
予
前
訟
に
、
諸
君
の
司
鮮
人
U
A
J
べ

ほ
え
一
い
～

フ
法
実
務
に
一
心
い
亡
汁
十
抗
日
市
民
ご
一
な
る
と
一
ヨ
れ
は
、

yf
一
れ
は
ど

の
一
な
は
暗
合
三
あ
い
＼
ど
心
よ
う
な

E
岐
に
お
い
て
て
あ
る
か
J

R
休
的
〉
事
刻
、
ど
あ
い
円
て
、
計
（
戸
〉
一
間
じ
k
J
J
h

山
桂
苅
・
み
あ

ι21
に
し
一
二
J

概
念
心
J

エ
門
的
な
使
は
と

H
ょ
下
町

な
辻
ム
山
活
必
ー
で
杭
～
人
す
る
上
う
な
坊
人
口
は
り
y
」
ら
れ
る
か
巴
八
休

刊
に
附
し
て
リ
一
川
し
く
一
』
引
L
h
i
て、

7

引
に
f
r
r
る
鮮
品
川
仙
ぜ
3
一

ぃ

τ）
三
日
さ
い
〕

マ

比

較

法

史

三

以

刊

弘

リ

政

改

議
設
で
的
品
川
り
上
げ
に
一

7
7
7
u
r
v八
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凶
じ
有
？
）
て

J

Q
恥
荒
川
口
工
び
1

木
と
有
L
て
い
る
刈
ふ
け
ご
J
己
主
反
し
て
h

る

L
亡
、
百
付
P

に
μ
1

て
リ
半
、
川
榊
1

害
賠
償
胃
、
八
め
p

い
υ

日
A

へ
の
裁
判
ー
寸
で
ヘ
玉
の
特
色
一
山

に
長
引
く
品
求
w
品
川
で
き
る
わ
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U
L
同
S

以
上
九
リ
訪
問
が
芯
い
〆
一
し
て
1

V

吐
は
P
製
品
行
W
辻
へ
の

版
事
工
げ
つ
い
て
、
川
方
枠
河
岡
山
比
古
ノ
一
＼
い
～

Y
社
は
W
計

u
p製

品
心
代
へ
L

を
支
払

y
u
u
v
こ
と
安
川
似
出
こ
、
日
木
い
り
栽
作
中
1

町一〈
W
C

に
F
製
品
の
引
は
し
ψ
一
長
め
に
？
っ
廷
判
所
は
、
、
対
げ
に
一
合
。
一
咋
匂

枠
内
問
謀
、
り
土
張
主
乙
の
同
C
L
U江
戸
、
よ
っ
て
判
川

γ
、
雪
mMJ

V
知
的
対
革
法

2

M

伐
完
成
問
教
授

ミ
は
、
静
か
に
同
コ

i
u
u
G
f
h
付
言
刈
主
と
7

た
｝
ア
ノ
斗

J

（

U
F

一花川川

α
一
乙
よ
ノ
V
L
日
f

」咋
J
バ
し
に
が
、
川
同
一
D

F
ソ
な
い
W
山川、
Y
べ一

時
べ
っ
て
、
：
人
た
芯
、
〕
｛
八
r

心
不
に
街
、
w
一
、
お
い
た
υ
A
の
友
人
E
は

、
も
の
家
で
作
品

α
4
E
i
て
誌
山
町

J

A

に
畑
、
附
F
L
陥
れ
）
L
H

れい
mα
の

写
真
士
揖
っ
た

E
L
t、
日
は
、

υ寸

d
与
口
ハ
に
民
つ
い
二
、
作
品

α
に
持
川
J
r
h
マ
い
る
主
性
を
刈
象
と
7

ど
l
m
w
川
叫
一
以
ド
l
作
品
。
μ

こ
い
う
）
乞
作
成
し
、
こ
れ
主
、
そ
の
に
人
C
？
申
告
d

し
一
J

以
1
心
手
長
関
係
人
々
一
山
間
性
と
し
て
、
以
「
心
作
小
一
山
に
詳
ん
一
て

川
じ
は
、

υυ

（
の
本
ぷ
戸
川
〈
山
レ
コ
ピ
ー
ケ
心
経
常
す
る
仲
人
公
一
一
ー
の
」
内
山
川
t

作
品
3
ー
を
置
い
、
い
に
乙
ご
ろ
、
そ
り
砲
白
子
市
い
町
一
等
H
は
門
店
ud
！

が
河
に
人
り
、
ハ
に
に
川
L
て

れ

vγ
広
人
v

た
い
こ
川
山
に
そ

乙
亡
、
仁
川
↑
川
、
作
T
Y
V～
D
P
版
！
正
し
一
こ
の
場
〈
、

A
及
f
じ

日
は
も
仁
に
い
り
し
て
、
し
At刊
法
以
と
ど
心
で
つ
な
話
ν
U
L
一
ず
る
「

と
が
て
き
る
か
ん

c
f
て
仁
か
そ
の
梓
川
門
一
J

Q

喫
匹
、
恒
三
円
内
に
作
品
〆
士
以
ノ

二
二
に
、

υo
力
本
村
山
台
何
て
い
な
か
っ
～
場
合
は
、

r
F
7
カ

。
は
、

μ
い口
m
J
ρ
b
t
売
り
に
い
と
寺
、
げ
れ
、
作
川
戸
の
写
占
八
戸
川
〈
口
市
り
、

''°! 

J
J
J日市

μ
J
立

や

す

J

h
ツ

i

ア
ヴ
ー
ー
に
日
d
v
ι
J一
円
」
の
川
1

人一

内
1
ン
に
お
政
ご
一
ご
J

r

て
、
口
止
、
「
出
川
寸
士
一
ル
ロ
ド
丘
、
作
品

。y
C
岩
↓
人
吉
自
己
一
一
ド
れ
い
に
、
こ
引
を
敗
川
し
に

E
は
、
作
品
3

0

人
手
叫
に
、
こ
れ
か
れ
h
m
a
に
H
A
つ
、
で
J
川
氏
：
れ
ι
も
U

と
あ
る
こ
こ

4
知
リ
な
ひ
勺
V

）
こ
の
J
T
h
，
A
及
U
u
b
は
、
わ

に
い
叫
し
亡
、
昔
刊
法
以
と
ど
心
よ
う
な
刊
訂
作
ー
を
す
る
J
L】
JγJ

で
き

？

Q
1
V
 

i

ト
刊
を
の
ザ
占
A
H
F
r
T
G
遊
園
地
の
栄
治
内

J
1川凶ぷ
J

立
川
「
且
l

た〕

F
は
、
そ
刀
泌
さ
す
↑
ハ

Jm丈／一店刊ソノ］二一
f

－
一
乙
す
る
h

め

に
、
そ
の
出
国
芯
同
記
い
て
作
川
戸
心
写
去
を
保
旬
、
ど
れ
汗
f
J

C
伸
ば
し
乙
川
ソ
白
ハ
パ
ヘ
ス
川
v
f

一
し
ー
こ
そ
し
て
、
当
y

政
J
U
ロ
ハ
ハ
ホ
凡

メ一そ

η
喫
茶
「
ho町
川
い
い
旦
立
い
て
い
る
f

u

〕
の
場
合
、
ミ
及
び
お

は
、
ド
ド
川
し
て
、
背
作
権
法
シ
の
よ
弓
な
叩
求
J
1
f

ヲムヲ」、一

か
で
き
る
か
〔

v
n
fヤ
リ

ン

ヲ

山

水

順

教

授

レ

ポ

ト
4
7

叫訪引

則
一
部
円
十
ト
与
す
人
に
お
い
て
、
と
人
の
い
円
に
つ
、
己
、
レ
ポ
ー
ト
ー
ゲ
山
市
川
比
1

J

て
ト

さ
い
F

な
お
、
い
一
つ
い
て
ば
古
口
ど
れ
成
L
、
引
r
リ
～
つ
レ
て
は
倍

去
に
宗
国
1
r

結
論
い
乞
竹
」
一
円
し
て
、
ー
さ
し

一
問
題
一
U

J

m
主
に
ヘ
J6jl
設
l

－
［
て
p
h
f
京
郎
さ
ん
か
円
依
明
十
一
吃
け
ず
一

ニ
し
司
、
、
山
明
神

τ訴
訟
ハ
v
一
高
松
ピ

ιふ九
九
ず
命
日
｝
｝

心
J

…
主
一
点
心
事
務
附
は
山
本
心
住

mJど
使
出
』
、

riff↓
は
凶
一
汁
心
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江
缶
、
電
話
、

y
f
ク
ス
バ

J
L一
戸
ー
レ
、
物
刊
の
1
K
ヘは、

「
別
私
物
判
じ
品
三
載
の
珪
均
」
と
〕
て
、
別
私
物
件
い
一
却
は
主
門

前
一
也
ふ
ー
、
』
。
い
九
訟
初
日
制
作
法
、
「
心
口
川
司
川
和
叩
v
u
d
4
T体
的
二
川
一
一

か
ず
〕
で
－
ケ
い
ま
た
、
も
し
川
人
約
川
ゴ
什
て
別
紙
に
記
咋
仇
さ

れ
て
し
乙
よ
い
こ
い
A
p
v
烹
乙
4
7
d

，ノる治
J

ん
弓
川
、
九
yFh
ド
ゴ
エ
い
て
工

A'1：：支半期訪殺；的出

q

m
閉
山
市
太
郎
氏
は
、
初
出
氏
で
な
く
吹
田
氏
が
託
行
4
1

匂
会
社

r

比
一
へ
り
は
回
る
〈
し
工
、
引
法
l
y箭
吋
弔
し
て
い
る
が
、
岳
山
え

は日付鴻
r
J
f
r

一ぷよ
r
J

る
こ
〆
｝
ず
刀
で
を
し
る
古
と
う
乃
〕
い
、
つ
向
、
に
つ
い

て
、
ど
ろ
号
、
え
F
勺
？
？
U
C

3

W
山紙半パド一川と
U

W八
U
l
h
J
、
～
、
／
f
l

林
札
入
、
ム
引
っ
ν事
よ
i
k
ι
、

泊
出
氏
日
月
ナ
円
泊
出
文
川
！
？
代
表
者
で
、
ん
い
凶
H

J

U

、
1
ノ
オ

松
？
パ
ヘ
戸
社
／
μ
や
ノ
日
じ
ん
品
社
が
こ
心
部
同
門
店
刊
町
」
ア
る
÷
つ
げ

な
3

一
｝
州
ハ
口
、
査
中
仁
川
ぺ
円
同
日
々
は
、
な
求
め
る
こ
f

が
て
芦
／
d

か〆｝

人
か
と
い
1
1
r
に
つ
い
て
、
ど
っ
寺
、
F
L

る
U
J

一
店
紙
事
法
円
、

私
語
山
士
山
ま
中
一

L
け
京
刊
川
面
し
守
川
川
、
」
一
ば
、

υ
什い地

の
店
ノ
、
の
p
d
A若
山
此
一
げ
脊
ハ
二
ケ
ご
、
川
河
川
中
同
μ叫
が
六
山
r
～
一
け
の
一
陪

住
て
心
わ
さ
、
ゆ
ピ
ル
ル
」
持
、
、
し
ま

t
ぃ円
M
P

刷
刀
ら
知
h
九
日
い
心
凶
日

山
い
ざ
し
に
印
刷
ま
れ
、
，
一
一
心
ピ
バ
ロ
二
パ
ケ
I
H
2
3

吉、

i
ぱ
一
凶

ι

月
山
に
、
池
出
弐
一
ん
2
梓
川
門
し
て
い
守
、
l
ノ
オ
株
式
会
什
い
一
、
色

料
月
前

f

～l
ぺ
斗
、
対
主
投
六
J
U汀
一
七
買
代
子
〆
ま
し
た
い
元
山
サ
行

ば
M
l
h

叩
な
も
の
で
、
特
約
な
と
は
あ
内
ま
じ
市
一
一
新
ベ
約
一
明
間
ば

i
f一

ヰ成

」J
m、
ハ
一
政

L
Fの
規
T
r
J
あ
り
三
、
J
4
0

戸
、
、
土
が
1

〕
て
き
て
い
ぶ
す
“

ミ

1
ノ
J
u
h
入
会
社
は
、
代
ア
一
ぃ
白
ぷ
也
E

M

M
さ
し
と
、
い
い
口
ー
は
陀
さ

ん
ど
我
山
は
の
人
一
一
主
あ
h

、
株
式
も
ら
字
、
地
民
さ
ん
と
を
の
混
放
が
品
川
J

て
い

£
f
の
二
、
｝
で
し
↑
〕
什

μ
小
出
日
さ
u

J

J

刊
現
士

ν
て
い
る
除
、

さ
～
、
主
務
の
人
が
叩
J

こ
り
の
人
、
が
い
事
J
E
L
て
い
る
と
い
う
小
ペ

な
ん
出
札
f
、
雑
貨
心
気
か

v
J
L

＋
句
会
仕
f
L
た

し
こ
ろ
川
、
宗
一
立
犯
（
υ山口刊門人ん
V
v
J
O
活
て
日
っ
と
の
で
す
か
、
昨

日
叶
、
ご
ノ
マ
綜
ぃ
九
人
品
仕
日
内
容
が
2

広
わ
っ
に
の
で
一
一
Q
J
c

池
凶
合
一
心
が

こ
の
合
計
パ
円
株
式
八
八
部
セ
人
一
ト
譲
っ
た
こ
力
こ
f
y
＼
調
べ
て
も
、
三

二
J
J
、
足
J

ぺ
で
は
代
表
話
4
0
仙
川
り
役
口
、
j
d

百九十
J

引
い
の
知
っ
ぽ
い
白
人
M

G
P
こ
い
ま
し
ん
C

池
山
マ
ん
の
姿
、
川
〈
で
く
見
】
パ
一
け
ど
J

、
ム
の
古
い
ノ
ロ
同
心

長
ど
之
、

ird心
人
刀
出
入
む
い
て
い
ま
言
。
羽
衣
幻
代
去
立
つ
は
吹
円

支
太
〆
い
よ
か
に
一
「
。
賀
川
ー
は
、
ヘ
一
吐
か
で
J
l
t
込
つ

r
っ
こ
さ
ら
ん

ι
ー
文
仏
わ
れ
て
レ
ま
「
バ
、
三
は
池
町
さ

υ
か
ら
収
ま
れ
た
の
で
搭
’
rh

で
包
f
J
）
に
の
亡
、
知
つ
な
い
E

九

γ九州、叫
V

7

に
い
る
会
社
品
工
、
も
三

年八
H
H

し
ま
斗
心
一
＼
し
心
J
J
1
f
h
J

、
主
〈
ま
く
よ
わ
さ
一
〈
F

J

が
、
池
山
い
山
、
一

行
中
J
Z対
け
の
株
l
ん
i
y
収
凶
一
－
い
う
人
に
謀
〉
た
の
は
、
ミ

1
ノ
オ
味
式

公
社
の
話
仏
代
法
が
長
ぐ
な
》
、
主
崎
京
も
し
ご
い
？
ヘ
山
、
ふ
ん
か
り

お
へ
－
を
併
わ
て
丸
山
小
な
か
っ
一
ー
か
ら
～
こ
の
う
引
さ
予
占
的
J

主

r
－

の
た
め
か
Y
当

か

ロ

U
会
人
h
d
ら
は
こ
の
件
六
、
主
的
か
あ
η
ま
三
〉
V

で
し
た
L
、
池
出
さ
ん
は
、
現
在
亡
は
問
点
の
り
ド

U
H－
－
て
し
6

一J

た
ど
れ
h

｝
て
、
才
川
う
出
向
け
一
一
一
ん
υ

私

v
J
M
問
、
ハ
ρ
J
J

げ
よ
と

の
一
円
〉
口
一
の
出
己
？
ピ
町
時
二
J
U
J
い
た
い
も
川
m
k

い
ま
ず
の
で
、
よ
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メノ
7

〈
お
願
い
い
だ
し
士
、
ず

マ

情

報

法

鈴

木

先

羊

〈

教

授

に
出
山
A
ど
よ
F
r
」
効
務
し
て

v
h
J
K
也
X
は
、
一
二
ご
ヘ
ノ
牛

月
に
け
州
法
の
女
汗
う
れ
山
ざ
い
ハ
に
手
門
一
以
ー
で
は
本
刊
殺
人
ぃ
早

川
」
一
の
犯
人
ニ
し
て
、
川
年
」
、
日
け
に
逮
捕
。
起
詳
さ
れ
ム
、
ー
は
、

技
査
段
此
白
か
ら
直
し
て
い
門
川
作
か
し
士
一
伐
に
ー
に
も
刀
カ
ド
i

h

リ
一
ず
、
一
行

ハ

斗

U
泡
戎
判
決
に
よ
っ
）
、
役
人
に
つ
い
て
有
正
し
、
女
一
札
、
懲
伐

／
午
ム
デ
言
い
淀
さ
れ
に

V
A
が
被

r
者
な
殺
害
し
て
こ
〈
に
つ
い
て
物

一
寸
は
己
カ
っ
た
小
、
地
活
は
、
仙
吐
い
n
者
の
捨
お
4
1山
句
作
直
情
報
が
X

の
足
取
り
と
ほ
ば
合
致
L
て
い
に
ケ
と
な
と
わ
っ
ム
何
事
判
伐
を
い
l
y

三
三

X
C
J寸
ベ
臼
は
、
事
件
当
初
ハ
r
ら
X
C
克
［
弁
を
エ
官
、
比
一
万
で
は
X
人少一

文
慢
す
る
た
J

し
組
総
さ
れ
止
し

y
p
〆
、
一
つ
つ
五
年
九
ド
刀
両
ぷ
刊

以
は
出
主
口
氏
を
支
払
、
ワ
ハ
一
L

、
記
九
月
、
治
品
設
よ
い
一
7
川円九ぞ古川叩

、X
心
有
川
苧
が
惟
？
に
一

月
刊
つ
配
E
J
P
」党
J

仁
い
て
い
る
出
ww引
vi
ば
、
木
什
殺
人
事
件
乙
刊
品
川

に
万
一
に
寄
よ
さ
れ
、
い
り
J

一
〈
（
二
信
一
刊
行
光
行
い
り
月
下

M
B
一党

h
部
数
約
ア
ド
刀
部
一
に
、
九
市
美
人
O
L
辻
舟
恋
愛
殺
人
出
J

件
〆
一

の
見
山
し
の
」
山
事
－
い
が
Lr
と
は
、
キ
位
己
市
下
」

7
を
信
載
し
に
）

Y
は、

日

午

丹

、

Y
A

件
記
宮
r
L
L
他
FJ
八
つ
♂
殺
人
ハ
ヴ
汁
士
扱
つ
に
一
以
宇
と

と
も
に
井
お
し
た
！
士
川
文
段
；
た
の
は
三
子
会
～
修
怒
と

z
t川

し
u
f
h
～5
H

以
十
で
は
、
一
本
が
戸
芝
山
」
一
宏
出
版
し
た
イ
川
い
μ

給

工
、
コ
ゲ
仰
山
t
z
j
ミ一守一

l
i

：ノ
2
3
4
f
Z／

λ
；
F
t山宇川い、
v
九
一
ア
ボ
件
殺
人
事
ド
ヵ
犯
人
で
あ
る
L

U

A

円

半

作
品
工
止
前
ぱ
針
務
L
て
い

ι
会
汁
で
苛
仇
w
h
リ
花
火
を
ー
三
一
一
一
ノ
｝
ミ
ヘ
ム
院

す
る
内
訟
の
も
の
で
あ
る
、
」

X
円J
、
け
一
円
一
丘
ム
γ

一
九

Y
P
月
刊
附

B
に
事
件
一
己
事
吉
凶
押
収
し
、
》
句
一
に
℃
れ
v
刀
凡
い
叶
本
化
三
、
、
れ
一
／
こ
と
に

ょ
っ
と
ん
竹
内
川
を
批
准
51μι

一－
v
J
て、

v
に
対
レ
、
一
（
＼
～
ノ
ハ
ノ
可
川
U

旧制

τ防
省
木
村
t
i
A下
訟
の
出
版
v土
「
止
め
を
い
水
め
、
耕
一
h
L
f
u

V
A

悶
は
、
た
件
一
叫
唱
の
品
、
支
に
山
内
匂
川
報
道
被
害
に
つ
し
て
、
次
h

v

b

～
に
、
ヱ
張
、
）
に

－
本
咋
記
事
は
、
一
ミ

U
人人
O
I
竹
川
必
安
役
人
事
河
一
乙

う
衣
川
叫
て
、
ぃ
？
件
が
一
円
一
弓
出
廷
に
山
川
町
ん
J

、
起
き
に
も
の
と
1
J

で
ら
μ
本
件
っ
山
市
予
の
本
人
ず
し
は
、
文
ベ
J

円
除
を
殺
エ
プ
＼
一
戸
と
断
定

し
た
↑
」
J

、
mJ
／
＼
一
m
北
川
や
か
主
唱
の
に
X
が
治
火
事
汗
や
ぽ
盗
事

刊
に
苅
勺
，
v

ンて
J

たよ
O

川
1

1

に
：
記
述
υ

～

引
一
本
件
辛
口
請
は
、
夜
フ
た
一
り
は
ざ
五
「
｜
惇
世
相
こ
な
り
［

者
た
h
－
の
き
一
判
之
、

xut役
一
人
主
判
f
b
一犯

ν
だ
い
」
断
定
L
、

終
椛
」
寸
J
K
わ
ト
「
人
向
い
U

卜
の
ん
引
す
I
L

ヘ
広
辞
十
九
、
一
に
は
コ

たといわ
hpv
りJ
C

コ
ム
ー
件
記
宮
J
ζ

十九刊主」立
N
J
q

、
山
人
ず
い
試
判
で
川
主
主
争
4

て
J

X
の
引
会
的
訂
況
が
新
し
く
也
下
さ
せ
、
年
JL
八
心
」
刊
神
的
J
V
痛
ち

J
V
U
I

戸」つ
1
〕

P
J「

ど
い
い
｛
本
は
唯
一
仕
単
一
九
木
に
出
べ
、
一
文
明
に
ー
わ
た
れ
取
ー
ヂ
λ

れ

る
4
一w
t
，
本
件
量
一
認
の
山
版
1
1
L
t
l－
d
め
な
い
限
り
、

X
の々
h

U

［は明日叫品ど
f
f
判
へ
い
開
け
る
d

こ
れ
に
汁
L
Y
Mは
、
次
の
j
h

に
反
首
ー
に
一
）
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A'1：：支半期訪殺；的出

十久作品一一

i

A

件
当
誌
は
、
川
廷
に
お
い
て
梓
洋
叩
て
あ
〆
ム

木
件
殺
人
事
件
山
川
批
判
心
程
週
中
ノ
ヤ
穴
、
検
h

一
み
と
笹
山
？
ど
ん
官
TJ

る
弁
設
へ
心
÷
宗
と
y
C
C
根山川
J
，J
列
記
し
た
上
f
、
ぞ
れ
b
〔
J
M
U

剤
に
一
い
と
U
M
評
ψ
一
川
え
に
も
の
一
三
あ
っ
て
、

x
h
J
A
A
件
殺
人
ぃ
弔

咋
の
犯
人
で
あ
る
と
の
事
実
一
川
相
ー
小
ず
る
も
り
で
は
2

？いい

ワ

万

円

ι雫
」
Y4γ

件
お
門
枯
に
は
、
一
も
ち
，
つ
ん
そ
れ
ら
小
J

予
押
に
、

品
曹
晶
帯
一
品
！
人
は
l
へJ
2

P
関
係
7υ

一、い
p

〕
し
い
い
う
証
拠
か
あ
る
わ

け
で
は
し
は
い
誰
パ
火
古
つ
汁
、
4
叫
が
涜
ん
日
一
の
か

y
C
れ
は
へ
r

で
も
ぷ
の
ま
己
γ一
」
｝
市
川
寸
心
ぜ
て
お
り
、

x
m以
前
訟
吐
い
二
、

v

J

職
場
に
お
ト
て
窃
術
事
y
h
い
や
於
火
事
件
、
古
川
旬
以
内
一
も
の
事
実
ん
J

摘
小
す
る
も
の
げ
i
h
U
い
こ
乙
ば
…
川
ら
か
で
あ
る
f

3

孜
古
川
村
が
本
件
記
事
に
、
J

J

一工皆、
u
m読
f

方
空
中
れ
ば

木
枠
一
山
中
山
X
主
犯
人
と
附
定
し
て
い
る
／
は
忠
わ
な
い
は
F
戸

守今町
V
A
伺
の
一
以
ぷ
認
め
ら
れ
勺
と
ら
目
、
犯
間
〕
主
汗
心
H
付高一

ば
切
ん
け
で
わ
な
い
と
い
7
h
L

と
に
は
る

本
門
川
一
刊
九
事
件
」
ウ
沼
て
、
二
f

ぺ
五
年
比
月
、
り
日
比
字
決
が

世
評
f
1
4
て
却
、
J

9

」
筏
三
川
江
川
、
今
門
」
比
九
ず
に
ぺ
い
て
、
J
F

引
の
よ

ム
ゾ
一
主
張
を
三
和
；
し
に
C

4

か
わ
に
Y
A

件
記
竜
寺
川
山
下
更
の
摘
川
、
で
み
J

て
、
り
て
の
卓
司
U

4

J

ぷ
3

村一
J

れ
な
い
と

J
J
A
J

ド
円
技
人
宇
件
に
つ
、
て
日
ハ
ハ
J

一j
H
K月
、
h
z
V試
判
以
は
、

X
以
外
に
犯
行
乙
か
日
わ
り
を
持
つ

可
能
川
止
の
め
4
Q
苦
は
い
な
い
乙
判
討
し
て
し
で
に
＼
本
件
殺
人
千
件

出
発
作
す
7

主
日
の
五
円
汗
i

封
、
動
機
λ
l
J

に
附
す
る
い
情
報
か
っ

X

ヰ成

か
本
件
殺
人
4J件
の
犯
L
円
で
あ
る

d
l
h
J
R
じ
に
こ
〆
一
に
つ
J

て

川
川
汁
一
な
理

h
があム旬、」

日
本
件
殺
人
事
件
が
発
ペ
す
る
前
に
勤
務
し
v
k

沼
た
ど
ー
で
芸
J
ふ

し
た
窃
k
u
h
－
欣
火
に
つ
い
て
、

f
r
O
ム
ム
引
の
同
係
す
か
ら
の
ほ
村

結
果
や

λ
が
送
戦
後
、
窃
λ

れ
や
火
事
わ
発
牛
し
「
ハ
？
な
っ
た
こ

｝作品
1

戸、から、

X
内川市民且
f

」
改
し
川
、
心
犯
人
で
ん
る
と
信
じ
了
二
と

に
つ
、

t
相
当
な
市
川
山
が
あ
る
c

一
ハ
）
一
己
五
午
二
円
、
裁
判
所
は
、

X
と、、ーに
t～

i
L祁
肝
JT
打
ひ
し

こ
れ
に
汁
L
、
主
制
ば
、
本
件
芹
訣
一
ど
ん
I

後
増
刷
ト
一
ノ
タ
勺
際
に
は
、
古

A
Q
L
L
村
山
火
に
つ

v
と
の
た
注
心
ぷ
削
除
を
泊
三
一
に
じ
る
が
、
合
故
山
崎
町

に
は
ぬ
ν
な
v
L
」心
L
前
七
子

L
1
こ
れ
に
け
川
下
）
、

X
聞
は
初
制
引
き

担
司
弘
、
裁
ル
中
山
町
の

1
仇
一
一
ボ
め
一
d

木
J

前
訟
は
e

ハ
、
九
一
」
I

月
に
結
称
L
、
判
決
は
二
ハ
ハ
こ

1
一
司
に

i
さ
れ
る
マ
γ一
で
あ
る

斉
判

l

x
勺
J
H拭
判
所

r県
出
r

～
陳
述
書

－
w

一
日
記
事
に
4
4
一
か
れ
て
る

F
容
は
、
文
明
日
の
い
A

ぶ
い
て
の
一
ロ
コ
け
や

討
剤
。
舟
容

2
z
～
て
い
3

h

J

j

、
設
刊
に
光
山
主
刻
、
ム
J
R村
メ
ヰ

ど
ド
ャ
、
も
、
本
以
「
一
ど
f

f
℃
立
六
川
叫
に
取
1
M
－
L
た
の
か
れ
は
問
ご

mpういわ

が
多
々
め
れ
ま
「
「
｝
の
記
玉
か
ら
は
、
山
岡
、
ん
や
一

μ九
玄
L

】
十
九
姿

勢
が
ヘ
十
く
川
氏
山
レ
ー
フ
れ
ま
せ
よ

L

一
亡
、
半
刊
の
戸
一
L

h

E

よ
し
む
九
T
F、

伝
え
よ
み
」
3
7
一
～
円
で
あ
り
、
執
バ
ア
し
と
い
る
人
～
は
良
、
叫
ゃ
あ
る

う
だ
λ

ノ
ベ
ノ
目
、
ニ
う
J

ろ
記
手
を
書
い
て
恥
「
か

γ
、な

v
の
μ
ろ
ー

か
L

凹いし
J
Z
T
）
月
J
J
誌
日
に
お
栽
き
れ
た
記
事
ば
、
山
下
作
中
川
の
私
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の
人
出
向
付
に
浪
ど
す
り
一
へ
：
1
、
山
l
r
て
ね
り
ノ
ん
＃
一
一
巧
み
は
弁
か

h
て
い
立
す
り
げ
に
わ
は
土
る
で
、
ド
F

ノマ

P
4
f
仙
の
よ
、
）
で

h

Jて
の

一丸、つに

fu門
川
U
し
と
町
引
い

i
げ、
h

札
、
苓
＼
の
へ
と
ニ
一
T
ま
れ
る
こ
と

ば
、
私
に
乙
っ
と
は
l
人
ハ
か
に
し
山
泊
で
す
、
担
止
に
’
J

い
気
待
ち
で

！
？
一
C

L
刊
て
す

L

lr 

rMfz 
河
川
誌
υ
n
L

そ
心
持
集
長
に
つ
九
て

b
h
ぺ
刊
つ
叫
わ
り
は
、
日
本
で
時
一
日
総
合
Y

ン
ん
｜
ノ
ノ

v

メ
ン

ンム
i

斗
リ
ァ
、
ム
誌
九
一
円
リ
出
府
し
て
る
丈
f

寺
町
〕
山
苛
〈
、
～
ノ
f

〉

p
m
l八
一
川
か
ら
υo
力
制
集
長
ー
ゴ
務
め
て
J

る
t
は
、
品
々
。
訓
示
u
f
ン

タ
ヴ
！
！
の
中
で
、
し
土
で
も
芝
山
制
染
μuだ
と
凶
E
J
t
い
ま
「
「

げ
入
学
は
ぷ
や
業
が
士
山
一
7

7

ア

C

事
件
な
沈
み
Mr
＼
刊
業
式
牛
ふ
さ
る
市

乙
と
死
ぬ
こ
し
〈
ウ
テ

l
p、
と
あ
り
、
主
人
字
と
司
マ
〆
y
l
f
事
也
庁
幻
祈
外

て
は
な
く
、
一
日
品

L
て
桜
仕
し
一
よ
ざ
こ
ば
r

て
｝
ご
す
J

」
一
斗
W

J

て

長
判
3

窃

4
1日
山
火
に
つ
い
て
の
が
む
記
事
力
コ
ル
述

「
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
の
事
作
ご
、
骨
密
版
文
は
巾
ア
ャ
ケ
ン
が
院
係
し

て
い
f
ζ

、t
y証
拠
h
J

あ
令
わ
け
で
は
な
い
c
p
f
m
v
k
h
f
一
つ
行
、
謹
が

津
川
げ
た
り
か
、
？
と
レ
ー
は
久
J
J
l
f
o
誌
の
ま
ま
に
c

し
か
し
、
う
j

し
あ
の

と
き
、
き
ち
ん
に
汗
を
え
一
〕
」
し
た
ら
、
干
阿
の
ヰ
刊
（
A
十山内一
L
殺

人
宇
打
｝
の
よ
、
ー
さ
一
と
は
担
一
一
、
り
な
去
っ
今
江
川
ず
三

L

、
一
人
散
指

た
の
問
日
開
v丘
公
吐
む
を
込
め
て
沼
町
、
の
て
あ
ア
匂
」

｛明以ん山一
λ
；
別
に
い
た
日
7
Q
X
L
Y
心
、
七
張
w

つ
い
て
、
あ
な
ご

μ身
は
ど
の
1八

一
に

x
fん
」
｝
ふ
す
刀
あ
F
L
K
M
t
件
；
古
川
ウ
」
し
一
に
い
る
け
氷
川

Jrで
あ
忍

と
こ
－
場
ふ
、
ム
マ
改
t

落
つ
い
て
と
刀
J
ろ
な
判
断
t
f
T
J
炉
、
め
な

九
日
結
論
2
7
f
一
心
論
舟
守
山
地
ぺ
な
山
、
一
へ

V
行
政
訴
訟
ワ
ツ
シ
ヨ
ソ
フ

十
円
合
格
打
志
向

松
村
信
ー
ヘ
ヱ
惜
し
川

村

l
一
民
日
教
む

以
卜
の
二
聞
の
う
ち

問
U

選
択
7

い
て
わ
忠
せ
よ

ノ

J

之

”
ιn

ヨ

L
叶

t
1
1
E
l
r

｛
岱
一
色
｝

別〆山間一恥
T
町
村
批
判
決
一
、
最
高
裁
判
州
ヤ
成

山
伏
・
「
九
来
月
九
治
討
勺
一
（
ノ
ヘ

z
h

じ
ι
九
月
間
〕
八
よ
ド
ヰ

。
ー
か
ら
3
日
hul
問
起
に
つ
い
て
、

h
R
之↓川一
L
P
4

」古川vr
一｝
J
γ

山、、、、ト

ノコリJ
～
ー
一
L

～

j

ν
ポ
1
1
J
乙
刊
前
山
川
〕
て
ぐ
だ
さ
い
ー

上
半

ι事
案
わ
枇
裂
が
師
以
U

院
に
？
／
ょ
の
J

な
さ
い
ヘ
ハ
〆
f
J
一千日

市
'' 
川
家
賠
償
請

t
r間
「
る
判
附
に
訂
ト
亡
、
判
決
は
、
治
f
J
V

決

り
一
止
に

ν
法
〈
汁
芯
が
ど
の
し
う
な
場
介
に
囚
か
た
治
法
上
追

い
？
な
る
、
｝
L
て
い
る
か
、
店
京
刊
に
お
い
て
、
ど
の
よ
ろ
な
い
門

主
L

つえ
Y

1

J

立
法
／
ノ
九
州
ぷ
ば
f
L
A、
不
作
為
J

囚
グ
d

陪
償
法
「
述

語

f
為
る
j
f
｝
二
一
し
勺
如
、
－
日
ー
誌
に
k

止
ヘ
な
さ
い
＼

日
川
家
院
ー
町
一
泊
求
J

t

訟
容
J

P

ミ

5
ι
f
u
q兄
に
刈
ず
る
主
竹
山
判
古
川

U
A
し灯
μ

品川
H
Pじ
こ
の
L
J
m

ノ戸
i
T
J
え
る
べ
き
日
以
見
を
述
べ
な
さ
い

｛店内臼哲也｝

ド
成
六
年
f

ハ
万
ヘ
ド
山
崎
｛
パ
ナ
同
月

？ 

？
－
包
丁
－
3
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託
u

仏改
L
m
、
成
主
関
係
の
一
汀
ル
川
市
誌
に
ワ
え
る
影
特
に
つ
ィ
ム
師
、
に
し
ぺ

T
h
m
n
d
問｝

部
、
叫
府
l
u
の
い
は
方
議
会
議
H
C
2同
ソ

f
f
γ

川市
γ
ヘ吉一へ

M
F
E
U

で
川
内
法
一
へ

T
山
の
及
川
只
疋
U

税
制
三
川
公
針
で
芳
加
レ
に
件
に
つ

い
て
、
県
北
X
が
位
以
平
山
訴
一
訟

JLK起
し
損
害
賠
恰
y
へ
は
不
ど
利
得
沼
田
克

誌でか牛

241
一
に
ご
と
の
」
で
つ
な
子
一
市
構
成
が
生
七
四
什
る
た
？
っ
か
〔

宇
実
関
係
し
午
、
は
、

im一
誠
会
事
帯
同
一
次
長
Y

一
北
お
務
引
帥
F
A
）

が
参
加
を
決
定
L
、人「両日
A
U
7
b
交
す
る
こ
に
三
岳
山
費
士
山
ー
も
氏
定

ro
参
加
し
た
誌
R
H
L
は
大
人
以
に
引
場
L
～
ぐ
し
人
会
ヴ
ロ
グ
一
マ
ノ
ム

同
よ
れ
以
同
一
ぬ
日
む
梓
川
町
小
h
t

研
修
弘
守
心
機
ム
以
は
ま
っ
二
P
K
J
f
定
さ
れ
一
、
い

は
か
つ

γ
さ
ら
に
、
事
符
足
取

R
Yが
位
打
し
て
が
、
そ
の
べ
お
1

3

p

安一
2

7
戸

工

パ

J
1
7
L
J

一し

そ一

1
一

文

J

J

r
）

U
J

、：、

y
、
Y
に
川
村
ず
る
日
目
刊
誌
誌
の
円
能
性
に
つ
し
て
そ
れ
η
ど
れ
υ汚

A'1：：支半期訪殺；的出

乙
：
i

j

6
3
1
、
可
ぷ
1
d

手
口
、

乙
才

ヰ成

こ
刀
際
、
ト
わ
一
l
げ
る
－
M
長
事
例
竹
取
品
及
判
f

ヘ一
ω
l
t
品
川

午
月
五
日
見
長
以
八
右
ん
り
二
五
一
長
－

Z
勺
い
v
k
j
b
一一口及

v

ィー、叫ん九

υ

な
お
、

νイヅ

urの
悦
J
I

と
じ
て
、
関
連
f
J

る
判
例
と
し

7
1
1川
県
心
地
川

一
半
成
一
司
一
月
六
日
判
例
タ
f
H
7

一U

じ
り

T
U

守
一
一
、
高
松
山
川
刊
寸
l

以

往

λ
月

八

氏

υ

一
刀
l

じ
み
ー
ケ
六
t

ハ

戸
、
参
山
内
｝
に
よ
口
及
し
七
い
じ
一
J

な
わ
ち
、
こ
い
が
つ

J
泊
高
判
叫

V
7す

れ
ば
、
述
法
な
宮
川
氏
ャ
去
、
占
め
れ
ば
、
ノ
グ
れ
に
は
吋
」
4
4
Q

公
令
吉
川
も
す

べ
て
述
』
い
と
さ
れ
ご
い
る
c

vrd、
川
じ
〈
門
司
こ
の
判
例
〆

γ
て
、
最
高
訟
判
例
よ
一
三
一
）
守
山

市
十
立
立
h
h
i

一いい
i
d

－
－
民
集
五
七
ム
ペ
サ
員
、
刊
片
山
一
〔
ん
↑

公
務
付
に
つ
し
て
ワ
ケ
L
h
F
れ
心
職
人
拾
い
託
識
や
声
に
に

1F
」判

I5τ

汀ハ

L
い
る
ο

之
の
窓
誌
は
何
伎
の
そ
っ
日
「

11今
窮
し
て
み
土
、
ノ
ピ

、
も
お
一
）
〈
一
斗
心
地
k
J
ハ
口
治
法
改
止
に
一
で
v
山
口
一
氏
訴
訟
に
係
わ
る

同
わ
た
の
の
凹
u
f
J

詰
ふ
り
一
一
主
に
笠
更
が
川
え
う
れ
て
い
る
が
、

主
じ
白
山
l

こ
J

A

P

と
F
5
f｝

－一

i
f
v
1

え
♂
｝
I

ゴ
4
4
q一

I
干

l

｛
害
報
条
人
〕
当
時

治
方
一

urLf出

V
国

諜

税

法

ハ

人

口

は

勢

津

大

教

投

ν
ポ
l
ド
試
山
口
町
山

一
汽
ム
ち
を
利
町
し
た
同
計
一
j

的
担
税
巨
近
二
ノ
い
こ
、
7

て
の
構
造
、

税
法
上
の
山
路
・
対
京
事
rJF
人川
1
v
h
c
さ
レ

V
税
法
訴
訟
ワ
l
ジ

シ

『

ィ

一

ー

プ

谷

勢

津

1
人
教
授

力
引
今
中
戸
｝

A

｛
ぶ
人
、
は
吋
】
ぺ
百
力
会
斗
山
）
！
〕
市
心
供
給
い
凶
主
り
か
い
町
持
1

J

f

出
力

の
供
給
を
一
t
H
J、
い
た
戸
、

E
v
お
い
て
、
成
一
七
r
十
二
月
初
円
〆

に
お
守
〈
久
h
年
一
汀
ぺ
ん
の
に
照
検
針
心
際
、

A
心
性
刀
言
力
量
日
阿

円
に
比
父
て
左
…
に
少
な
い
♂
〕
と
れ
，
一
、
治
去
の
尖
私
一
中
台
め
調
査
し

た
土
こ
ろ
、
「
引
ι
一
長
！
と
U

計
存
出
変
夜
桜
の
一
一
叫
ん
ぽ
ぷ
り

m
U同
て
、
リ
ー

戎

τ一
信
河
一
月
ヤ
ヲ
珂
七
信
ハ
ノ
月
一
九
」
力
問
、

Aiη

っ
起
人
に
竜
幻

科
人
ム
や
沿
費
説
古
都
臥
以
1

J

て
い
ん
市
て
ん
が
刊
明
L
片
手
、
の
問
、
ん
切
論
、
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九
べ
も
匂
ど
の
千
百
七
日
」

d
p一
Jjq
刀
3

ん

ん

〕

ケ
乙
で
、

F
い
は
ド
ぷ
一
七

ι
二
月
中
旬
に
コ
ル
心
事
ビ
日
ど
A

H

J

A

え
煉
謝
し
九
二
ノ
え
f

A

F
収
乏
丸
何
人
平
均
一
品
出
／
丸
刻
ム
7
i
p
仇
ぴ
消
費
阿
山
の

ち
ト
ヘ
刊
は
以
分
、
川
町
八
約
同
町
五
述
約
2
4
F
ひ
に
利
自
）

orvZ
慌
の
算
定
山
市
川

羊
ゃ
定
め
、
ド
成
八
九
十
二
月

A
ご
討
し
一
週
以
宅
七
丸
山
町
令
寸
山
一
九

日
本
信
ア
f

ハ一一一一
J

一i
h
L
L
従一小
1
v

～J
こ
二
7

つ
、
入
山
こ
れ
わ
一
／
J
承
L
、

Z
C
L
寸
U
T培
認
書
官
収
わ
交
わ
三
同
ぃ
丹
市
i

に
P

／
心
主
舶
を
な
沼
よ
ー

は
刀
、
成
五
年
刊
月
か
ι
リ
同
六
午
九
月
ま
で
の
間
一
U

A
の
小
、
川
乏

M

E
J〆
明
ワ
か
に
」
4
4
Q
資
料
が
伐
J

て
ρ
な
古
っ
た
た
そ
、
で
お
川
刊
の
退

以
4
f川
川
什
人
ム
の
初
に
つ
い
て
は

E
は
ギ
戎
ハ
キ
ハ
〉
日
一
か
っ
川
じ
ん
斗

九
月
ま
で
の
年
聞
の
一
か
可
押
均
中
川
主
力
出
を
某
礎
ど
し
て
、
ご

れ
子
推
自
に

0
3

て
μI川
市
川
よ
ー

以
L

m
川
市
す
パ
較
に
つ
い
て
、
以
て
の
一
日
凶
三
円
九
J
え
fLJL
い

送以什司、トス

TTυ
～
寸
心
区
民
に
つ
き
、
入
に
対
す
る
一
υ人
税
心
品

悦
「
主
力
【
比
八
市
下
主
rム

i
A
～
平
成
↓
八
イ
一
月
〕

rvJ河

P

一
月
一
川
主
主
C
中
主
主
い
り
J

に
ρ
いv
L
こ
れ
士
U
U
一九ヂ

る
場
へ
口
、

r
、
円
一
品
う
足
以
内
律
問
町
肢
が
号
、
え
り
れ
る
そ

引
泊
以
屯
ん
九
料
金
付
寸
心
氾
「
勺
っ
き
」
、

A
二
対
ず
る
法
人
税
の
謀

刊m
l
λ
の
h
A仏
の
寺
む
J

山内
L
T
る
か
主
主
力
叫
度
、
J

成
立
刊
か
ら
同

じノ
U

ま
で
の
毎
年
一
円

μ
カ

フ

月

一

ま

で

の

科

半

リポ
H
才
一
戸
二
一
札
い
て
こ
れ
か

h
M
N
Tる
指
λ
「
一
、
こ
の
】
ー
さ
な
L
U
J

斗
ー

時府成？？
υ
V
F
P

え
「
れ
る
刀
J

｛
弔
問
｝

日
は
r
A
株
式
介
で
九
生
一
主
同
パ
脱
会
辻
）
引
役
白
け
て
ホ
る
日
は
U
J
1
1

池

ヘ
取
得
何
前
五
ヘ
リ
ハ
、
ハ
ヮ
円
時
刻
億
円
）
を
一
昨
方
二
に
お
り
、

K

L
U
P
J

〕
一
品
川
一
町
市
坦
川
一
川
友
情
い
い
い
γ
f
f
細
川
一
億
円
士
、
町
の
し
て
る

以
上
の
削
妊
の
い
［
で
、
以

l
m
d出
刊
に
詰
が
ん
な
さ
い

u
u
o
m
k
＝
中

I
比
一
ゃ
い
一
い
、
v
h
d円
t
y
M
J
比
し
た
場
ム
口
、
日
ヂ

対
す
る
寸
得
税
FJ
耳
目
引
関
係
と
K
に
必
ず
令
訳
人
税
の
す
宍
刊
日
間
係

は
ど
ろ
な
ハ
W

刊l
p

z
n
J
f
k
、甲

h
J？
？
「
山
有
、
ハ
）
一
心
方
川
市
、
一
工
削
減
Lι

場
介
、

日
に
対
ゲ
る
所
得
粍
の
み
日
mM
よ
刊
こ
U
A

に
対
宇
司
令
K
E
、
似
の
設
税

関
係
は
い
ゴ
つ
才
匂
か
よ

つ
J
K
J
f
n
n
ァム

h
J？
？
「
山
有
、
ハ
）
一
心
方
川
市
、
一
工
削
減
Lι

場
介
、

民
に
け
江
口
る
法
f
へ
和
刀
A
f
h
河
川
叩
と
日
に
け
刈
ム
q

匂
所
得
ぷ
…
（
川
課
町
内

関
係
は
1rう
な
る
か
）

－H
K
が
Q
株
式
／
九
社
に
乙
？
？
地
を
む
丘
一
J

一）一
U
I品
村
一
で
ぷ
佼
L

～－…場ふ、

U
A
l

一Q
r
斗
「
る
法
人
税
の
況
税
関
係
は

FJhそ
れ
と

う
な
る
か

V
金
融
法

：
吉
田
、
札
一
間
救
校

レ
ボ
！
？
ぃ
試
験

ぐ
成
五
年
む
担
保
割
引
f

リ
度
の
改
止
に
間
「
る
概
市
川
九
わ
ま
1

」町

七
上
＼
特
に
問
問
己
貸
何
何
千
l
h
u

制
－
一
ん
の
改
？
に
つ

ρ
て
、
改
戸
川

バ
円
以
浮
説
梓
令
改
正
日
内
’
台
、
改
正
に
よ
る
手
筈
の
右
下
一
川

τ」
T
検
A

I

て
し
ポ
ト
に
ま
乙
め
な
さ
U
o

V
ゴ
i
ポ
レ
l
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

出
山
一
附
立
志
川
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笠
岡井

マ
刑
事
法
政
策

－m十
主
f
豆
町
帥

い
品
、
心
中
川
ー
か
ら
出
口
ま
で
心
》
J
E

り、

1
7
W
を
選
以
L
r
h川＼「え
u
c

同月
十c'

' 

ス
ト
ー
ヵ

i
h為
等
小
一
則
的
よ
守
に
一
日
づ
る
一
仏
汁
悼
の

v
い
副

山川二〉一

L

f

u

l

！
ず
し
一
こ
の
一
夜
悼
の
規
山
一
時
J

禄
ヘ
札
一
制
止
び
行
1
H
介
入
）
を
こ
h

j

剖
佃

）

qd
る
か
述
べ
上
｛

フ

規
制
対
象
と
同
じ
形
態
心
行
為
さ
、
一
必
ず
、
感
情
ぷ
し
の
他
心
灯

思
7
f
y門
店
止
に
で
v
れ
が
山
た

c
L
I
m
o
古
っ
た
こ
二
に
汁
ゲ
司
令
畑
山

心
感
情
己
主
人
古
J

心
す
る

R
山
」
応
外
の
い
い
い
的
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
、

処
罰
だ
象
二
十
る
た
測
が
一
部
て
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
を
の
れ

、7
な
条
杭
杭
r
川
公
三
出
切
と
2

J

え
る

ycど
1
m述
べ
よ
〔

hu
に
づ
い
て
、
こ
の
げ
仏
内
容
へ
の
吉
沢
？
と
明
瀧
こ
し

A'1：：支半期訪殺；的出

「ー、人削
4
1
メ主、／」

へ辻、ゾ〆

吉
成
山
場
九
r
は、

U
へ
汁
諭
ー
一
と
戸
立
川
ご
－
L

一
じ
、
斉
点
と

一n
る

r
ド～
f

一
辺
べ
る
こ
と
J

荒
本
的
措
法
に
否
、
成
し
う
つ
、

容
ヱ
仇
｝

部
内
問
ア
ド
す
べ

F
4ナ
ツ
ね
屯
w
m
u
H州
ヘ
口
に
は
、
賛
ほ
「
る

血
肉
、
？
？
」
述
べ
に
」
亡
、
持
正
す
ム
ω
川
河
川
ノ
刀
の
柊
半
伎
の
内
刊
は
と

m

同
を
47μ

一
べ
る
こ
と
一

L
h
L

如
、
↓
げ
い
え
d

守合の

部
か
」
悩
み
す
る
は

前
て
も
、
同
店
i

学
的
拡
い
ム
己
中
変
－
A

る
＼
さ
し
い
す
ハ
一
コ
兄
鮮
日
埼
ん
だ
り
、

反
対
L
μ
L
て
論
ず
る
f
三

ヰ成

一い
J
d
J

は
は
の
持
ん
門
店
、
F
4
1
A

二
な
庄
円
ニ
ニ
も
に
、
一
れ
に

代
わ
る
べ
き
法
制
止
と
Y

J

て
）
の

L
ト
弘
？
対
日
刀
門
下
り
ゅ
切
？
と
述

ご

Cvy｝
祈
ιド
h
h勺

U
4
制
度
を
が
翌
日
一
」
ヨ
ハ
ω
立
師
肝
心
問
ム
け
に
は

そ
の
」
可
投
び
つ
の
川
也
市
ー
一
ゲ
述
べ
る
こ
し
む

一注
4
～
は
」
つ
い
て
は
、
司
と
れ
に
荒
川
じ
て

J
E見
い

L
、
ー
の

山
で
結
論
の
み
ア
し
山
一
ヘ
久
二
！
〕
：
己
も
一
は
い

同
一
六
阪
府
反
八
土
な
一
三
り
づ
ぐ
り
条
例
」
の
げ
法
引
伺
に
（
ノ
い
こ

い
児
二
日
部
分

2
1二ヘ

ZMnLH八
山
首
こ
を
も
県
い
P

条
例
い
谷
に
つ

い
f
、
レ
う
河
川
信
ず
る
九
ω
述
、
ト
C

2

A
ヌ
九
条
及
び
同
長
逗
J

入ふと
U
2
γ
る
出

ι

一
沼
二
川
走
町
一
一

μτ
ノ
）
を

y
う
付
信
す
る
か
ん
述
、
｝

ーィ
l
｝
山
山
つ
い
て
は
、
制
々
心
認
定
こ
1

む
は
ん
V
3

＼

主

体

内h
～
山
市
川
怖
に
し
て
心
主
計
4

ゲ
六
川
山
い
に
一
日
刊
し
亡
述
父
る
こ
f

一て

己
り
心
た
だ
ラ
ヘ
全
体
的
に
は
苛
f
u
A
J一ヘ：

r定｛パりかぷ羽

の
丸
山
明
確
な
以
対
が
あ
る
バ
ズ
ロ
に
は
、

γ
一
れ
は
伊
」
戸
庄
中

持
べ
る
、
ζ

〔
人
法
J

L

」L
て
七
F
h
い
JFυ
つ
つ
、
判
定
っ
仏
、
羽

の
内
～

t
h～間的
rr庁
内
川
ず
る
同
人
E

に
は
、
モ
心
じ
慢
と
迎
古
と

～f一
辺
べ
る
こ
と
J

J
L
ッ
こ
じ
に
つ
い
て
は
育
成
っ
域
ム
は
山
、
反
対
論
γ
〈

H
M
4

や

た
上
一
日
付
芸
品
え
一
J

ゐ
出
向
ど
述
べ
る
こ
LY
）

一九百

η
f
Aて
い
っ
し
て
は
、
げ
は
j

汀
心
均
一
ム
い
は
、
そ
心
÷
な
日
出
ァ
回
し
一

し
も
に
、
こ
、
れ
に
代
な
る
ご
A

」エ山
H
m
U
L
L
、
と
の
1
m
A
つ
は
も

の
ι
九
九
沼
凶
か
か
山
べ
る
こ
、
一
新
た
子
、
三
の
は
子
宮
二
一
2
0
見

解
U72
料
吋
へ
口
に
は
、
そ
心
ピ
H
A
L

仇
び
吋
一
、
の
津
門
刊
り
ょ
ん
へ
｝
ノ
乞
こ
と
o

－
次
官
刈
制
定
に
上
命
へ
き
て
ば
い
し
す
る
日
僻
心
助
八
日
は
、
同
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の
υ一戸店
im川町山の
H
h

「
す
も
〈
同
め
r
I
、守山一、プゾこえ

ヤ

点

恒

少

与

法
1
f
～
£
の

v
J
J
V
刊
に
づ
い
7
k

事
実
認

F
C
冶

F
r
、
係
る
改
日
必
八
？
？
っ
E
1
J
W柄
小
守
医
与
J

〈
抗
十
弓
／
河
川
山
す
削
肢
に
つ
？
て
ど
一
1

剖
恒
ナ
る
で
た
ペ
エ
J

m
川
一
刑
事
足
一
へ
刈
の
町
民
し
に
係
ム
口
市
分
立
以
喜
弘
行
為
に
】
d

る
被
ハ
ス
者

死
し
川
4
4
門
心
持
ム
刊
の
胤
司
l
ベ吠宗一
Y
足
先
規
定
及
び
六
以
ん
－
山
の

刑
事
処
分
刈
象
庁
山
）
に
つ
い
て
、
ど
7
1川
府
す
ハ
一
よ
か
述
べ
よ
P

一H
L
l

～
ー
に
勺

v
L
は
、
戸
こ
に
4
1
J

げ
と
ん
の
引
な
在
向
い
…
料
、

は
す
る
賛
主
主
明
ヲ
ト
に
す
る
こ
と
こ
の
ほ
か
の
法
定
〈
口
議

及
口
伝
言
作
中
川
＝
湖
周
M
A
一
一
つ
つ
い
て
心
百
及
は
要
L

なし〔〆一「

同
級
ァ
ス

2
乙
つ

v
と
ひ
、
二
に
の
い
叫
止
半
ぃ
F
J
C
J
I

一れ
y
ず
れ
、

刈
ず
る
官
五
い
を
問
勺
う
け
に
j

る
こ
と
わ

（
什

χ

h

u

及川、
v
r
u

一γ
乙
、
宍
成
の
場
合
目
、
仁
川
対
請
を
ぷ
山
訴
し

）

F
在
成
／
」
ず
る
市
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